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フォーディー設計合同会社

南波　一好

一級建築士管理建築士　　南波　一好
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 ・ ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上工事作業(２級及びﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上工事作業を含む)

（1.5.9）

・　営繕工事電子納品要領（平成３０年版）

・　発生材等の処理等 ・　特定建設資材の分別解体等及び再資源化等

　本工事は、特定建設資材を用いた建築物等に係る解体工事又はその施工に特定建設資材を使用する新築工事

であって、その現場が「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」(平成12年5月31日　法律第104号。

以下「建設リサイクル法」という。)施行令又は都道府県が条例で定める建設工事の規模に関する基準以上の

工事であるため建設リサイクル法に基づき分別解体等及び特定建設資材の再資源化等の実施について適正な措

置を講ずることとする。

　工事契約後に明らかになったやむを得ない事情により、予定していた条件により難い場合は、監督職員と協

議するものとする。

　また、分別解体・再資源化等の完了時に、再資源化等が完了した年月日、再資源化等をした施設の名称及び

所在地、再資源化等に要した費用を書面にて監督職員に報告する。

分別解体の方法

作　業　内　容
手作業 手作業、機械作業併用（範囲）

分 別 解 体 等 の 方 法
工　　種

・　造成等の工事

・　基礎の工事

・　基礎ぐいの工事

・　上部構造部分の工事

・　外装の工事

・　屋根の工事

・　建築設備工事

・　内装等の工事

・　その他
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 ・ 新営工事

 ・ 増築工事

木造建築工事特記仕様書
特定建設資材廃棄物の種類と再資源化等をする施設

再資源化等をする施設の名称特定建設資材廃棄物の種類 所　　　在　　　地

 ・ コンクリート

 ・ ｺﾝｸﾘｰﾄ及び鉄から成る建設資材

 ・ 木材

 ・ アスファルト・コンクリート

・　環境への配慮 化学物質を放散させる建築資材等

　

　本工事の建物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次の１）

（1.4.1）

１）　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、

　　その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、

　　アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する

　　「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する

２）　接着剤及び塗料にトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する

４）　１）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、ホルムアルデヒド、

３）　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルヘキシル等を含有しない

　　　難揮発性の可塑材を除く）が添加されていない材料を使用する

　　　アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする

　　　　　　発散建築材料以外の材料

　　　　　①建築基準法施行令第２０条の第７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド

　　　　　②建築基準法施行令第２０条の第７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　ホルムアルデヒド放散量　規制対象外

　　ホルムアルデヒド放散量　第三種

　　　　　①建築基準法施行令第２０条の第７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　　　　　②建築基準法施行令第２０条の第７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成１２年法律第１００号）に基づく環境物品等

　の調達の推進に関する基本方針における公共工事の配慮事項に留意すること。

・　材料の品質等 材料・機材等の品質及び性能

１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を有するも

　のとする

２）本工事に使用する材料のうち、３）に指定する材料の製造業者等は、次の（１）～（６）の事項を満た

　すものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し）を監督職員に提出して承諾を受け

　るものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りではない

　（１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること

　（２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

　（３）安定的な供給が可能であること

　（４）法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること

　（５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　（６）販売、保守等の営業体制が整えられていること

３）製造業者等に関する資料の提出が必要な材料

　床型枠用鋼製デッキプレート

　鉄骨柱下無収縮モルタル

　無収縮グラウト材

　乾式保護材

　既成調合モルタル

　ルーフドレイン

　吸水調整材

　アルミニウム製建具

　鋼製建具

　鋼製軽量建具

　ステンレス製建具

　錠前類

　クローザ類

　自動扉機構

　自閉式上吊り引戸機構

　重量シャッター

　軽量シャッター

　オーバーヘッドドア

　防水材

　現場発泡断熱材

　フリーアクセスフロア

　可動間仕切

　移動間仕切

　トイレブース

　煙突用成形ライニング材

　天井点検口

　床点検口

　グレーチング

　屋上緑化システム

　トップライト

　エポキシ樹脂

　ポリマーセメントモルタル

　既成調合目地材

　鋳鉄製ふた

（1.4.2）
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名札の発行元

技能士本人の住所

技能士の級の別

技能士の種別

技能士の職種により色を変えることも可□ 技 能 士

 　鳥取市

 　○型

 　○○工務店

 　○山○夫

 　１級

 　建築大工

発行　　　○○○○○○○○会

自　宅

勤務先

血液型

氏　名

級　別

職　種

　《技能士名札参考図》

（1.5.5）・　施工の検査等 　　見本施工の実施　　・　行なう

　　見本施工を行なう製品（　　　　　　　　　　　）

２．敷地面積

１．工事場所

３．地域・地区 １　都市計画区域（ ・ 内　（ ・ 市街化区域　・ 市街化調整区域　・ 非線引き区域） ・ 外）

２　用途地域等　（ 　　　　　　　　　　　　　）

３　防火地域等　（ ・ 防火地域　・ 準防火地域　・ 指定なし）

２．工作物

１．建物

番号

３．外構

４．造園

４．工事概要

１．共通仕様

Ⅰ　工事概要

Ⅱ　建築工事仕様

（１）　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「木造建築

（２）  電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの工事

　 仕様書を適用する。

　 (報告書等)を用意すること。

２．特記仕様

　 う。）による。

　 工事標準仕様書(平成25年度版)」(以下「木造標仕」という。)による。また、木造標仕に記載されていない

　 事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書(平成25年版)」(以下「標仕」とい

（３）　受注者は完了検査(中間検査を含む。)の検査には、特定行政庁(建築主事等)が求める検査に必要な資料等

（１）　項目は、・印の付いたものを適用する。

（２）　特記事項は、・印の付いたものを適用する。

　　 ・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　 ・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

（３）　特記事項に記載の( . . )内表示番号は、木造標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（４）　特記事項に記載の【 . . 】は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（５）　Ｇ印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」(以下「グリーン購入法」という。)の特

　 定調達品目を示す。判断の基準は「環境物品等の調達の推進に関する基本方針」(環境省のホームページから

　 ダウンロード可能)による。

（６）　木造標仕、標仕で「特記がなければ」以降に具体的な材料・工法・検査方法等を明示している場合におい

　 て、それらが関係法令の改定により(条例を含む)抵触する場合には、関係法令等の遵守(1.1.13)の規定を優

　 先する。
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・　適用基準等

・　工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体工事編（平成３０年版）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・　建築工事監理指針（令和元年版）

延べ面積(㎡)建築面積(㎡)階数構　造工事種別名　　称

・　建築物解体工事共通仕様書・同解説（平成３１年版）

から４）を満たすものとする。

また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒド放散量」は、次のとおりとする。

標準仕様書に記載されていない特別な工法については、材料製造所の指定する工法とする。・　特別な材料の工法

・　技能士 （1.5.2）

に対して、施工品質の向上を図るための作業指導を行うこと

下表により適用する技能士は、適用する工事作業中、1名以上の者が自ら作業をすると共に、他の技能者

　仮設工事

　鉄筋工事

　コンクリート工事

　鉄骨工事

技能検定職種

 ・ とび作業　とび

　鉄筋施工

　型枠施工

　ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送施工

　鉄工

　とび

工 事 種 目 技　能　検　定　作　業

 ・ 鉄筋組立作業

 ・ 型枠工事作業

 ・ ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送工事作業

 ・ 構造物鉄工作業

 ・ とび作業

（技能士：職業能力開発促進法による一級技能士又は単一等級の資格を有する者）

また、その技能士はその者が技能士であることがわかる名札を常時着用すること

・　建築工事標準詳細図（平成２８年版）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・　電気保安技術者

（1.1.3）

（1.3.3）

・　届出手続等

（1.3.11）

建築工事安全施工技術指針及び建設公衆災害防止対策要領を参考に、工事安全計画書を監督職員に提出する・　工事安全計画書

工事の施工に伴い必要な官公署、その他への手続き、検査並びにその費用は本工事請負者の負担とする。

工事現場におく電気保安技術者は、鳥取県総務部営繕工事自家用電気工作物保安規定第５条に定める工事

担当技術者の職務を補佐し、当該工事の工事期間中自家用電気工作物の保安の業務をおこなうものとする。

・　公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（平成３１年版）

図示した室のホルムアルデヒド、スチレン、トルエン、キシレン、エチルベンゼンの室内濃度を測定し、

厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し、監督職員に報告する

①３０分間換気

②５時間閉鎖

③測定

④分析

⑤その他

監督職員から測定方法に関する注意事項等の指示を受けること

測定対象化学物質を採取したパッシブ型採取機器を分析機関に送付し、濃度を分析する

ハ　測定回数は１回とし、複数回の測定は不要とする

イ　②の状態のままで測定する

分間換気する

測定対象室のすべての窓及び扉（造り付け家具、押し入れ等の収納部分の扉を含む）を開放し、３０

部分の扉は開放したままとする

①の後、測定対象室すべての窓及び扉を５時間閉鎖する。ただし、造り付け家具、押し入れ等の収納

ロ　測定時間は、原則として２４時間とする。ただし、工程等の都合により、２４時間測定が行えな

となるよう、１０時３０分～１８時３０分までの時間帯で測定する

い場合は、８時間測定とする。なお、８時間測定の場合は、午後２時～３時が測定時間帯の中央

パッシブ型採取機器を用いて測定を行う場合には、次の要領で測定及び分析を行う

・パラジクロロベンゼンを追加して分析を行う

測定対象室（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　完成写真 下記のものを監督職員に提出する

区　　分 分類・規格 撮影箇所 部数 　　備　　考

 ※　工事記録写真  カラーサービス判  各工種の工程毎 ２部

 ※　完成写真  カラーサービス判  ・　内部　　箇所 ２部

２部 ・　外部　　箇所

 ・　  カラーキャビネ判  ・　内部　　箇所 　部

 ・　外部　　箇所 　部

 ・　パネル  カラー  ・ 四ｯ切　　箇所 ２部

 ・　半切　　箇所

 ・　全紙　　箇所

 ・　

 ・　電子データ又はネガの提出[工事記録写真]　　（ ・　要　・　不要）

 ・　電子データ又はネガの提出[完成写真]　　　　（ ・　要　・　不要）

・　化学物質の濃度測定

 下記のものを監督職員に提出する

 ※　原図Ａ１版又はＡ２版（設計図の第２原図訂正不可）　　　　　１　部

 ※　ＣＡＤデータ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　式

 ・　複写　縮小版Ａ３バラ焼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部

 完成図の種類及び内容

 ・　案内図・配置図・面積表 ： 配置図には外構整備、屋外給排水系統図含む（ＢＭの表示）

 ・　平面図 ： 室名、耐震壁（防火壁）、避難施設等を表示する

 ・　立面図 ： 外壁仕上等を表示する

 ・　断面図 ： 階高、天井高等を表示する

 ・　仕上表 ： 屋外、屋内（各階）の仕上表を表示する

 ・　構造図 ： 杭、構造躯体等を表示する

 ・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　完成時の提出図書

・ 省エネ法 ※ 対象工事　　　　　・ 対象外工事

・　鳥取県公共事業

　　環境配慮指針

※ 対象工事　　　　　・ 対象外工事

・ 鳥取県景観形成条例 ※ 対象工事　　　　　・ 対象外工事

３

土
工
・
地
業
・
基
礎
工
事

・　埋戻し及び盛土

土工事

【3.2.2】【表3.2.1】

・　工事現場のｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟ

・　工事用仮設物

・　工事用電力

・　工事用水

構内既存の施設　　・　できる　　・　できない

構内既存の施設　　※　利用できない　　・　利用できる（　※　有償　　・　無償　）

構内既存の施設　　※　利用できない　　・　利用できる（　※　有償　　・　無償　）

                ※　工事表示板　　　　　　　　　　　　　　・　お願い表示板

900 1,200

 地色　白

御通行中の皆様へ建　築　工　事　中
 地色　白

 地色  地色
マンセル記号 マンセル記号

　平成○○年○月工事完成予定　工事名　○○○○○○新築工事 5ＹＲ6.5/11 5ＹＲ6.5/11
　構造・規模 鉄筋コンクリート造 ○階建

　　　　　　 延べ面積○○○○m2 　　簡単なパース、又は立面図を掲載する
　工事期間 平成○年○月から○年○月まで

　（拡大カラーコピーを張り付けてもよい）
　設計者 ○○○○○○設計

　監理者 鳥取県東部建築住宅事務所1
,
20
0

　　　　 ○○○○○○設計 　事業の目的

　施工者　○○○○○建設 　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　　連絡先昼間　○○－○○○○ 　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

1
,
60
0

　　　　　夜間　○○－○○○○ 　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　　現場責任者 ○○ ○○

　現在の進捗率○○％ 地色　白　鳥取県東部建築住宅事務所
　事業協力のお願い　　　営繕設備担当

　　　　　連絡先　○○－○○○○ 　　　工事期間中は、ご迷惑をおかけしますが、ご理解と

　　ご協力よろしくお願いします。

 地色　白記入要領 　施工者 ○○○○○○建設
　　　　　連絡先　　ＴＥＬ　○○－○○○○
　発注者 鳥取県１．書体は角ゴシックとする。
　　　　　連絡先　　鳥取県東部建築住宅事務所
　　　　　　　営繕設備担当２．お願い表示板は平易な表現及び内容とし、 　　　　　　　ＴＥＬ　○○－○○○○

　　監督職員が指示するものとする。

・　表示板

※　設ける　　　　　㎡　　・　設けない

　現場に常備する備品等は、監督職員の指示を受けて設置すること

・　監督職員事務所

足場を設ける場合は、公共建築工事標準仕様書（建築工事編）平成３１年版２.２.４（２）によるほか、

設置においては「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」の２の（２）手すり据置方式又

は（３）手すり先行専用足場方式により行うこと

・　足場その他２

仮
設
工
事

（2.3.1）

（1.7.2）

　防水工事

　ﾌﾞﾛｯｸ建築

　ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ施工

　防水施工

 ・ ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業

 ・ ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ工事作業

 ・ ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業　・ ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

　ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟ

　ﾈﾙ・押出成型ｾﾒﾝﾄ板工事

 ・ ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業　・ 合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業
 ・ 塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業　・ ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業

 ・ ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業　・ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ防水工事作業

　石工事

　タイル工事

　木工事

　屋根及びとい工事

　金属工事

　建具工事

　左官工事

　石材施工

　タイル張り

　建築大工

　建築板金

　スレート施工

　内装仕上施工

　建築板金

　左官

　サッシ施工

 ・ FRP防水工事作業

 ・ 石張り作業

 ・ タイル張り作業

 ・ 大工工事作業

 ・ 内外装板金作業

 ・ スレート工事作業

 ・ 鋼製下地工事作業

 ・ 内外装板金作業

 ・ 左官作業

 ・ ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業

 ・ 木造用ｻｯｼ施工作業

　ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

　塗装工事

　内装工事

　排水工事

　舗装工事

　植栽工事

　木製建具施工

　自動ドア施工

　ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工

　塗装

　内装仕上施工

　表装

　配管

　路面表示施工

　造園

 ・ 自動ﾄﾞｱ施工作業

 ・ 金属製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工作業

 ・ 建築塗装作業

 ・ 壁装作業

 ・ 建築配管作業

 ・ 溶解ﾍﾟｲﾝﾄﾏｰｶｰ工事作業　・　加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｰｶｰ工事作業

 ・ 造園工事作業

　畳工事 　畳    ・ 畳製作作業

　ガラス施工  ・ ｶﾞﾗｽ工事作業

　ｶﾞﾗｽ用ﾌｨﾙﾑ施工  ・ 建築フィルム作業

 ・ 木製建具加工作業

　塗装  ・ 建築塗装作業

 ・ ﾌﾞﾗｽﾁｯｸ系床仕上工事作業　・　ﾎﾞｰﾄﾞ仕上工事作業

・　建設発生土の処理 【3.2.5】

埋戻し土　　種　別　　・ Ａ種　※ Ｂ種　・ Ｃ種　・ Ｄ種

　　　　　　　　　　　・ 建設汚泥から再生した処理土 Ｇ

　　　　　　　　　Ｃ種の場合（建設発生土受入量（　　　）m3　　発生場所：　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　Ｄ種の場合は「セメント及びセメント系固化材を使用した改良土の六価クロム溶出試験

　　　　　　　　　実施要領(案)」により、六価クロム溶出試験を行う。

【3.2.2】【表3.2.1】

　　　　　　　　　　　・ 建設汚泥から再生した処理土 Ｇ

　　　　　　　　　Ｃ種の場合（建設発生土受入量（　　　）m3　　発生場所：　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　Ｄ種の場合は「セメント及びセメント系固化材を使用した改良土の六価クロム溶出試験

　　　　　　　　　実施要領(案)」により、六価クロム溶出試験を行う。

盛土　　　　種　別　　・ Ａ種　※ Ｂ種　・ Ｃ種　・ Ｄ種

※　郊外指示の場所に処分

・　砂利地業 材　料

砂利厚さ

適用場所

・　捨コンクリート地業 捨コンクリート厚さ

施工範囲

設計基準強度

スランプ

・ 再生クラッシャラン　Ｇ　　・ 切込砂利及び切込砕石

・ 60㎜　・ 

・ 基礎梁下、基礎スラブ下、土間コンクリート下、土に接するスラブ下

・ 図示による(　　　　)

・ 50㎜　・ 

・ 基礎梁下、基礎スラブ下、土に接するスラブ下

・ 図示による(　　　　)

・ 18N/mm2　・ 

・ 15㎝　・ 18㎝　・ 

・　床下防湿層 施工範囲

防湿工法

・ 建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下(ピット下を除く)

・ 

・ ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm以上　　・ 

防湿層の位置

・ 図示による(　　　　)

・　支持地盤

支持地盤の位置及び種類(基礎杭の先端の位置含む)

・ 図示による(　　　　)　・ 

試験堀り(根切り底の状態の確認等)

・ 図示による(　　　　)　・ 構造図による

支持地盤の位置及び種類(基礎底部の位置含む)

・ 行わない

・ 行う

　　位置等

　　・ 図示による(　　　　)　・ 原位置掘削時の根切りを試験堀とする

・ 構内指定場所に敷き均し

・ 構内指定場所にたい積

・ 杭基礎

・ 連続基礎

地業工事

　　　　【4.5.4】【4.5.5】

【3.2.1】

【4.6.2】

【4.6.3】

【4.6.4】

【6.14.1】

【6.14.1】

【4.6.5】

※ 対象工事　　　　　・ 対象外工事

まちづくり条例

・ 鳥取県福祉の

・　火災保険等 工事目的物及び工事材料等工事施工途中の事故に伴う損害をてん補するため火災保険等に加入する。

保険の加入期限　　※工事完成引き渡しまでの間

・　建設リサイクル法 ※ 対象工事　　　　　・ 対象外工事

基準風速　　Ｖｏ＝　　　ｍ／ｓ

建築基準法に基づき定められた区分等

積雪区分　建設省告示第１４５５号　別表（　　　　）

地表面粗度区分　・　Ⅰ　　・　Ⅱ　　・　Ⅲ　　・　Ⅳ

・　耐荷重及び耐外力

・　保全に関する資料 下記のものをＪＩＳ Ａ４版ファイルに製本して監督職員に提出する。

・　主な主要資材、機器等のメーカー及び施工者一覧表

・　機器性能試験成績書及び取扱説明書

・　保証書

・　官公署届出書類（保守に必要とするもの）

・　建築物の保守に関する説明書、指導案内書

・　

・　

（1.7.3）

・　施工図及び施工計画書 提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする

 ・ コンクリート壁、床等貫通部

・　設備工事との取り合い

 スリーブ・箱入れ

設　備　工　事　と　の　取　り　合　い 建　　築 電気設備 機械設備

※

※ ※

※

※

※ ※

※

※

※ ※

・

・ ・

・

・ ・

・・

・ ・

・

・

 補　　　強

 仮　　　枠

 補　　　強

 補　　　強

 切　　　込

 屋内・屋外設置

 ・ 埋込分電盤・端子盤・プルボックスの

　　仮枠及び埋込部分の補強

 ・ 埋込形機器取付用の天井、壁の切込加工、

　　下地の補強

 ・ 天井点検口

 ・ 機器類のコンクリート基礎

・※図示・　設計GL

（1.7.2）

 ※　原図ケース・製本図面の背表紙に「施設コード・部局名称」ラベルを貼付けること

 ※　原図の２つ折製本　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　部

 ※　原図の縮小版の２つ折製本（Ａ４版）　　　　　　　　　　　　２　部

鳥取市賀露町西四丁目

2804.43　㎡

工業地域

１ 公衆トイレ 新　築 木　造 １ 75.90 44.48

２ 通路上屋 新　築 木　造 １ 5.66 17.90

３ 多目的駐車場 新　築 木　造 １ 13.64 21.24

計 95.20 83.62

舗装工事、点字誘導ブロック敷設

既設樹木の伐採・伐根

１

１

特記仕様書を除く全図面

32

33

100㎜

構造図

構造図

表示看板新設

鳥取港西浜緑地公衆トイレほか新築工事（建築）

代表となる設計者

一級建築士事務所登録番号　第01-1311号

木造建築工事特記仕様書（１） -

その他の設計者
フォーディー設計合同会社

南波　一好

一級建築士管理建築士　　南波　一好

一級建築士登録番号　第354034号

Ａ－０１

登録番号　第354034号

図面番号縮尺

nanba
南波_設計

ikegutikimitosi
西浜トイレ



・ 記入無き梁桁、母屋、垂木等の曲げ材のうち、見えがかり材の等級は甲種構造材２級、見え隠れ部分の

　　等級は甲種構造材３級とする。その他、乙種構造材は２級とする。

柱底均しモルタルの工法　　・　Ａ種　　※　Ｂ種

モルタルの厚さ　　※　20mm程度　　モルタルの仕上げ

・　作成する　　・作成しない （6.4.2）・　原寸図

適用範囲：（図示による） （6.5.4）・　基礎天端及び柱底均し

　※ピン径と同径とする

・部位ごとの釘の種類及び釘打ちの間隔 （5.5.9）・　釘及び木ねじの工法

　厚さ　　・　　mm

・熱橋を形成する位置に設置する接合金物への現場発泡断熱材の厚さ （5.5.8）・　接合金物の工法

・構造材を接合する釘及び木ねじの種類、本数及び間隔 （5.5.7）・　接合部の工法

　・Ａ種　・Ｂ種

・アンカーボルトの保持、埋込み工法の種別

（5.5.3）・埋込み深さ・　アンカーボルトの埋込み

（5.4.4）

・手加工　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　

・機械加工　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　

・見え掛り面の表面の仕上げ程度・　表面仕上げ

（5.4.3）・ドリフトピンの孔径・　穴あけ加工

　　特記仕様書」　２．軸組構法接合部標準仕様書による。

※　仕口及び継手の方法は構造図による。一般的な適用慣例については、「木工事・軸組構法工事　補足

・仕口及び継手の工法 （5.4.2）・　仕口及び継手の形状加工

・接着剤３

土
工
・
地
業
・
基
礎
工
事

・　鉄筋 鉄筋の種類

種類の記号 呼 び 径（mm） 備　　考

・ SD295A Ｄ16以下

・ SD345

・ 

・ 

Ｄ19以上

・　鉄筋の継手 継手方法等 【5.3.4】【5.5.2】

部　　位 継　手　方　法 呼 び 径（mm）

柱、梁の主筋

耐力壁の鉄筋

その他の鉄筋(基礎スラブ　　)

 ・ ガス圧接　　・ 

 ・ 重ね継手　　・ 

 ・ 重ね継手　　・ 

Ｄ19以上

Ｄ19未満

主筋及び耐力壁の重ね継手の長さ 【5.3.4】

・ 木造構造関係共通事項（配筋標準図）4.1(a)による

・ 図示による(　　　　)

・ 

継手位置図

・ 図示による(　　　　)

基礎工事

【5.2.1】【表5.2.1】

・　鉄筋のかぶり厚さ 最小かぶり厚さ（目地底から算出を行う）

・ 木造構造関係共通事項（配筋標準図）表5.1による

・ 図示による(　　　　)

・ 

・ 

　　及び長さ

・　鉄筋の定着の方法 鉄筋の定着方法 【5.3.4】

・ 木造構造関係共通事項（配筋標準図）4.1(b)による

・ 図示による(　　　　)

・ 

鉄筋の定着長さ 【5.3.4】

・ 木造構造関係共通事項（配筋標準図）4.1(b)による

・ 図示による(　　　　)

柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無

・ 無し

・ 有り　適用箇所(　　　　)

　　　最小かぶり厚さ

　　　　・ 鉄筋径の1.5倍以上

　　　　・ 

軽量コンクリートで土に接する部分

・ 無し

・ 有り　適用箇所(　　　　)

　　・ 木造構造関係共通事項（配筋標準図）表4.1に加える厚さ　(　　　)mm

　　・ 

【5.3.5】【表5.3.6】

コンクリート工事

・　コンクリートの

　　使用骨材による

　　種類及び強度

普通コンクリートの設計基準強度

設計基準強度（N/mm2） スランプ 適　用　箇　所

・ 24 ・ 図示

・ 

・ 

軽量コンクリートの設計基準強度

設計基準強度（N/mm2） スランプ 適　用　箇　所

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・　レディーミクスト

　　コンクリートの類別

種　　別

※ Ⅰ類（JIS A 5308「レディーミクストコンクリート」に適合）　　・  Ⅱ類

鉄筋相互のあき（特殊な鉄筋を除く）

・ 木造構造関係共通事項（配筋標準図）5.1(d)による

・ 図示による(　　　　)

・ 

・　各部配筋 各部配筋

・ 木造構造関係共通事項（配筋標準図）による

・ 図示による(　　　　)

・ 

【5.3.7】

・　圧接完了後の試験 外観試験 【5.4.9】

※ 行う　（全数）

抜取試験

※ 超音波探傷試験

　試験の箇所数等

・ 引張り試験

　試験片の採種数は、１ロットに対して（※ ３本　・　　）とする

　試験ロット：１組の作業班が１日に行った圧接箇所とする。なお、200箇所を超えるときは200箇所

　　　　　　　ごととする。

　試験片を採種した箇所の処置：ガス圧接

・ 21

・ 18

・ 18　　・ 15

・ 18　　・ 15

・ 18　　・ 15

耐久性上不利な部分（塩害等を受けるおそれのある部分等）

・ 無し

・ 有り　適用箇所(　　　　)

　　・ 木造構造関係共通事項（配筋標準図）表5.1に加える厚さ　(　　　)mm

　　・ 

【5.3.5】【図5.3.6】

【6.2.2】【6.2.4】【表6.2.2】

【6.2.1】【6.2.2】【6.2.4】【表6.2.2】

【6.2.1】【表6.2.1】

・　気乾単位容積重量 普通コンクリート　※2.3t/m3　程度　　・　　

軽量コンクリート　・　　

【6.2.3】

種　　類・　セメント

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210 に示された規定の他、水和熱が７日目で352J/g以下、

かつ28日目で402J/g以下のものとする。

・ 高炉セメントＢ種　Ｇ　　　使用部位(１FLより下部(立上り部含む))

・ フライアッシュセメントＢ種　Ｇ　　使用部位(　　　　)

※ 普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種　使用部位( 下記以外全て　　　)

【6.3.1】【6.13.2】【表6.3.1】

※ Ａ　　・ Ｂ（※コンクリート中のアルカリ総量　Rt=3.0kg/m以下）

アルカリシリカ反応性による区分
3

【6.3.1】

・　混和材料 ・ 混和剤 【6.3.1】【6.3.2】

・　コンクリートの仕上り 部材の位置及び断面寸法の許容差の標準値

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

種　　別 適　用　箇　所

・ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ｃ種 ・ 図示

せき板の材料及び厚さ

・ 合板（ ・ 12mm　　・　　　　）

・ 

断熱材の使用

・ 行わない　　・ 行う

ＭＣＲ工法用シート

・ 用いる

　・ 20mm　　・ 

打増し厚さ

打増し範囲

　・ 図示による(　　　　)

・ 用いない

・ 標準仕様書 6.8.2（9）(ｲ）及び標準仕様書 表6.8.1による

スリーブの材種

【6.2.5】【表6.2.3】

【6.2.5】【6.6.6】【6.8.3】【表6.2.4】

・　ひび割れ誘発目地

　　打継目地

目地寸法　※９．７．３による

間隔　　※　図示による　　・　　

位置　　※　図示による　　・　

ひび割れ誘発目地、打継目地の深さ寸法は、打増し厚さ部で処理する

【6.8.2】【9.7.3】【11.1.3】

・ 混和材

・　無筋コンクリート 適用箇所

　・ 図示による(　　　　)

【6.14.1】設計基準強度　　※　18(N/mm2)　　・　　

スランプ　　・　15cm　　・　18cm

・　レディーミクストコンク

　　リート製造工場の選定

常駐と全国品質管理監査会議の策定した統一監査基準に基づく監査に合格した工場等から選定すること。

【6.4.1】

【6.8.3】

【表6.8.1】

４

木
造
工
事

・　防腐・防蟻処理 （4.2.1）・防腐・防蟻処理が不要な樹種による製材及び集成材

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

ボード原料接着剤への薬剤混入による防腐・防蟻処理　　・　　

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

　　・JIS K 1571に適合する表面処理用木材保存材

土台 ・ ヒノキ

・ Ｋ３　・ 

・ Ｋ３　・ 

・ Ｋ４　・ 

・ Ｋ３　・ 

外周柱下部１ｍ

水廻り

その他

・ 

・ 

・ 

・ 塗布

・ 

・ 

・ 

適用部位 防腐・防蟻処理が不要な樹種 加圧注入処理材 塗布等処理材

・　地盤に接する鉄筋コンク

　　リートによる床下の防蟻

　　処理

（4.2.2）

（4.2.2）・　地盤の土壌の防蟻処理 適用部位：　（　　　　　　　　　　　　）

薬剤及び使用量　・　　

・　材料等 本工事で使用する材料については、部位別材料表による

・　防腐措置 床下換気 （4.2.4）

　・　ねこ土台　　・換気孔

小屋裏換気

・　防火被覆材 材料　　・　　

厚さ　　・　　

（4.3.2）

・　接合部等の防火被覆処理 ・　行う （4.3.3）

５ ・　木材 製材

・目視等級区分構造用製材、機械等級区分構造用製材、広葉樹製材、枠組壁工法構造用製材

柱

土台

垂木、筋かい

梁、火打

品　名 樹　種

構造用製材 スギ

構造用製材

構造用製材

スギ

ヒノキ

構造用製材 スギ

構造材の種類

機械等級 E50

機械等級 E50

２級

等級 含水率

SD15又はD15

SD15又はD15

SD15又はD15

その他部　位

・丸太材

・木質接着成形軸材料、木質複合軸材料、木質断熱複合パネル、木質接着複合パネル

　縦振動ヤング係数測定の対象部材　・図示による

・　集成材、構造用単板積層材

品　名 曲げヤング係数区分
部　位 樹　種

等　級 強度等級

材　面 接　着

品　質 性　能

・　構造用面材 合板及びその他のボード類

・接合金物・　接合金物・接合具等

種　別 材　質 表面処理 適用、形状、その他

・ Ｚマーク ・ 

・ Ｃマーク ・ 

・ 引寄せ金物 ・ 

・ その他の金物 ・ 

・ 鋼材 ・ SS400 形状は接合詳細図による。

・釘及び木ねじ

種　類 材　質 適　用　径 使用箇所　頭部／胴部の形状

・ Ｎ釘

・ ＣＮ釘

・ ＢＮ釘

・ ＺＮ釘

・ ＧＮ釘

・ ＳＮ釘

・ 鉄

・ ステンレス鋼

・ 鉄

3.05㎜

N19 ～ N150

BN25 ～ BN125

ZN45 ～ ZN90

GNF25 ～ GNF125

耐力壁、床版、屋根

せっこうボード用

・ コースレッド

・ 軟鋼線材

・ 真ちゅう

ｼｰｼﾞﾝｸﾞｲﾝｼｭﾚｲｼｮﾝﾌｧｲﾊﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ

CN25 ～ CN150

種　類 材　質 適　用　径 表面処理、部品等級など

・ 呼び径六角ボルト

・ 有効径六角ボルト

・ 全ネジ六角ボルト

・ ステンレスボルト

・ アンカーボルト

・ SS400

・ SS400

・ SS400

・ SS400

・ SUS304

※　材質は綱、ステンレス鋼、非金属。径と長さの組み合わせは「JIS B 1180」参照。

N19 ～ N150

N19 ～ N150

N19 ～ N150

M3 ～ M36 ・電気めっき

適　用 材　質 適　用　径 形状・表面処理　その他

・ 座金

・ 電気めっき

・ M8 ～ M24 ・ 角座金　・ 丸座金・ SPCC（JIS G 3131）

・ SPHC（JIS G 3141）

適　用 材　質 適　用　径 形状・表面処理　その他

・ 座金

・ 電気めっき

・ M8 ～ M24 ・ 角座金　・ 丸座金・ SPCC（JIS G 3131）

・ SPHC（JIS G 3141）

・ボルト、アンカーボルト、ナット

・座金
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※　座金は用途ごと（引張、せん断）に下表により使い分ける。

ボルト径に対する座金の大きさ 8 10 12 16 20 24

4.5 4.5 6 9 9 13

50 60 80 105 125

6045 70 90 120 140

3.2 3.2 3.2 4.5 6 6

25 30 35 50 60

30 35 40 60 70 80

70

引張を受けるボルト

せん断を受けるボルト

厚さ

角座金の一辺

丸座金の直径

丸座金の直径

角座金の一辺

厚さ

・ラグスクリュー、ドリフトピン、木栓及びもくだぼ

種　類 材　質 適用径・長さ 表面処理、その他

・ ドリフトピン（寸胴）

・ ドリフトピン（全ネジ）

・ スプリットリング

・ シアプレート

・ 木栓

・ SS400　SWRM8 ～ 12

・ SS400　SWRM8 ～ 12

・ SWRCH10R

　 （JIS G 3507）

・ SS400

・ 

・ 堅木

φ9 ～ φ19

φ16 ～ φ24

φ9 ～ φ19

φ64、φ102

M12 ～ M14

・ 電気めっき

・ 電気めっき

・ 電気めっき

・ 電気めっき

※　木栓はナラ・ケヤキ・カシ等で気乾比重0.6以上の広葉樹とし、節や目切れ等の欠点の無いものとする。

（コーチスクリューボルト）

・ ラグスクリュー

・ 木ねじ

・ 特殊ねじ

・　骨材

・　型枠

　・ 「標仕」 5.4.9、5.4.10による　　・ 

混和剤の種類　　・ 「標仕」 6.3.1(4)(a)による　　・ 

混和剤の種類　　・ 「標仕」 6.3.1(4)(b)による　　・ 

・ 「標仕」 6.14.1(4)による箇所

・ 「標仕」 6.14.1(4)以外の箇所

※ 「標仕」　表6.2.3による　　・ 

適用部位、配筋　　※　図示による　　・　　

　適用、大きさ　　※　図示による　　・　　

・ 主要構造部には機械等級区分構造用製材の適用　・適用する　　・適用しない

・　材の曲がりについては、上記に関わらず目視等級１級相当とする。

・無等級材

・国土交通大臣の指定を受けたもので基準強度の数値を指定された製材

・下地用製材

　　寸法、樹種、含水率及び材面の品質　※　図示による　　・　　

　　縦振動ヤング係数測定の対象部材　※　図示による　　・　　

　　含水率　※　図示による　　・　　

　　樹種、等級、寸法及び含水率　※　図示による　　・　　

　樹種、寸法、含水材及び末口径　※　図示による　　・　　

　形状、寸法及び含水材　※　図示による　　・　　

　種類　※　図示による　　・　　

　※　図示による　　・　　

　※　図示による　　

軸
組
構
法
（
壁
構
造
系
）
工
事

・
６

軸
組
構
法
（
軸
構
造
系
）
工
事

（5.2.2）（6.2.2）

（5.2.3）（6.2.3）

（5.2.4）（5.5.8～13）（6.2.4）（6.5.9～6.5.14）

　※　図示による

種　　類 厚さ（㎜）・ 規格等 施工箇所（構造材・仕上げ材の別）

厚さ（㎜）・ 5.5 ・ 9 ・ 12 ・ 24

接着の程度 ・ 特類 ・ １類

等級　　　 ・ １級 ・ ２級

板面の品質 ※ C-D ・ 

難燃処理　 ・ する ・ しない

防虫処理　 ・ する ・ しない

・ 図示

構造用合板 Ｇ 表板の樹種名 ・ 

厚さ（㎜）・ 

曲げ強度区分 ・ 

接着剤区分・ 

難燃性区分・ 

表裏面の状態区分・ 

厚さ（㎜）・ 厚さ（㎜）

等級　　　 ・ １級 ・ ２級

厚さ（㎜）・ 

構造用せっこうボードＢ種 厚さ（㎜）・ 

厚さ（㎜）・ 

材質　　　・ 

厚さ（㎜）・ 

厚さ（㎜）・ 

厚さ（㎜）・ せっこうボード

シージングボード

厚さ（㎜）・ 

曲げ強度区分 ・ 

難燃性区分・ 

表裏面の状態区分・ 

ハードファイバーボード

油、樹脂などの特殊処理・ 

厚さ（㎜）・ Ｇ硬質木片セメント板

構造用せっこうボードＡ種

構造用パネル

強化せっこうボード

せっこうラスボード

パルプセメント板

パーティクルボード

ラスシート

厚さ（㎜）・ 

厚さ（㎜）・ 

種類　・　　
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木
工
事

・　表面仕上げ （10.1.3）

（表10.1.1）

見え掛り面の表面の仕上げ

機械加工　　・　Ａ種　　※　Ｂ種　　・　Ｃ種　　・　Ｄ種

（10.2.1）・　木材の含水率 内装及び外装の木下地、木造作及び木仕上げの材料

　・　Ａ種　　・　Ｂ種

SD15又はD15

製材

品　名 樹　種

スギ

含水率 その他部　位

・下地用針葉樹製材、造作用針葉樹製材、広葉樹製材

（10.2.2）

針葉樹製材 ２級

等級 形状

押角

・　合板等 合板等 （10.2.3）

・　耐候性処理

・　防腐・防蟻処理 Ｇ

普通合板

天然木化粧合板

特殊加工化粧合板

厚さ（㎜）・ 規格等 施工箇所（構造材・仕上げ材の別）

Ｇ

厚さ（㎜）・ 5.5　・ 9 ・ 12 ・ 15

接着の程度 ・ １類 ・ ２類

表板の種別 ・ 広葉樹 ・ 針葉樹

表面性能

板面の品質 ※ C-D ・ 

難燃処理　 ・ する ・ しない

防虫処理　 ・ する ・ しない

接着の程度 ・ 特類 ・ １類

厚さ（㎜）・ 　

単板の樹種　・　　

防虫処理　 ・ する ・ しない

難燃処理　 ・ する ・ しない

防炎処理　 ・ する ・ しない

Ｇ

厚さ（㎜）・ 

接着の程度 ・ 特類 ・ １類

表面性能

種　　類

・生地透明塗料塗り（ラワン合板程度）

・不透明塗料塗り（しな合板程度）

（10.3.1）屋外に使用する仕上げ木材への木材保護塗料塗り　適用範囲：（図示による）

薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理　適用範囲：（図示による） （10.3.2）

保存処理性能区分　　・Ｋ２　※Ｋ３　・Ｋ４

単層フローリング

Ｇ

厚さ ・ 15 ・ 

樹種 ※ なら ・ ひのき

工法 ※ 釘どめ工法（C種）

仕上げ塗装等 ※ 塗装品 ・ 無塗装品

間伐材等の適用 ・ あり

Ｇ

厚さ ・ 15 ・ 

樹種 ※ なら ・ ひのき

工法 ※ 釘どめ工法（C種）

仕上げ塗装等 ※ 塗装品 ・ 無塗装品

間伐材等の適用 ・ あり

天然木化粧複合フローリング

化粧加工の方法　・オーバーレイ

　　　　　　　　・プリント　・塗装　

・　木材 木材のうち、桧、杉及び松は、「鳥取県産材産地証明制度」の認証を受けたものを使用すること。

生コンクリート工場を選定する際には、ＪＩＳマーク表示認定工場で、かつ、コンクリート主任技師等の

構造図
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基礎立上り

（参）シリカジャパン　シリカホワイト

基礎立上り

鋼製 溶融亜鉛めっき 図示による

鋼製 溶融亜鉛めっき 図示による

構造図による

ラワン

鋼製 溶融亜鉛めっき（A種） 図示による

・ 自動締付金物 鋼製・ 溶融亜鉛めっき 図示による　（参）土江建材　ＴＫボルト

鳥取港西浜緑地公衆トイレほか新築工事（建築）

代表となる設計者

一級建築士事務所登録番号　第01-1311号

木造建築工事特記仕様書（２） -

その他の設計者
フォーディー設計合同会社

南波　一好

一級建築士管理建築士　　南波　一好

一級建築士登録番号　第354034号

Ａ－０２

登録番号　第354034号

図面番号縮尺

nanba
南波_設計

ikegutikimitosi
西浜トイレ



主な用途に

よる区分

・

13

タ
イ
ル
工
事

・　タイル タイルの形状、寸法等

標準的な曲がりの役物は一体形成とする

再生材の

適用 Ｇ

吸水率による区分 うわぐすり 役　物 色 耐凍害性

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 施釉 無釉 あり なし 標準 特注 あり なし

・

・

・

・

・

・

・ ・

・

・

・ ・

・

・

・ ・

・

・

・ ・

・

・

・ ・

・

・

・ ・

・

・

・ ・

・

・

・ ・

・

・

・ ・

・

・

・ ・

・

・

・便所　内部床 150×150

形状寸法

（㎜）

備　　考施　工

箇　所

【11.2.2】【11.3.2】

見本焼き　　・　行う　　・　行わない

試験張り　　・　行う　　・　行わない

屋
根
及
び
と
い
工
事

14 ・　下地及び下葺

（14.2.2）

　　　　　　　（・一般タイプ　・複層基材タイプ　・粘着層付タイプ）

下葺材料　　※改質アスファルトルーフィング

・　金属板葺

施　工　箇　所 長　尺　金　属　板　の　種　類 長さ(㎜) 屋　根　葺　形　式

・ 図示 ※ 塗装溶融 55％ アルミニウム-亜鉛合金

　 めっき鋼板及び綱帯（CGLCCR-20-AZ150）

・ 塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び綱帯

※ 0.4 ・ 立平葺

・ あり掛葺

・ 芯木なし瓦棒葺

・ 横葺

・　 ・ ・ ・ 

　 （CGCCR-20-Z25）

（14.3.2）（表14.3.1）

・ 0.35

（表14.3.2）固定釘の材質　　※　表14.3.2による

（14.3.4）（14.3.5）（14.3.6）（14.3.7）（14.3.8）工法

　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

　　　　　　積雪荷重に対応した工法）

雪止め　　・設置する（図示）

施工箇所

種類

製法に

　よる区分

形状に

　よる区分

寸法に

　よる区分

大きさ 産　地
　役物瓦

　の種類
　雪止め瓦

（14.4.1）・　粘土瓦葺

瓦桟木　材質　※杉又はひのき　・　　

　　　　寸法　※幅21×高さ15(mm)以上　・　　

棟補強用心材　材質　※杉又はひのき　・　　

　　　　　　　寸法　※幅40×高さ30(mm)以上　・　　

心木の防腐・防蟻処理　　※　行う　　・　行わない

吊子、釘の留付け間隔　　※　図示

・　適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（※1　・1.15　・1.3）倍の風圧力及び

・　適用しない

（14.2.2）

・　ＦＲＰ系塗膜防水 根太掛の防腐・防蟻処理　　※　する　　・　しない （11.2.4）11

防
水
工
事

下地合板の防虫処理　　※　する　　・　しない

下地合板の上の防火板　　・　設置する　　・　設置しない

水張り試験　　・　行う　　・　行わない

・　シーリング （11.3.2）（表11.3.1）

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

シーリング材の目地寸法　※木造仕様書11.3.3(1)(ｱ)～(ｳ)による　　・　　

・　シーリング材の試験 ※　簡易接着性試験　　・　　 （11.3.5）

工法

　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力及び）

　　　　　　積雪荷重に対応した工法）

・適用しない

瓦桟木の留付け工法　　※図示　・　　

・　とい といの材種

　　　　　　　・ 

　　　　　　　・ 硬質塩化ビニル樹脂

下葺材料　　※改質アスファルトルーフィング下葺材

　　　　　　　（・一般タイプ　・複層基材タイプ　・粘着層付タイプ）

・　仕上塗材仕上げ

※ 規制対象外　　・ 第三種

仕上塗材の種類

種　　類 呼　び　名 防火材料 仕　上　げ　の　形　状

・ 薄付け仕上塗材 ・ 外装薄塗材Ｓｉ ・ ・ 砂壁状

・ 可とう形外装薄塗材Ｓｉ ・ ・ ゆず肌状(・ 吹付け　・ ﾛｰﾗｰ塗り)

・ 外装薄塗材Ｅ ・ ・ さざ波状

・ 可とう形外装薄塗材Ｅ ・ ・ 平たん状

・ 防水形外装薄塗材Ｅ ・ ・ 凸凹状(・ 吹付け　・ こて塗り)

・ 外装薄塗材Ｓ ・ ・ 着色骨材砂壁状(・ 吹付け　・ こて塗り)

・ 内装薄塗材Ｃ ・ ・ 砂壁状じゅらく

・ 内装薄塗材Ｌ ・ ・ 京壁状じゅらく

・ 内装薄塗材Ｓｉ ・

・ 内装薄塗材Ｅ ・

・ 内装薄塗材Ｗ ・

・ 厚付け仕上塗材 ・ 外装厚塗材Ｃ ・ ・ 吹放し　・ 凸形処理　・ 平たん状

・ 外装厚塗材Ｓｉ ・ ・ 凹凸状　・ ひき起こし　・ かき落とし

・ 外装厚塗材Ｅ ・

・ 内装厚塗材Ｃ ・ 　　　上塗材　　・適用する

・ 内装厚塗材Ｌ ・

・ 内装厚塗材Ｇ ・

・ 内装厚塗材Ｓｉ ・

・ 内装厚塗材Ｅ ・

・ 複層仕上塗材 ・ 複層塗材ＣＥ ・ ・ ゆず肌状　・ 凸部処理　・ 凹凸模様

・ 可とう形複層塗材ＣＥ ・

・ 複層塗材Ｓｉ ・ 　　　上塗材

・ 複層塗材Ｅ ・ 　　　　耐候性　※ 耐候形３種　・ 

・ 複層塗材ＲＥ ・ 　　　　溶　媒　※ 水系　・ 溶剤系

・ 複層塗材ＲＳ ・ 　　　　樹　脂　アクリル系

・ 防水形複層塗材ＣＥ ・ 　　　　外　観　※ つやあり　・ つやなし

・ 防水形複層塗材Ｅ ・ 　　　　　　　　・メタリック

・ 防水形複層塗材ＲＥ ・ 　　　　増塗材　・ 適用する

・ 防水形複層塗材ＲＳ ・

・ 軽量骨材仕上塗材 ・ 吹付用軽量塗材 ・ ・ 砂壁状　・ 平たん状

・ こて塗用軽量塗材 ・

防火材料の指定　※ 屋内の壁、天井の仕上げ材は防火材料とする

（15.6.2）建物内部に用いる塗材のホルムアルデヒド放散量

（15.6.2）（表15.6.1）

・　床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上 下表以外は表6.2.5及び15.4.2による 【表6.2.5】【15.4】

施　工　箇　所 平たんさ（㎜） 備　　　考

ベンチ座面 ３ｍにつき7以下

地下ピット床面 ３ｍにつき7以下

建
具
工
事

17

棟の工法　　※図示による　　・「標仕」13.4.3(4)(ｱ)～(ｲ)による

野地板　材質、厚さ　　※ 「木造標仕」　5.7.9 による　　・ 

・　ガラスブロック積み

16
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・　ラス系下地

種類　・直張りラスモルタル下地　　・直張りラスシート下地　　・通気構法単層下地　　・通気構法二層下地

（15.2.4）

ラス

　区分　・　平ラス　　・　コブラス　　・　波形ラス　　・　リブラス

　重量　・　　

・　モルタル塗り 外壁タイル張り下地等の均しモルタルの接着力試験　　・行う　　・行わない （15.3.5）

・　しっくい塗り （15.10.2）既調合しっくい　製造所　　・　　

　　　　　　　　種類　　・　　

・　小舞壁塗り 色土　　種類　　・　　 （15.11.2）

色砂　　種類　　・　　

小舞壁の工程　　※Ａ種　　・Ｂ種 （15.11.5）（表15.11.9）

（15.11.7）

大津仕上げ　　工法の種類　　・　　 （15.11.8）

土物仕上げ　　工法の種類　　・　　

材料　　※　JIS A 5208 及び図示による　　

屋根材取合い、木板取合い、サッシ廻り、不燃化粧板継ぎ目 変成シリコーン系（ＭＳ－２）

図示 塗装ステンレス鋼板及び鋼帯 0.4 立ハゼ葺

図示

・　防火戸

（16.1.3）

・　建具見本の製作

（16.1.4）

・　防犯建物部品

　・　適用する　適用箇所（　※　建具表による　　・　　　　　　　）

　・　適用する　適用箇所（　※　建具表による　　・　　　　　　）

　※　製作しない　　・　製作する（　・　納まり等が分かる程度のもの　　・　　　　　　　）

　防音ドア、防音サッシ　　　　　　　遮音性の等級（　・　　　　　　　）

・　アルミニウム製建具

（16.2.2、4、5）性能等級

　・　耐風圧の等級（　　　　）、気密性の等級（　　　　）、水密性の等級（　　　　）

　　　外部に面する建具の種別（コンクリート下地及び鉄骨下地）

　※　標準仕様書表16.2.1による種別

　　　外部に面する建具の種別（木下地）

　　　　・Ａ種（建具符号：　・　全て　　・　建具表による　・　　　　　　　　）

　　　　・Ｂ種（建具符号：　・　全て　　・　建具表による　・　　　　　　　　）

　　　　・Ｃ種（建具符号：　・　全て　　・　建具表による　・　　　　　　　　）

　　　　・Ｄ種（建具符号：　・　全て　　・　建具表による　・　　　　　　　　）

　　　　・Ｅ種（建具符号：　・　全て　　・　建具表による　・　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　・　建具表による　　・　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　・　建具表による　　・　　　　　　　　）

　断熱ドア、断熱サッシ　Ｇ　　　　　断熱性の等級（　・　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　・　建具表による　　・　　　　　　　　）

　耐震ドア　　　　　　　　　　　　　面内変形追随性の等級（　・　　　　　　　）

（16.1.6）

（表14.2.1）

（表16.2.1）

枠の見込み寸法　※　建具表による　　・　　

　　　　　　　　　　　着色　※　標準色（　　　　　）　　・　特注色（　　　　　）

　　屋内の建具　　　　種別　・　BC-1種　　・　BC-2種　・　　

　　外部に面する建具　種別　・　BB-1種　　・　BB-2種　・　　

　　　　　　　　　　　着色　※　標準色（　　　　　）　　・　特注色（　　　　　）

　　結露水の処理方法　※　図示　　・　　

　　水切り板、ぜん板　※　図示　　・　

※製造所　建築材料・設備機材等品質性能評価事業　建築材料等評価名簿に記載されている製造所

表面処理

ステンレス鋼板の材料　※　SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　・　

・　網戸等 （16.2.3）

線径種類 網目

ステンレス製（ＳＵＳ３０４）線材

・　防虫網

・　防鳥網

※　合成樹脂製

・　ガラス繊維入り合成樹脂製

・　ステンレス（ＳＵＳ３１６）製

※0.25㎜以上 ※16～18メッシュ

・ ・

網目寸法15mm1.5mm

材質

　　　　・Ｃ種（建具符号：　・　全て　　・　建具表による　・　　　　　　　　）

　　　　・Ｂ種（建具符号：　・　全て　　・　建具表による　・　　　　　　　　）

　　　　・Ａ種（建具符号：　・　全て　　・　建具表による　・　　　　　　　　）

　　　外部に面する建具の種別（コンクリート下地及び鉄骨下地）

・　樹脂製建具

性能値等

　・　耐風圧の等級（　　　　）、気密性の等級（　　　　）、水密性の等級（　　　　）

　※　標準仕様書表16.3.1による種別

枠の見込み寸法　※　建具表による　　・　

表面色　※　標準色　　・　特注色

水切り板、ぜん板　※　図示　　・　

ガラス　※　複層ガラス　　・　

　防音ドア、防音サッシ　　　　遮音性の等級　・　Ｔ－１　　・　Ｔ－２　　・　

　断熱ドア、断熱サッシ　Ｇ　　断熱性の等級　・　Ｈ－４　　・　Ｈ－５　　・　Ｈ－６　　・　

　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　・　建具表による　　・　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　・　建具表による　　・　　　　　　　　）

（16.3.2～5）

（16.2.5）

（表16.3.1）

・　鋼製建具

性能等級（建具符号：　・　建具表による　　・　　　　　　）

　外部に面する建具の耐風圧性の等級　・　Ｓ－４　　・　Ｓ－５　　・　Ｓ－６

　防音ドア、防音サッシ　　　　遮音性の等級（　・　　　　　　　）

　断熱ドア、断熱サッシ　Ｇ　　断熱性の等級（　・　　　　　　　）

　耐震ドア　　　　　　　　　　面内変形追随性の等級（　・　　　　　　　）

鋼板類の厚さ　※　標準仕様書表16.4.2による　　・　

ステンレス鋼板の材料　※　SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　・　

　簡易気密型ドアセット　・　適用する　　 （16.4.2～4）

（16.2.2）

（表16.4.2）

※　規制対象外　　・　　

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

　表面材の合板の種類

・フラッシュ戸

・紙張り障子

・　鋼製軽量建具

（16.2.2）性能等級（建具符号：　・　建具表による　　・　　　　　　　）

　防音ドア、防音サッシ　　　　遮音性の等級（　・　　　　　　　）

　断熱ドア、断熱サッシ　Ｇ　　断熱性の等級（　・　　　　　　　）

　耐震ドア　　　　　　　　　　面内変形追随性の等級（　・　　　　　　　）

鋼板の材料　※　亜鉛めっき鋼板　　・　ビニル被覆鋼板　　・　カラー鋼板　　・　ステンレス鋼板

鋼板類の厚さ　※　標準仕様書表16.5.1による　　・　

召合せ、縦小口包み板の材質　※　鋼板　　・　

ステンレス鋼板の材料　※　SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　・　

・　ステンレス製建具

（16.2.2）性能等級（建具符号：　・　建具表による　　・　　　　　　　）

　外部に面する建具の耐風圧性の等級　・　Ｓ－４　　・　Ｓ－５　　・　Ｓ－６

　防音ドア、防音サッシ　　　　遮音性の等級（　・　　　　　　　）

　断熱ドア、断熱サッシ　Ｇ　　断熱性の等級（　・　　　　　　　）

　耐震ドア　　　　　　　　　　面内変形追随性の等級（　・　　　　　　　）

ステンレス鋼板の材料　※　SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　・　

表面仕上げ　※　ＨＬ仕上げ　　・　鏡面仕上げ　　・　　

ステンレス鋼板の曲げ加工　※　普通曲げ　　・　角出し曲げ（　・　a角　　・　b角　　・　c角）

　簡易気密型ドアセット　・　適用する　　

　簡易気密型ドアセット　・　適用する　　

備考合板の種類

表面の樹種

規格等

　生地、透明塗料塗り

　　（※ラワン程度　・　　　　　）

　　（※しな程度　・　　　　　　）

　不透明塗料塗り

板面の品質（　　　）

接着の程度（・1類　・2類）

・普通合板　Ｇ

樹種名（　　　　　　　　）

接着の程度（・1類　・2類）

接着の程度（・1類　・2類）

・特殊加工　化粧合板

・天然木　化粧合板

表面板の厚さ　※標準仕様書表16.7.6による

・かまち戸

　かまち樹種（　　　）　鏡板樹種（　　　）

　見込み寸法　※36mm　・建具表による　・　　

・ふすま

　張りの種別（・Ⅰ型　・Ⅱ型）

　上張り（押入等の裏側以外）　・鳥の子　・新鳥の子又はビニル紙程度

  見込み寸法　※  30mm  　・建具表による　　・　

　見込み寸法　※  30mm　  ・建具表による　　・　　

・戸ぶすま

　見込み寸法　※19.5mm　  ・建具表による　　・　　

　縁仕上げ　・塗り縁　・生地縁（無地）　・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

枠、くつずりの材料　・建具表による　　・　　

※取付け調整は、１名以上の技能士が自ら作業するとともに、他の技能者に対して、施工品質の向上を

　図るための作業指導を行うこと。

化粧加工の方法

（・オーバーレイ　・プリント　・塗装）

表面性能（　　　　　　）タイプ

建具材の加工、組立時の含水率　※Ｂ種　・　　 （16.7.2～4）

・　木製建具

（16.5.2～4）

（16.4.2）

（16.6.2～5）

握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセントの取付位置　・　建具表による　　・　

木製建具に使用する戸車及びレール丁番　※　標準仕様書表16.8.5による　　・　　

木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ　※　標準仕様書表16.8.4による　　・　　

樹脂製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ　※　標準仕様書表16.8.3による　　・　　

金属製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ　※　標準仕様書表16.8.2による

　※　標準仕様書表16.8.1及び適用は建具表による　　・　　

金物の種類・見え掛り部の材質等

・　建具用金物

（性能）

　使用頻度による性能

　1)（シリンダ箱錠のみ）ラッチボルトの開閉繰り返し試験(40万回)を行った後、ハンドルでの開閉操作

　　力及びラッチング力が試験前の2倍未満であり、動作に支障がない。

　2)キーによるデッドボルトの施解錠繰り返し試験(10万回)を行った後、試験前の回転トルクの2倍未満で

　　あり、施解錠操作に支障がない。（シリンダ本締り錠のみ）シリンダ単体の施解錠繰り返しの評価は、

　　シリンダだけの回転トルクが10N･cm以下とする。

　3)キーによる施錠機構の施解錠繰り返し試験(10万回)を行った後、試験前の回転トルクの2倍未満であり、

　　施解錠操作に支障がない。

　4)キーの抜き差し繰り返し試験(10万回)を行った後、キーの抜き差しに要する荷重は10N以下である。

　　また、未使用の合鍵でシリンダが回転でき、かつ、1箇所1段差浅い刻みをもつ異なるキーでは、シリ

　　ンダが回転しないこと。（キーに加えるトルクは、150N･cmとする）

　外力に対する性能

　1)デッドボルトの押込み強度試験(10KN)を行った後、荷重を除いたときのデッドボルトの出寸法は8mm

　　以上であること。

　2)デッドボルトの側圧強度試験(10KN)を行った際、加圧板がデッドボルトを通過しない。

　3)デッドボルトの押込み強度(衝撃荷重)試験(58.8J)の衝撃荷重を加えたとき、解錠状態（デッドボルト

　　の突出量が8mm未満）にならないこと。

　4)デッドボルトの側圧強度(衝撃荷重)試験(58.5J)の衝撃荷重を加えたとき、解錠状態(加圧板がデッド

　　ボルトを通過した状態)にならないこと。

　5)(シリンダ本締り錠はグレード3以上の彫込錠の場合）ストライクプレートの厚さ1.5mm以上のステンレ

　　ス鋼製とする。

　使用扉の質量に対する性能（シリンダ箱錠のみ）

　1)ラッチボルトの側圧強度試験(4KN)を行い、荷重を除いたとき、ハンドル操作及びラッチングに支障が

　　ない。

　2)レバーハンドルのねじり強度試験(3.5KN･cm)を行った後、トルクを除いたとき､ハンドルが正常に作動

　　していること。また、施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に

　　ること。また、施錠時握り玉が固定される錠は、施錠状態が維持され､かつ､施解錠操作に支障がない。

　4)ハンドルの引張強度試験(2KN)を行い、荷重を除いたとき、ハンドルが正常に作動していること。また､

　　施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障がない。

　　また、施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障がない。

　3)握り玉のねじり強度試験(3KN･cm)をおこなった後、トルクを除いたとき、握り玉が正常に作動してい

　　支障がない。

　5)ハンドルの垂直荷重強度試験(2KN)を行い、荷重を除いたとき、ハンドルが正常に作動していること。

　鍵

　1)かぎ（鍵）数は、1.5万以上とする。ただし、異なるキーウェイ形状であっても、共通のキーセクショ

　　ンが存在する場合は、有効かぎ（鍵）違い数とみなさないものとする。

　2)同一タンブラーの使用数は、60%以下とする。また、6本タンブラーにおいては、キーの同一刻みは、

　　最大2連続までとしていること。

　試験方法は、JIS A 1541-1（建築金物-錠-第1部：試験方法）による。

　ストラクションキーなどのキーシステムが構築できるものとする。

　デッドボルトの出寸法は17mm以上とする。鍵付きのものはマスターキー、グランドマスターキー、コン

（品質）

錠前類

シリンダ箱錠及びシリンダ本締り錠

（16.8.2、3）

（表16.8.1）

図示 Ａ－４ Ｗ－５

※ガラリは除く

BA-2種（複合皮膜はA1とする）

便所　外部床 150×150

鳥取港西浜緑地公衆トイレほか新築工事（建築）

代表となる設計者

一級建築士事務所登録番号　第01-1311号

木造建築工事特記仕様書（３） -

その他の設計者
フォーディー設計合同会社

南波　一好

一級建築士管理建築士　　南波　一好

一級建築士登録番号　第354034号

Ａ－０３

登録番号　第354034号

図面番号縮尺

nanba
南波_設計

ikegutikimitosi
西浜トイレ
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－－－

(中心吊り込み両

戸の開閉位置

緩衝油の流動点は、JIS K 2269(原油及び石油製品の流動点並びに石油製品曇り点

ること。

その時間の調整が可能であ

が10秒以上確保でき、また、

ｱｸｼｮﾝ解除角度までの時間

開扉90°の位置からﾃﾞｨﾚｰﾄﾞ

み適用)

能を有する機種の

(ﾃﾞｨﾚｰﾄﾞｱｸｼｮﾝ機

角度(60～75°)

ﾃﾞｨﾚｰﾄﾞｱｸｼｮﾝ解除

(秒)

ﾃﾞｨﾚｰﾄﾞｱｸｼｮﾝ性能 －－

－－

ること。

時間は0.8秒以上としてい

から更に20°まで開く間の

)ﾊﾞｯｸﾁｪｯｸ開始角度(70～85°

を開扉50°から負荷する。

ドア開扉方向に荷重60N/㎡

 種のみ適用)

 機能を有する機

(バックチェック

ス
ト
ッ
プ
力
（
注
２
）

但しｺﾝｼｰﾙﾄﾞ型は200N･m以下

常温(5～35℃)無風状態において、開扉(70°)から全閉(0°)までの時間を5～8秒に

10N･m以上

100N･m以下

45以上

45以上

40以上

35以上

30以上

30以上

45以上

35以上

25以上

15以上

10以上

5以上

③フロアヒンジ

効率(％)閉じﾓｰﾒﾝﾄ(N･m)

能(秒)

バックチェック性

力

ストップ解除

ストップ入力

温度依存性(℃)

閉じ速度(秒)

６

５

４

３

２

１

閉
じ
力
及
び
効
率
に
よ
る
区
分(

注
１)

初
期
値

Grade2 番手

性能試験項目

（品質・性能）

・クローザー類

閉じﾓｰﾒﾝﾄ(N･m) 効率(％)閉じﾓｰﾒﾝﾄ(N･m) 効率(％)

①ドアクローザ ②ヒンジクローザ

5以上

10以上

15以上

25以上

35以上

45以上

30以上

30以上

35以上

40以上

45以上

45以上

5以上

10以上

15以上

25以上

35以上

45以上

30以上

30以上

35以上

40以上

45以上

45以上

調整できること。

試験方法)により測定し、-15℃以下であること。

60N･m以下 100N･m以下

8N･m以上 3N･m以上

自由のみに適用)

　　　　　　 　区分

（性能）

　に支障がないこと。

　ねじり強度

　作動していること。また、施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作

レバーハンドル

　レバーハンドルのねじり強度試験(3.5KN･cm)を行った後、トルクを除いたとき、ハンドルが正常に

　引張り強度

　施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障がないこと。

　また、施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障がないこと。

　試験方法は、JIS A 1541-1（建築金物-錠-第1部：試験方法）による。

　垂直荷重強度

　ハンドルの引張強度試験(2KN)を行い、荷重を除いたとき、ハンドルが正常に作動していること。また、

　ハンドルの垂直荷重強度試験(2KN)を行い、荷重を除いたとき、ハンドルが正常に作動していること。

建
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　する。

2)試験ﾄﾞｱの質量は､1番手は25kg､2番手は40kg､3番手は60kg､4番手は80kg､5番手は100kg､6番手は120kgと

　ジクローザ）に規定する試験方法による。

1)性能試験は、JIS A 1510-3（建築用ドア金物の試験方法-第3部：フロアヒンジ、ドアクローザ及びヒン

（試験方法）

Grade1を選定する場合は、図示による。

注2　ｺﾝｼｰﾙﾄﾞ型は右記の閉じﾓｰﾒﾝﾄの50%程度までとする。

注1　ﾊﾟﾗﾚﾙ取付けは、右記の閉じﾓｰﾒﾝﾄの70%程度までとする。

耐久試験後も上記初期値を満足していること。

30万回10万回20万回

開閉回数）

回数（繰返し

耐久性の試験

耐久試験後±16mm以内

戸閉鎖位置(mm)

繰返し開閉後の

（秒）

ﾃﾞｨﾚｰﾄﾞｱｸｼｮﾝ性能

繰返し開閉後の

（秒）

ﾊﾞｯｸﾁｪｯｸ性能

繰返し開閉後の

閉じ速度(秒)

繰返し開閉後の

－

満足していること。

耐久試験後も上記初期値を

満足していること。

耐久試験後も上記初期値を

満足していること。

耐久試験後も上記初期値を

満足していること。

耐久試験後も上記初期値を

満足していること。

耐久試験後も上記初期値を

満足していること。

耐久試験後も上記初期値を

満足していること。

耐久試験後も上記初期値を

満足していること。

耐久試験後も上記初期値を

－

－ －

－－

(％)

後の効率

繰返し開閉

G

r

a

d

e

2ﾒﾝﾄ(N･m)

後の閉じﾓｰ

繰返し開閉耐
久
性

G

r

a

d

e

2

G

r

a

d

e

2

引き戸用駆動装置

　性能値

　　・　

　　※標準仕様書表16.9.1による

　　　種類　・SSLD-1　　・SSLD-2　　・DSLD-1　　・DSLD-2

多機能トイレ出入口 引き戸用駆動装置

　性能値

　　・　

　　※標準仕様書表16.9.2による

　　引き戸用検出装置の種類は、多機能トイレスイッチとする

引き戸用検出装置

　性能値

　　・　

　　※標準仕様書表16.9.3による

　種類　・光線（反射）センサー　　・熱線センサー　　・音波センサー　　・光電センサー

　　　　・電波センサー　　・タッチスイッチ　　・押しボタンスイッチ

戸の開閉方式　※建具表による　　・　

防錆　・適用する　　・適用しない

凍結防止措置　・適用する　　・適用しない

        同試験に用いる試験体は片引戸とし、開口内法有効高さ2,000mm、幅は最大寸法とする。 　

　      適用戸総質量の区分毎に試験を行う。自閉装置、制御装置は10万回以上の時点で1回のみ調整を行

      　えるものとし、また、その他の制御装置についてはメーカーの耐久性能試験成績書において2万回

      　以上の耐久性能を確認することで、試験に代えることができるものとする。 

（２）耐衝撃性試験 

　　　　落下高さ17cmにて、ドアの中央部にドアが外れる方向に衝撃を与える。

　      耐衝撃性試験に用いる試験体は片引戸、開口内法有効寸法は高さ2,000mm、幅900mmとする。

　      適用戸総質量の区分毎に試験を行う。 

（３）気密性能試験

　　 　 JIS A 1516「建具の気密性試験方法」による。 

性能値等　※標準仕様書表16.10.1による

　　　　置までの作動を確認できる試験を行う。 　

　　　　開閉については外力によらず、試験体の自閉装置及び制御装置のみにより戸の開端位置から閉端位

（１）耐久性（開閉繰り返し）試験

（試験方法） 

（16.10.3）

・　自閉式上吊り引戸装置

・　鍵

（16.8.4）

・　自動ドア開閉装置

（16.9.2、3）

マスターキー　　・製作する（　　　組）　　　　　・製作しない　　・既存に組込む

鍵箱　　　　　　・設ける　（　　　個用　　組）　・設けない

鍵の製作本数　　※各室３本１組（室名札付き）

（表16.9.1）

（表16.9.2）

・　軽量シャッター

（16.12.2～4）

耐風圧強度　（　　　　　）Ｎ／㎡

開閉形式の種類　　　※手動式　　・上部電動式（手動併用）

スラットの材質の種類

　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼板）

座板の材質（屋外の場合）　※ステンレス製既製品　・　

シャッターケース　　※設ける　　・設けない

　　めっきの付着量　※Z06又はF06を満足するもの　　・　　

　　めっきの付着量　※AZ90を満足するもの　　・　　

スラットの形状　　　※インターロッキング形　・オーバーラッピング形

　・JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼板）

ガイドレール（中柱共）の材質　※ステンレス鋼板（SUS304）厚さ1.0㎜　　・　

・　オーバーヘッドドア （16.13.2、3）

障害物感知装置を設けた電動式シャッターの設置個所　※図示　　・　

 ・ステンレス鋼板

 　めっき鋼板

 ※溶融亜鉛

 ・バーチカル形

 ・ハイリフト形

 ・ローヘッド形

 ・スタンダード形

 ・電動式

 ･チェーン式

 ※バランス式

 ・50(500)

 ・75(750)

 ・100(1000)

 ・125(1250)

 ・175(1750)

 ・アルミニウムタイプ

 ※スチールタイプ

 ・ファイバーグラスタイプ

　　の材料

　　ガイドレール

　　による区分

　　収納方式

　による区分

　開閉方式

　区分（Ｐａ）

　耐風圧性能　　セクション材料

　　による区分

材料板ガラスの種類による名称

　・　

　・フロート板、フロート板合わせガラス

　※　下記以外は建具表による　　・　

　※　建具表による　　・　

下記のガラス以外の品種、厚さの呼びによる種類等

　・Ⅰ類　　・Ⅲ類

　・　

　・　

　・フロート板ガラス

　・　

　・フロート強化ガラス

　※　下記以外は建具表による　　・　

　・グリーン　　・　　・１種　　・２種

　・熱線吸収網入り磨き板ガラス

　・熱線吸収フロート板ガラス

　※　下記以外は建具表による　　・　

　・３種

　・２種

　・１種

　・空気　　・アルゴン　　・　 ・Ｇ　　・Ｓ

　　　　　　　乾燥気体の種類

　・空気　　・アルゴン　　・　　・Ｔ１　・Ｔ２　・Ｔ３　・Ｔ４　・Ｔ５　・Ｔ６

　　　　　　　乾燥気体の種類

　※　下記以外は建具表による　　・　

反射被膜面　・　内面　　　　・　外面

映像調整　　・　行わない　　・　行う　

　・Ａ類　　・Ｂ類

 色調（・ブルー　　・グレー　　・　　　　　）

　※　下記以外は建具表による　　・　

ガラスの留め材及び溝の大きさ

 防火戸のガラス留め材は、建築基準法に基づく防火性能の認定を受けた条件による。

　　・　

　　・グレイジングチャンネル形

　・ガスケット

　

　※シーリング材

　※シーリング材

　※シーリング材

 樹脂製

 ステンレス製

 鋼製及び鋼製軽量

　・　

　※建具の製造所の仕様による

　・　

　※建具の製造所の仕様による

　・　

　※建具の製造所の仕様による

　・　

　※建具の製造所の仕様による

　　・　

　　・グレイジングチャンネル形

　・ガスケット

　※シーリング材 アルミニウム製

　・Ⅰ類　　　　・Ⅱ－１類

　・Ⅱ－２類　　・Ⅲ類

熱線吸収板ガラスの材料板ガラスによる種類、厚さによる種類及び性能による種類

熱線反射ガラスの材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

強化ガラスの形状による種類、材料板ガラスの種類による名称及び特性による種類

合わせガラスの材料板ガラスの種類、厚さの組合せ、合わせガラスの合計厚さ及び特性による種類

複層ガラスの材料板ガラスの種類、厚さの組合せ及び複層ガラスの厚さ

　　・　

　　　　　 日射取得性、日射遮蔽性による区分

　Ａ類

　Ｂ類

材料板ガラスの種類、組合せ  落球衝撃はく離特性及びショットバック

 衝撃特性による種類

　衝撃特性による種類

　破片の状態及びショットバック材料板ガラス

色調性能による種類材料板ガラスによる種類

断熱性による区分

材料板ガラスによる種類 日射熱遮蔽性による区分 耐久性による区分

建具の種類 ガラスの留め材 ガラス溝の大きさ（mm）

・　ガラス

（16.14.2～4）

（16.9.7）

（表16.14.1）

・　ガラスブロック積み

（16.14.5）

・正方形 ・125×125

・160×160

・200×200

※8～15

・15～25

・

外側

※15以下

・

※6mm以下

ごとに幅10～15

・図示

・

※無し

・有り・95

・125

・95

・125

・ ・

・ ・

・・

・320×320

・250×125

・320×160

・

・

・ ・

・

・

・

※6以上

内側

 80

 95

 80

 95

・長方形

壁用金属枠及び補強材の材質・形状　　※図示　　・　　　　　）　　　・設けない

      寸法　※径5.5mm　　･ 

　　  形状　※はしご形状複筋及び単筋　　・ 

化粧目地モルタルの色（　　　　　　　　　　）

力骨  材質　※ステンレス鋼（SUS304）　　・ 

金属製化粧カバー　材質　・ステンレス製　　・アルミニウム製

防火性能
伸縮調整目地

位置(mm)

目地幅(mm)

平積み 曲面積み

色調

クリア 乳白

厚さ

（㎜）

呼び寸法

(mm)

表面

形状

                  寸法　※図示　　・　

                  形状　※図示　　・　

工法 　 建築基準法に基づき定まる風圧力の（・１　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

目地部の横力骨の納まり

　※ガラスブロック製造所の仕様による　　・図示　　・　

・　ガラス用フィルム

品質　JIS A 5759による

種類 記号

内張り用 外張り用

その他性能等

日射遮へい性能による区分

熱貫流率による区分

・ＳＣ－１ ･ＳＣ－２

・ＬＥ

・ＧＩ－１ ・ＧＩ－２

・ＧＤ－１ ・ＧＤ－２

・ＳＦ

・日射調整フィルム　Ｇ

・低放射フィルム

・衝撃破壊対応ガラス

・層間変位破壊対応ガラス

・ガラス貫通防止フィルム

　飛散防止フィルム

　飛散防止フィルム

ガラスの貫通防止性能による区分

・Ａ　・Ｂ　・Ｃ　・Ｄ　・Ｅ

・Ａ　・Ｂ　・Ｃ　・Ｄ

・Ａ　・Ｂ　

・　塗料

　　 工程の種別 　塗料の種別

       －

       －

       －

・　

・　

・　

・　

 ※1種　・2種

 ※1種　・2種

 ※B種　・A種  ※1種　・2種

 ※1種　・2種

 ※B種　・A種 

 上塗り等級（  ）級

 上塗り等級（  ）級

 ・クリヤラッカー塗り(CL) 

 ・アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD) 

 ・耐候性塗料塗り(DP)  鉄鋼面 

 亜鉛めっき鋼面 

 コンクリート面及び

 ※B種　・A種 

        － 

        － 

　　　　　　　　　下地面等              種別

          木部
不透明塗料塗りの場合

透明塗りの場合

※A種　・B種

※B種　・A種

※C種　・A種　・B種

・A種　・B種　

※B種　・A種

※B種　・A種

※B種　・A種

※A種　・B種

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

モルタル面及びプラスター面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ＡＬＣﾊﾟﾈﾙ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面（DP塗装除く）

せっこうボード面及びその他

ボード面

目地：継目処理工法

目地：継目処理工法以外

※規制対象外　・ 

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 　

・防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。 　　　　　　

            ・次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　　　　） 

・　材料

（18.1.3）

・　素地ごしらえ （18.2.2～7）

・　錆止め塗料塗り （18.3.2、3）

下地面等

　鉄鋼面

　亜鉛めっき鋼面

　見え掛り部分

　見え隠れ部分

　鋼製建具 

　鋼製建具以外 

  ※A種　・B種

  ※B種　・A種 

  ※A種　・B種　

  ※B種　・A種　

　・A種

　EP-Gの場合　※B種　・A種

　・A種　　※B種

　EP-Gの場合はC種

　B種

　EP-Gの場合はC種

　　　　　　　　　　塗装 　　　種別 　 　塗料の種類
高日射反射率

塗料の適用 Ｇ

・合成樹脂調合

 ペイント塗り(SOP) 

 木部屋外 

 木部屋内 

 鉄鋼面 

 亜鉛めっき鋼面 

 ※A種　・B種 

 ※B種　・A種 

      － 

      － 

      － 

      － 

      － 

        － 

        － 

        －  ※B種　・A種 

 ※B種　・A種 

 ※B種　・A種 

 ・合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T) 

 ・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) 

 ・C種

 ・オイルステイン塗り(OS) 

        －         －  ※B種　・A種  ・木材保護塗料塗り(WP)

        －        －
　（塗料　・水性　　・油性）

　高日射反射率塗装 Ｇ を適用する場合の適用箇所は、屋上・屋根面の金属面とする。

 ・つや有合成樹脂

   エマルションペイ

   ント塗り(EP-G)

 コンクリート面、モル

 タル面、プラスター面、

 せっこうボード面

 その他ボード面等

 屋内の鉄鋼面

 ※B種　・A種 

 ※B種　・A種 

 ・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP) 

      － 

      － 

      － 

      － 

      － 

      － 

      － 

      －         － 

 押出成形セメント板面  ・B種 

 ・A種  上塗り等級１級

 上塗り等級２級

 上塗り等級３級

（18.4.1～18.14.2）

特殊機能

・　接着剤

接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-２-エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の

可塑剤を除く）が添付されていないものとする。

（19.2.2）

・　ビニル床シート　Ｇ

 　　　　　 ・ 　　

（19.2.2、3）

（19.2.2）

　※　規制対象外　　・　　

ホルムアルデヒド放散量

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別

　・　図示　　・　

種類の記号 色柄 厚さ(mm) 備考

　※ＦＳ 　・無地

　・マーブル柄

　・柄物

　・帯電防止

　・耐動荷重性

　・防滑性

　※2.0

　・　

目地処理する場合の工法　※　熱溶接工法　　・　

特殊機能 

　帯電防止　・帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満

 　　　　　　 又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1×10 ～1×10 Ω程度

　　　　　種類の記号 　 色柄        寸法     特殊機能     備考厚さ(mm)

 ※ 2.0

 ・ 2.5

 ・ 3.0

 ・帯電防止

 ・防滑性

・ 無地

・ 柄物

・300×300 

・450×450 

・500×500

　※ＫＴ

　・ＴＴ　　・ＦＴ

　・ＦＯＡ　　・ＦＯＢ

特殊機能 
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 　　　　　 ・ 　　

　帯電防止　・帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満

 　　　　　　 又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1×10 ～1×10 Ω程度

・　ビニル幅木 （19.2.2）

・　ゴム床タイル　 （19.2.2）

材質の種類　※軟質　　・硬質 

高さ(mm)  ※60　　・75　　・100 

厚さ(mm)　※1.5以上　　・ 

寸法(mm)（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）   

厚さ(mm)  ・3.0　 ・4.5　 ・6.0　　・9.0 

色柄　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

・　ビニル床タイル　Ｇ

材質の種類　※単層品　　・複層品 

JIS K 5970に基づく塗料のホルムアルデヒド放散量　※規定対象外　　・　 

仕上げの種類　※　平滑仕上げ　　・　防滑仕上げ　　※標準色　　・　

工法　製造所の指定する工法とする。

材料　水性アクリル系樹脂塗材とし、製造所の指定する製品とする。

・　防じん用塗床

タイルカーペットの敷き方　　平　　場　※市松敷き　・模様流し　　・　　  　　

・適用する 

・適用しない 

備　考

  備考

 ・適用しない 

パイル形状 種別 施工箇所 寸法 総厚さ（mm）

※ 6.5

・

※ 6.5

・

※ 6.5

・・

※ 500×500

・

※ 500×500

・

※ 500×500※ 第一種

・ 第二種

・ 第一種

・ 第二種

・ 第一種

・ 第二種

・ カット・ループ併用

・ カットパイル

※ ループパイル

ﾊﾟｲﾙ長さ（mm） 　　 工法 　　　　 帯電性  　　パイル形状

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ 

・ﾙｰﾌﾊﾟｲﾙ 

・ｶｯﾄ、ﾙｰﾌﾟ併用 

・5～7　・ 

・4～6　・ 

・  

　・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ 工法  

　※全面接着工法 

   帯電性

 ・適用する 

 ・適用しない 

  備考 色柄等

 ・無地 

 ・柄物 

 (標準品) 

     織り方

 ・ウィルトンカーペット

 ・ダブルフェースカーペット

 ・アキスミンスターカーペット

　　パイル形状

 ・カットパイル

 ・ルーフパイル

 ・カット、

　 ループ併用 

種別

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・　カーペット敷き　Ｇ

・　合成樹脂塗床

　※平滑仕上げ　 

塗料のホルムルデヒド放散量　※規制対象外　　・　

          仕上げの種類　　   工法       種別   施工箇所 

・厚膜型塗床材 

　弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床 

・厚膜型塗床材 

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床 

・薄膜型塗床材 

・薄膜流しのべ 工法 

・厚膜流しのべ工法 

・樹脂モルタル工法 

　※平滑仕上げ　 

・防滑仕上げ 

・平滑仕上げ 

　・防滑仕上げ 　・つや消し仕上げ 

・タイルカーペット

・ニードルパンチカーペット 

・ タフテッドカーペット

・織じゅうたん

  厚さ（mm）（　　　　）

  帯電性　  ・適用する　　・適用しない

  備考（　　　　　　　） 

　　　　　　　　　　　　　　階段部分　※模様流し　・市松敷き　　・ 

下敷き材　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8mm　　・　

見切り、押え金物の材質、種類及び形状　※図示　　・　　　　　　

　　　なお、上塗りは２回塗りとし、総塗布量は0.25kg/㎡とする。

（19.3.3、4）

（表19.3.1）

（19.4.2、3）

（表19.4.4、5）
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一級建築士事務所登録番号　第01-1311号

木造建築工事特記仕様書（４） -

その他の設計者
フォーディー設計合同会社

南波　一好

一級建築士管理建築士　　南波　一好

一級建築士登録番号　第354034号

Ａ－０４

登録番号　第354034号

図面番号縮尺

nanba
南波_設計

ikegutikimitosi
西浜トイレ



          　　　・行わない

 ・ 8  ・　

 ・12　・　

 ・　

 ・　

 ・　

 ・　

　 15　※ なら　　・　　・接着工法

　　ブロック１等

　・フローリング

フローリングボードの大きさ　※標準仕様書表19.5.1,3,5

　※ なら　　・　

　※ なら　　・　

　※ なら　　・　 　 15

　・接着工法

　・釘留め工法（直張り）

　・釘留め工法（根太張り）　・フローリング1号

フローリングボードの大きさ　※標準仕様書表19.5.2,4,6

県産材の活用　・適用する（樹種　　　　　　　　）　・適用しない

接着工法の場合の裏面緩衝材　※合成樹脂発泡シート　

　                  ※ウレタン樹脂ワニス塗り 　

現場塗装仕上げ　・行う（施工箇所　　　　　　　　　　　）

 ※C種

 ・B種

 ※C種

 ・B種

 ・A種

 ・A種

 ・　

 ・　 ・15　・　

 ・12　・　

 ・12　・　

 ・12　・　

 ・12　・　

 ・12　・　

　・接着工法

　･　

　※ なら

　･　

　※ なら

　・釘留め工法（直張り）

　・釘留め工法（根太張り）

　  フローリング

　・天然木化粧複合

種類 工法 樹種  厚さ（mm）
間伐材等

の適用

間伐材等

の適用
 厚さ（mm）種別樹種工法種類

　　ボード１等

・　フローリング張り　Ｇ

単層フローリング

複合フローリング

フローリング及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量    ※ 規制対象外 　　・　

　                  ・オイルステインの上、ワックス塗り

　                  ・生地のままワックス塗り

　下地の種類　・標準仕様書表12.6.1による床組 　　　　　　

　種別　・A種　・B種　・C種　・D種（畳床：・KT-Ⅰ ・KT-Ⅱ ・KT-Ⅲ ・KT-K ・KT-N） 

           　 ・ 

　            ・ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン    ） 　Ｇ　　　　　　

・　畳敷き

　畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない

　材料を使用したものとする。

（表19.5.1～5）

（19.5.2～6）

（19.6.2）

（表19.6.1）

（表19.7.1）

12.5（・不燃　・準不燃）

・ 12.5（不燃）　・ 15（不燃）

GB-D 

GB-NC 

・　せっこうボードその他

　　のボード及び合板張り

 HW 

 MW 

 NW 

 HF 

 NF Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

0.8FK 

1.0FK 

 DR 

RW-B 

GW-B 

GB-R 

GB-S 

GB-F 

GB-L 

（木目）

GB-D 

 MDF

 HB  

  IB 

せっこうボード等の下地　※図示　　・　

軽量鉄骨下地ボード遮音壁に用いる遮音シール材

　※シーリング材　　・ジョイントコンパウンド

合板類の張付け　　※B種 　・A種　

せっこうボードの目地工法　※仕上表による　　・　

厚さ(mm)、規格等
JIS

記号
種　　類

・ 硬質木毛セメント板

・ 中質木毛セメント板

・ 普通木毛セメント板

・ 硬質木片セメント板

・ 普通木片セメント板

・ けい酸カルシウム板

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　

・ 12　  ・ 15　  ・ 18　  ・ 21　 ・　

・ 30 　 ・　

タイプ 2（無石綿）　・6　　・8

・ ロックウール化粧吸音板 ・ フラットタイプ（・ 9 ・ 12 ・　　）　・不燃

・ 凹凸タイプ（・ 12　・ 15  ・ 19  ・ 　）　・不燃

・ 25　　・ 

・ 25(ガラスクロス包）　　・ 

・ ロックウール吸音ボード1号

・ グラスウール吸音ボード32K

・ せっこうボード

・ 不燃積層せっこうボード 9.5 (不燃) 　　化粧無（下地張り用） 

※12.5 (不燃)　　・15（不燃）     

 　　　　　　　化粧有（トラバーチン模様）

9.5

12.5（不燃）幅 440mm 程度

模様（・ 柾目　・ 板目） 専用下地材有り

9.5（準不燃）

　生地、透明塗料塗り 

  不透明塗料塗り 

接着の程度　・1類　　・2類

・防虫処理

　（※ラワン程度　　・　　　 　　） 

板面の品質（　　　　　） 

厚さ(mm)（　　　　　） 

・防虫処理 　・難燃処理 　・防炎処理 

接着の程度　・1類　　・2類

表板の樹種

化粧加工の方法 （・オーバーレイ ・プリント ・塗装） 

表面性能（　　　　    　）タイプ 

接着の程度　・1類　　・2類

・防虫処理

厚さ(mm)（　　　　　） 

樹種名（　　　　　　　　） 

厚さ(mm)（　　　　　） 

　（※しな程度　　　・　 　　　　） 

JIS K 6903 による　（※ 1.2　　・　　　）

・3　　・7　　・9　　・12　　・　

・10　　・12　　・15　　・18　　・　

・ 無研磨板ＶＮ　　・ 研磨板ＶＳ

・ 単板オーバーレイ ＤＶ

・ プラスチックオーバーレイ ＤＯ 

・ 塗装 ＤＣ

・ 10（難燃）　・ 12（難燃）　・  

・未研磨板（・スタンダード　・テンパード ＲＮ） 

・研磨板　（・スタンダード　・テンパード ＲＳ） 

・内装用 ＤＩ　　　・外装用 ＤＥ

・2.5　　・3.5　　・5　　・7　　・　

 A級（・天井仕上　　・内装仕上　　・　　　　）

・9　　・12　　・15　　・18　　・　

・ シージングせっこうボード

・ 強化せっこうボード

・ せっこうラスボード

・ 化粧せっこうボード

・ 化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

　（トラバーチン模様）

・ 普通合板　Ｇ

・ 天然木化粧合板　Ｇ

・ 特殊加工化粧合板　Ｇ

・ メラミン樹脂化粧板

・ ポリエスチル樹脂化粧板

・ ミディアムデンシティ

　 ファイバーボード　Ｇ

・ 単板張りパーティクルボード Ｇ

・ 化粧パーティクルボード　Ｇ

・ ハードボード（素地） Ｇ

・ ハードボード（化粧）　Ｇ

・ インシュレーションボード　Ｇ

モルタル・プラスター面の素地ごしらえ　※B種 　・A種　

コンクリート面の素地ごしらえ　　　　　※B種 　・A種　

せっこうボード面の素地ごしらえ　　　　※B種 　・A種　

（19.8.2、3）

・　壁紙張り

ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　　・　

施工箇所 壁紙の種類 防火性能 備考

その他無機質ﾌﾟﾗｽ繊維紙

ﾁｯｸ

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ 不燃・ 準不燃

・ 不燃・ 準不燃

・ 不燃・ 準不燃

・ 不燃・ 準不燃・

・

（19.7.2、3）

内
装
工
事
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断熱材のホルムアルデヒド放散量

　※規制対象外　・　

　　　　　厚さ　・　　

防湿材　　種類　※ JIS A 6930　・ JIS Z 1702　・ JIS K 6781

　　　　　厚さ　・　　

気密材　　種類　・ JIS A 6930　※ JIS A 6111　・ 　

防風材　　種類　※ JIS A 6111　・ 　

防湿層　　※省略しない　・省略する

（19.1.2）

（19.1.4）

断熱構造とする部分に用いる床下及び小屋裏点検口　　・ 図示　  ・ 断熱防湿タイプ

（19.1.5）

・　断熱・防露　Ｇ

・　窯業系サイディング （19.3.2）

・　複合金属サイディング （19.3.3）

【20.2.6】・　階段滑止め

・　黒板及びホワイトボード 【20.2.8】

材種　　　　　　　　　ステンレス製（ＳＵＳ３０４）（・埋込工法　※接着工法）

端部フラットエンド　　※有（※タイヤと同材　・ステンレス鋼）　・無

型式　　　　　　　　　※ビニルタイヤ又は合成ゴムタイヤ入り　幅（㎜）　※約３５

※ホワイトボード　ほうろう　形状・寸法は図示による

・黒板　　　　　　※焼き付け　色彩　※緑　形状・寸法は図示による

取付箇所　　　・図示による　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

寸法（㎜）　　・図示による　・　

厚さ（㎜）　　※５　・　

・案内板　　　　　　　・庁舎案内板（※標準詳細図による　・図示による）

・各階案内板（※標準詳細図による　・図示による）

・視覚障害者用案内板（※共通詳細図による　・図示による）

・室名札　　　　　　　※標準詳細図による　・市販品

・ピクトグラフ　　　　標準案内図用記号　※ＪＩＳ　Ｚ８２１０による　・図示による

形状・その他　　　※図示による

・庁名文字　　　　　　※標準詳細図による　・　

・切抜文字（・ステンレス製・黄銅製）　・箱文字（・ステンレス製・黄銅製）

字数（　　　　）　文字の大きさ（　　　ｘ　　　）

・対人衝突防止表示　　・図示による

・非常用進入口　　　　・図示による

　案内用図記号はＪＩＳ２８１０による

形式 ・横型ブラインド ・縦型ブラインド（防炎性能を有するもの）

スラットの材種

スラットの種類

スラットの幅（㎜）

アルミニウム合金製

※ギア式　・コード式

※２５　・３５

・アルミスラット・クロススラット

※１本操作コード式

・７５以上　・１００

材種 遮光性能　・　

品質

操作方法　・電動式　　・スプリング式　　・チェーン式

カーテン

施工箇所 きれ地の品質等（製造所） ひだの種類 開閉形式 カーテン操作方式

・片引き　・引分 ※手動　・電動

カーテンレール及び付属金物

付属金物形状仕上げ材料による区分強さによる区分施工箇所

暗幕用は３００ｍｍ以上の召し合せの重掛けとする

天井　材種　アルミニウム製　寸法（㎜）　※４５０ｘ４５０　・６００ｘ６００

内枠　・額縁タイプ　・目地タイプ

形式　一般型　外枠　・額縁タイプ　・目地タイプ

・　鏡 【20.2.9】

・　表示 【20.2.10】

・　ブラインド

・　ロールスクリーン

・　カーテン及びカーテン

　　レール

・　点検口

【20.2.12】

【20.2.13】

【20.2.14】

床　材種　アルミニウム製　寸法（㎜）　・４５０ｘ４５０　※６００ｘ６００

形式　※屋内用一般型　・密閉形

材　種　・ ステンレス製 (SUS 304)  ・　旗竿受金物

・　車止め支柱

・　フェンス

・　プレキャストコンク

　　リート

形式 材種 高さ(mm)柱径、肉厚(mm)

・上下式鎖内蔵式 ・ステンレス製 ・標準品 ・ ・

・スプリング式 ・

・

フェンスの種類　　・ビニル被覆エキスパンドフェンス

 　　　　　　　　 ・樹脂塗装メッシュフェンス 　　　　　　　　

　                ・鋼管フェンス 　

　　　　　　　　  ・アルミフェンス

取付け方法 　

  ※配筋を定めた計算書を監督職員に提出する。 　

配筋 　

　※水セメント比55％以下、単位セメント量の最小値300kg/㎡を満足する調合強度 

コンクリートの設計基準強度 

材種 種類 備考質量区分

・花こう岩 ・間知石 　　　 －　　　－

・凝灰岩 

・コンクリート

　間知ブロック

　　　－ 　・Ａ 　・Ｂ 

積み方　※谷積み　・布積み 

枠の材質　　※ アルミニウム製

表面の材質　※ 塩ビ発泡シート張り　　

材　　　種　　・ メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　　・ 人工大理石　

奥行き(mm)　　・ 約 450　　・ 約 600

・可動式

材　　質 厚さ(mm) 高さ(mm) 備　　考

※ 網入り磨板ガラス

・ 線入り磨板ガラス

※ 6.8 アルミ製枠付き※ 500

・ ・

材　　質 高さ(mm) 備　　考種　　類

　（巻取り型）

・垂直降下式 ※ 不燃布

（不燃認定品）

ガイドレール

　※ 固定式（壁埋込型）

　・ 可動式（天井収納型）

鋼板製又はアルミ製・回転降下式 ※ 500

・ 800

※ 500

・ 800

・

・

表面仕上げ

　※ 天井材張り

　・

降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

・固定式

・　間知石及びコンクリート

　　間知ブロック積み

・　屋内掲示板

・　洗面カウンター

・　防炎垂れ壁

    管の種類   形状        呼び径  備考

・ 遠心力鉄筋コンクリート管

・ VU 

※ 外圧管（１種） ・Ｂ形管

・　 ・

※図示

※図示

※図示

※図示

・ 硬質ポリ塩化ビニル管 ・ VP　

・ RS-VU  Ｇ

排水管用材料

材種

コンクリート基礎等に用いる材料 

硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料　※接着剤　

  ※標準仕様書（6.14）   

  　設計基準強度18N/mm2 とする。ただし、コンクリートが簡易な場合の調合（容積比）　

   　セメント１：砂２：砂利４程度とする。 　　

本体材質　　　※ステンレス製　・　

照明器具　　　・有り　・無し

掲示板面材質　・　

施錠装置　　　※有り　・無し

形状寸法　　　※図示による　・　

・　屋外掲示板

・　ステンレス製(ＳＵＳ３０４)（受け枠ステンレス製(ＳＵＳ３０４)）

・　硬質アルミニウム合金製（受け枠ステンレス製(ＳＵＳ３０４)）

※　塩化ビニル又はゴム製（受け枠ステンレス製(ＳＵＳ３０４)）ワンライン型

※　見切り縁兼用タイプ　　・　

　移動フック　　　ヶ／ｍ　安全荷重　※　１５㎏以上　　・　

色　　　　黄色

・

材種　　・　レジンコンクリート製（厚さ６０㎜）　　・　磁器質タイル製

表面形状ＪＩＳ　Ｔ９２５１による

寸法　　※　３００ｘ３００　　・　

 施工調査

 処理を行うアスベスト成形板の仕様等

　　　　材　　料　　名 　厚さ（mm）　　　　　処理を行う範囲

 石綿作業主任者

　※　行う　　　・　行わない

※　県有施設の石綿除去等に係る施工業者の登録制度による登録を受けている業者であること。

　特定化学物質等作業主任者技能講習を修了した者の中から選任する。

 安全衛生管理

　洗浄設備

 表示・掲示

 作業場の養生

　　対象室（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（ⅰ）洗眼、うがいの設備を設ける

　　（ⅱ）更衣設備等を設ける

　　処理場所をプラスチックシート等で囲い、外部への粉塵飛散を防止する。

 特別管理産業廃棄物管理責任者

　保温材については、排出事業者は特別管理産業廃棄物管理責任者の資格を有する者を選任し管理させる。

 官公署その他への手続き

　　（１）建築物解体等作業届（所管労働基準監督署）

　　改修工事標準仕様書(9.1.2(f)(1)、(3)による表示・掲示を行う。

　改修工事標準仕様書(9.1.3(b)(2))によるほか、次の必要な手続きを行う

 除去物及び汚染物の処分等

　　保温材については、改修工事標準仕様書（9.1.3(c)(4)）による。

　　（２）特別管理産業廃棄物管理責任者設置報告書（都道府県知事）

・　くつふきマット

・　ピクチャーレール

・　誘導用床材、注意喚起

　　用床材

・　アスベスト成形板の

　　処理方法

排
水
工
事
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・　配水管 【21.2.1】【表21.2.1】

側塊、排水桝等

形状及び寸法　　　　　・図示　・  

砂地業に用いる材料　　※標準仕様書（21.2.3）(a)(1)　・図示　　 

砂利地業に用いる材料　※標準仕様書（21.2.3）(a)(2)　・図示 

コンクリート基礎等に用いる材料 

  ※標準仕様書（6.14）   

  　設計基準強度18N/mm2 とする。ただし、コンクリートが簡易な場合の調合（容積比）　

  　セメント１：砂２：砂利４程度とする。 　　

  ・図示 

　　名称     　　　種類 　適用荷重 鍵  　　　　　備考

ホールふた

鋳鉄製マン ・水封形

・簡易密閉形

　　（パッキン式）

・密閉形

　　（テーパ・パッキン式）

・中ふた付き密閉形

　　（テーパ・パッキン形）

・RS-VU

・Ｔ－２用

・Ｔ－６用

・Ｔ－２０用

・　　

・有り

・無し

左記以外の品質等は（公社）

空気調和衛生工学会SHASE-S209

による

Ｇ

・　側塊、排水桝等

・　鋳鉄製ふた

【21.2.2】

【21.2.2】

   材質     形式 　 用途 適用荷重  ﾒｲﾝﾊﾞｰ
  ﾋﾟｯﾁ

亜鉛 めっき

 (付着量) 
上面形状

・鋼製

ホールふた

・受枠付き、

　ボルト固定

・　　

・溝ふた

（横断用）

・溝ふた

（側溝用）

・桝ふた用

・Ｕ字溝用

・歩行用

・T-2用

・T-6用

・T-14用

・T-20用

・細目

・　

・普通目

・細目

・（　　　）

・（　　　）

・凹凸形

・　　

・平形

・　　

・ステンレ

　　　ス製

・受枠付き、

　ボルト固定

・　　

・溝ふた

（横断用）

・溝ふた

（側溝用）

・桝ふた用

・Ｕ字溝用

・歩行用

・T-2用

・T-6用

・T-14用

・T-20用

・細目

・　

・普通目

・細目

・（　　　）

・（　　　）

・凹凸形

・　　

・平形

・　　

【21.2.2】・　グレーチング

気流止め　材料　　・　図示による

天井断熱の場合の天井点検口　　・ 図示による　  ・ 断熱防湿タイプ

断熱材及び防湿材の気密措置　・ 図示による

建具上部の雨水の排出路　　※　図示による

材料　　※　図示による

シーリング材の目地寸法　　※　図示による　　・　　

材料　　※　図示による

高さ　・図示による　　・ 

　・図示による

  ・図示による 

  ※図示による 

目塗り　・図示による　　・ 伸縮目地　　

材種　　・図示による　　・ 　　　　　　

厚さ　　・図示による　　・ 

基床の厚さ及び種類　・図示による　　

砂地業に用いる材料 　　 ※標準仕様書（21.2.3）(a)(1)　　　・図示による　　 

砂利地業に用いる材料 　 ※標準仕様書（21.2.3）(a)(2)　　　・図示による 

 　 ・図示による 

街きょ、縁石、側溝

　　　　　　　　種類

・縁石 

・Ｕ形側溝 

・ 図示　・　

　　　　　　　　　　形状、寸法

・ 図示　・　

・Ｕ形側溝ふた 

・ 

・ 図示　・　

・ 図示　・　

砂利地業の厚さ　　　※100（mm）　・図示 

コンクリート基礎等に用いる材料 

  ※標準仕様書（6.14）   

  　設計基準強度18N/mm2 とする。ただし、コンクリートが簡易な場合の調合（容積比）　

  　セメント１：砂２：砂利４程度とする。 　　

・　街きょ、縁石、側溝 【21.4.1】

※  Ｂ種　　・　埋戻し土 【21.2.3】

地業の材料　　　　　※標準仕様書（4.6.2）(a)による　・図示による

  ・図示による 

　　　　　ステンレス製

・防水、防臭型

・　トイレブース

表面材の材料 脚部形状 ドアエッジ材質

　※メラミン樹脂系化粧板

　・ポリエステル樹脂系化粧板

　※幅木タイプ

　・　

　※アルミニウム製

　・ステンレス製

　・表面材と同材

   項目                                         品質・性能

（２）構造金物

メラミン樹脂系、ポリエステル樹脂系化粧板又はメラミン樹脂系単一材とする。表面材 

裏打材 JIS A 6512「可動間仕切」の表9に対応する材質のうち、鋼材については、防食処理及び防錆

処理を施した材料とする。ただし、メラミン樹脂系単一材の場合は適用しない。

JIS A 6512「可動間仕切」の表9に対応する材質とする。ただし、メラミン樹脂系単一材の場心材 

合は適用しない。

JIS A 6512「可動間仕切」の表9に対応する材質のうち、鋼材については、亜鉛めっき処理を枠材 

施した材料とする。エッジ材 

小口 防水処理を施す。

笠木 

脚部

（脚具、幅木）

頭つなぎ等で使用するビス類の材質はステンレス製とする。 

JIS A 6512「可動間仕切」の表9に対応する材質のうち、耐蝕性のあるものとする。 

   　項目                                    品質・性能

頭つなぎ等 

壁見切り金物

（３）付属金物

ヒンジ 耐蝕性のあるものとする。

   　項目                                    品質・性能

                                   品質・性能

耐薬品性及び耐汚染性 耐引っかき性 開閉耐久性

腐蝕の恐れのある材料には防錆処理を施してあるものとする。 

戸当り部のゴムは、使用に十分耐える材質であるものとする。 

（４）外観は、JIS A 6512「可動間仕切」の5.b) による。 

（５）パネル表面材の耐薬品性・耐汚染性・耐ひっかき性・開閉耐久性 

      項目

化粧板及びメラ

メラミン樹脂系

ミン樹脂系単一

材

JIS K 6902「熱硬化性樹脂高

圧化粧板試験方法」15.2 B法

の表6に示された耐汚染性のう

ち材料番号3.6.7.8.9.10.17.

の試験結果の判定は、「変化

なし」であるものとする。

また、材料番号1.2.4.5.11.

12.13.14.15.18.は、「変化な

し又は軽微な変化」であるも

のとする。又は、これらと同

等以上の性能を有するもので

あるものとする。

JIS A 4702「ドアセット」

9.4開閉繰り返し試験による

スイングドア（開閉回数10万

回）を満足すること及び試験

終了時点で構造金物、固定金

具等に緩みのないこと。

脂系化粧板

低圧メラミン樹 ポリエステル樹脂系加工化粧合板、ポリエステル樹脂系化

粧ＭＤＦ、ポリエステル樹脂系化粧パーティクルボードの

いずれかの品質に適合していること。

ポリエステル樹脂系

加工化粧合板

こと。

試験片の表面に色が残らない

た耐汚染性B試験において、

条特殊加工化粧合板に示され

JAS「合板の農林規格」第８

μm以内であること。

て、きずの深さの平均値が10

た耐引っかき性B試験におい

条特殊加工化粧合板に示され

JAS「合板の農林規格」第８

化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

ポリエステル樹脂系

ポリエステル樹

脂系化粧ＭＤＦ

JIS A 5905「繊維板」の表18の規定に適合していること。

JIS A 5908「パーティクルボード」の表11の規定に適合して

いること。

（試験方法） 

（１）ヒンジは、JIS A 1510-2「建築用ドア金物の試験方法－第2部：ドア用金物」に規定する試験

　による。

（２）戸当りの衝撃試験は、JIS A 1510-2に規定する試験による。 

パネル材料のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・　　

―

ラッチセット 

戸当り 

（１）パネル

品質・性能

【20.2.5】

サポートタイプ

（※既設排水管と同種のものを使用とする）

鳥取港西浜緑地公衆トイレほか新築工事（建築）

代表となる設計者

一級建築士事務所登録番号　第01-1311号

木造建築工事特記仕様書（５） -

その他の設計者
フォーディー設計合同会社

南波　一好

一級建築士管理建築士　　南波　一好

一級建築士登録番号　第354034号

Ａ－０５

登録番号　第354034号

図面番号縮尺

nanba
南波_設計

ikegutikimitosi
西浜トイレ



Ｇ

Ｇ

　路盤締固め度の試験　　※行う　　　・行わない　 

　　　　　・クラッシャラン鉄鋼スラグ 

　　　　　・　　　　　　　　

　　　　　・再生クラッシャラン 

路盤材料　・砕石

試験 

Ｇ

Ｇ

　　　　　　　　・アスファルトコンクリート再生骨材

　骨材　　　　　・道路用砕石　　　　　　　 

　アスファルト  ・ 再生アスファルト 　 　　・ ストレートアスファルト

材料 

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種 　・Ｄ種　・盛土 ・図示

・図示

路床の材料

     種別                               材料 厚さ(mm)

・建設汚泥から再生した処理土 Ｇ ・

・ ・

・遮断層 

・凍上抑制層 

・フィルター層 

・再生クラッシャラン　　　・クラッシャラン　　・切込み砂利Ｇ ・図示

・

・図示

・ ・

  路床締固め度の試験　・行う　　　　・行わない 

  路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　・行う　　　　・行わない 　　

  砂の粒度試験　 ・行う　　　　・行わない 　　

試験　

路床安定処理　　

  ・添加材料による安定処理

　　種類　　・普通ポルトランドセメント　　・高炉セメントＢ種

　　　　　　・フライアッシュセメントＢ種 　　　　　　　

　　　　　　・生石灰（　　　　　　　　）　・消石灰（　　　　　　　　） 　　　　

　　添加量　　　　　　kg（目標CBR　・5以上　・　　　　　） 　　

　・ジオテキスタイル

 　 単位面積質量　　　　・60g/㎡以上　・ 　　　　

    厚さ(mm)　　　　　　・0.5～1.0　　・ 　　

    引張強さ　　　　　　・98N/5cm（10kgf/5cm）以上　　・ 　　　　

    透水係数　　　　　　・1.5\U+00D710-1cm/sec以上　　　　 ・ 

【22.2.2､3､5】【表22.2.2】

・川砂、海砂又は良質な山砂（75μmふるい通過量10％以下）

・川砂、海砂又は良質な山砂（75μmふるい通過量10％以下） 

・川砂、海砂又は良質な山砂（75μmふるい通過量６％以下） 

・　路床

・　路盤

・　アスファルト舗装

【22.3.2～5】

【22.4.2～6】

22

舗
装
工
事

      区分          地域                    種類

表層 ・一般地域 ・密粒度アスファルト混合物(13) 

・細粒度アスファルト混合物(13) 

一般及び寒冷地域 基層 　粗粒度アスファルト混合物(20)

シールコートの施工　 ・行う　・行わない 

試験

　アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う　　・行わない 

舗装の平たん性　　※通行の支障となる水たまりを生じない程度 

　　　　　　　　　・ 

加熱アスファルト混合物等の種類

・寒冷地域 ・密粒度アスファルト混合物(13Ｆ) 

・細粒度アスファルト混合物(13Ｆ) 

コンクリート舗装の厚さ

   舗装の種類          部位                   厚さ(mm)

・図示　・150　・ 

・図示　・70　・ 

・図示　・150　車道部 

歩道部 

車道部 コンクリート舗装

転圧コンクリート

材料

  早強セメント　　　・使用する　　　・使用しない 

  注入目地材料　　　※低弾性タイプ　・高弾性タイプ

目地

試験　

  コンクリート版厚さの試験　　　・行う　　・行わない 

【22.4.2～6】

               種類    部位     車道部の基層    厚さ(mm)

・無し

・有り・歩道部

・車道部

・石油樹脂系混合物

・ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物・加熱系

・常温系 ・

材料 

  添加する材料　　・着色骨材（　　　　　）　・自然石（　　　　　） 

配合 　

  結合材に石油樹脂を使用する場合の顔料添加量  ・　　

　樹脂系混合物、ニート工法及び塗布工法の配合等　・ 　　

【22.5.2～6】【表22.5.4】・　コンクリート舗装

・　カラー舗装

・ 図 示 　ストレートアスファルト

試験

  透水性アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う　・行わない 

舗装の平坦性　 ※著しい不陸がないもの　

適用範囲：歩道

　材料 厚さ(mm)

・　透水性アスファルト舗装 【22.7.2～6】

Ｇ

表層 ・排水性舗装用ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物・排水性舗装用ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物

・

・ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅡ型 ・ 図示　　

・・

・ 図示　　・再生ｱｽﾌｧﾙﾄ・加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物等(密粒ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物)基層

・

舗装の平坦性　 ※著しい不陸がないもの　

試験

  アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う　・行わない 

・・ｽﾄﾚｰﾄｱｽﾌｧﾙﾄ

区分                  種類          材料    厚さ(mm)

Ｇ

・　排水性アスファルト舗装

Ｇ

・　ブロック系舗装

・　砂利敷き

・　路面表示塗料

表面加工 　

種類

※普通平板(Ｎ） ※300角 

寸法(mm) 厚さ(mm)

・ 60

目地材

※砂　

・ﾓﾙﾀﾙ　　

備考

歩道部に使用するコンクリート平板は　 (再生材料を用いた舗装用ブロック)とする。透水平板は　Ｇ

Ｇ   (透水性コンクリート）とする。

仕上り面の平たん性　※歩行に支障となる段差がないものとし、ｺﾝｸﾘｰﾄ平板間の段差は3mm以内

  ・

　　　　　　　　　

・ コンクリート平板舗装

・研ぎ出し 

・洗い出し 

・たたき出し 

・透水平板(Ｐ） ・

・

・ インターロッキングブロック舗装

※ 5. 0   車道部　※80　・　

種類 厚さ(mm) 備考
曲げ強度

(N/ｍ㎡)

※ 3. 0   歩道部　※60　・　

色彩、表面加工

  ・ 標準品

  ・

※ 普通ブロック（Ｎ）

・ 透水性ブロック（Ｐ）

・ 

歩道部に使用するブロックは　 (再生材料を用いた舗装用ブロック)とする。透水性ブロックは　Ｇ

Ｇ (透水性コンクリート）とする。

仕上り面の平たん性　※歩行に支障となる段差がないものとし、ブロック間の段差は3mm以内

・ 舗石舗装

種類 寸法(mm) 厚さ(mm) 施工方法 基層

・コンクリート舗装・ うろこ張り・ 80・※ 小舗石（花こう岩）　　

・アスファルト舗装・・・・

仕上り面の平たん性　※歩行に支障となる段差がないものとし、舗石間の段差は3mm以内

種別

・ １種 Ｇ

Ｇ・ ２種

常温 液状 ・ 白 ・ 150 ・ 1.0

JIS K 5665（路面標示用塗料）による

種類 施工 適用 色 幅(mm) 塗布厚さ(mm)

加熱 ・ ・ 100 ・

・ ３種１号 溶融 粉体状

　　低揮発性有機溶剤型の路面標示用水性塗料Ｇ

【22.10.1】

【22.8.2～6】

【22.9.2、3】

・　植栽地の確認
23

植
栽
工
事

・　植栽基盤の整備

【23.1.3】

【23.2.2～4】

土壌の水素イオン濃度（pH）試験　　 　・行う　　　・行わない 

水溶性塩類（EC）の試験　　　 　　　  ・行う　　　・行わない 

樹高12ｍ以上 

土壌改良材整備範囲 工法植栽 有効土層の厚さ（cm）

・樹木 ※Ａ種 

・Ｂ種 

・Ｃ種 

・Ｄ種 

・適用する ・葉張り部分 （※100　・120　・150） 

・適用しない ・植栽部分 樹高7ｍ以上～12ｍ未満 

・図示   （※80 　・100） 

・ 樹高3ｍ以上～7ｍ未満 

（※60　 ・80） 

樹高3ｍ未満 

（※50　 ・60） 

・適用する ・植栽部分 ※20※Ｂ種 ※芝、地被類

・適用しない ・図示   ・・

・ 

植栽基盤の排水設備　・設ける（※図示　　・　　　　　）　・設けない

※ 現場発生土の良質土　　　　・ 客土・　植込み用土 【23.2.3】

・ バーク堆肥 Ｇ

使用量　　　　　 植栽基盤面積1㎡あたり　（　・50L　　・　　　　） 

・ 汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト）Ｇ

使用量　　　　　 植栽基盤面積1㎡あたり　（　・10L　　・　　　　） 

　 材料 

    「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」の別表第1の基準に適合する原料を

     使用したもので、植害試験の調査の結果、害が認められないものとする 

支柱材　　※ 丸太（間伐材）　　　・ 真竹　Ｇ

防腐処理方法　※加圧式防腐処理丸太材　

材料

　※ 幹巻き用テープ　・ わら及びこも

種類　  ※ コウライシバ　　・ノシバ　　

芝張りの工法　

　平地　※目地張り　・べた張り 　

　法面　・目地張り　※べた張り 

・　土壌改良材 【23.2.3】

・　樹木 【23.3.2】

・　支柱 【23.3.2､3】

・　幹巻き用材料 【23.3.2】

・　芝 【23.4.2】

新植樹木（芝張り、吹付けは種及び地被類を含む）の枯補償の期間 

　※引渡しの日から１年　・無し

移植樹木の枯損処置を行う期間 

　※引渡しの日から１年　・無し 

・　新植、移植樹木、芝等

　　の枯保証

【23.3.4】【23.3.6】【23.4.7】

路盤の厚さ　・図示による　・ 

　　　　　・図示による 

アスファルト舗装の構成及び厚さ　※図示による　・ 

縁部立下り寸法等　　・図示による

  コンクリート　　　・「標仕」表22.5.2による　　・　　　　　 

転圧コンクリートの工法　　※図示による　・ 

 種類、間隔、構造　※「標仕」表22.5.4及び図22.5.1による　・図示による　 

舗装厚さの許容差　※「標仕」22.4.2(c)による　

　・ Ａ種（施工範囲：・図示による　・通路　・　　　　　　　）

　・ Ｂ種（施工範囲：・図示による　・建物周囲　・　　　　　）

施工箇所　　　　※植栽範囲　　　　・図示による 　　 

施工箇所　　　　※植栽範囲　　　　・図示による 　　 

樹種、寸法、株立数等　　　※図示による　

形式　　　　　・図示による　　

既設と合わす

アクリルエマルジョン 1程度以下

（参）日進化成

　　　カラーマックス同等

鳥取港西浜緑地公衆トイレほか新築工事（建築）

代表となる設計者

一級建築士事務所登録番号　第01-1311号

木造建築工事特記仕様書（６） -

その他の設計者
フォーディー設計合同会社

南波　一好

一級建築士管理建築士　　南波　一好

一級建築士登録番号　第354034号
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登録番号　第354034号

図面番号縮尺
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鳥取港西浜緑地公衆トイレほか新築工事（建築）

代表となる設計者

一級建築士事務所登録番号　第01-1311号

附近見取図　全体配置図　工事概要 1/1000

その他の設計者
フォーディー設計合同会社

南波　一好

一級建築士管理建築士　　南波　一好

一級建築士登録番号　第354034号

Ａ－０７

登録番号　第354034号

図面番号縮尺

工事場所 鳥取市賀露町西四丁目

工事種別 新築

構造・規模 木造　平屋建て

地域・地区 都市計画区域内　　　防火・準防火指定なし　　　臨港地区

用途地域 工業地域　（容積率 200％／建蔽率 60％）

施 設 概 要

工 事 概 要

建築面積

施設用途

　74.91　㎡

公衆トイレ

延床面積 　74.91　㎡

通路上屋

　 5.66　㎡

　17.90　㎡

木造　平屋建て

多目的駐車場

　13.64　㎡

　21.24　㎡

木造　平屋建て

敷地面積 　　2804.43　㎡

法第22条区域（一部）

《図面A3 縮小率70.7%》

県道 鳥取港線
（法第42条1項1号道路）

nanba
南波_設計

ikegutikimitosi
西浜トイレ
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鳥取港西浜緑地公衆トイレほか新築工事（建築）

代表となる設計者

一級建築士事務所登録番号　第01-1311号

配置図 1/200

その他の設計者
フォーディー設計合同会社

南波　一好

一級建築士管理建築士　　南波　一好

一級建築士登録番号　第354034号

Ａ－０８

登録番号　第354034号

図面番号縮尺

区　間 周　長 面　　積　（㎡）
A－B 6.550 （  0.270 +   0.290 ）×  6.550 / 2 =   1.8340
B－C 1.660 （  0.290 +   0.290 ）×  1.660 / 2 =   0.4814

C'－D 5.850 （  0.320 +   0.465 ）×  5.850 / 2 =   2.296125

合計 59.100 18.95355 

平均地盤面 = 18.95355 / 59.100 =    0.32070･･･　→　0.32

公衆トイレ棟　　平均地盤面算定

D－E 1.530 （  0.465 +   0.490 ）×  1.530 / 2 =   0.730575

E'－F 5.850 （  0.320 +   0.290 ）×  5.850 / 2 =   1.78425
F－G 8.110 （  0.290 +   0.290 ）×  8.110 / 2 =   2.3519
G－H 6.550 （  0.290 +   0.270 ）×  8.110 / 2 =   2.2708
H－A 11.300 （  0.270 +   0.270 ）× 11.300 / 2 =   3.0510

　　　　　　　　  0.320 - 0.290 =   0.030

設計GL-30下がり

 C－C' 5.850 （  0.290 +   0.320 ）×  5.850 / 2 =   1.78425

 E－E' 5.850 （  0.490 +   0.320 ）×  5.850 / 2 =   2.36925

《図面A3 縮小率70.7%》

道路境界線

3.528ｍ

道路境界線

3.02
6ｍ

道路境界線

3.0
04ｍ

道
路
境
界
線

2.
53
7ｍ

公衆トイレ
木造　平屋建て
床面積 74.91㎡

最高の高さ 3.775ｍ
最高の軒高 2.975ｍ

申請建物

3.
12
8ｍ

2.
00
7ｍ

2.
49
8ｍ

2.
50
8ｍ

2.
00
7ｍ

2.
02
0ｍ

1.
01
9ｍ 2.2

71ｍ
2.2

15ｍ

1.0
40ｍ

1.5
29ｍ

2.8
70ｍ

1.6
56ｍ

1.5
25ｍ

1.5
10ｍ 2.5

05ｍ

1.0
21ｍ

2.01
6ｍ

3.01
4ｍ

3.027
ｍ 2.008

ｍ

1.525
ｍ

3.021ｍ

1.017ｍ

2.497ｍ

表示板② 新設
（ハートフル駐車場案内）

設計GL=KBM-270

nanba
南波_設計

ikegutikimitosi
西浜トイレ



男子便所

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ便所

女子便所

通路

通路上屋

11
,3

00

4,
15

0
3,

00
0

4,
15

0

10
0

1,
20

0
2,

85
0

60
0

2,
25

0
1,

20
0

10
0

36
0

1,
53

0
36

0

6,550 600

2,250 4,300

2,250 4,300

6,550

1,
16

0
1,

99
0

1,
00

0
1,

00
0

1,
99

0
1,

16
0

4,
15

0
3,

00
0

4,
15

0

30
0

30
0

　平面図　S=1/100　

A 　A’

　B’B

C
　

C
’

90
0

2,
10

0

　床面積・建築面積求積図　S=1/200　

い ろ は に

通路

通路上屋
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1,200 3,100

外部仕上表

屋　　根

カラーステンレス板 厚0.4　立ハゼ葺き（嵌合式）

ゴムアスルーフィング　構造用合板（特類）厚12

雪止め：L-40×40×5　1段（溶融亜鉛めっき）

外　　壁

透湿防水シート　通気木胴縁 15×45＠303

軒　　天

杉板 厚10　本実（板目赤・無節）　木材保護塗料塗り

樋

軒樋：住宅用軒樋　吊具共

基礎立上り

コンクリート打放し

鼻隠し・破風板：杉板 厚18　木材保護塗料塗り

杉板 厚15　ドイツ下見加工（板目赤上小・無節）　木材保護塗料塗り 竪樋：住宅用竪樋 φ60　掴み金物＠1000程度

内部仕上表

室　　名

バリアフリー便所

男子便所

　床 幅　木 　壁 天　　井廻り縁 備　　考

モルタル下地　150角磁器質タイル貼 コンクリート打放し 木胴縁下地（ﾖｺ24＠303）

GB-S 厚12.5下地　メラミン不燃化粧板張り 厚3.0

杉板 厚10　本実（板目赤・無節）　木材保護塗料塗り

GB-T・・・・・・・化粧石こうボード(トラバーチン)(ＧＢ－Ｄ)　JIS A6901

　　　　　ステンレス取付金具共

一部　木質系繊維混入セメントけい酸カルシウム板 厚14

GB-S・・・・・・・シージング石こうボード（ＧＢ－Ｓ）　JIS A6901

　　　　意匠性外装仕上塗材塗

その他 【記　号】

アルミ製

<-20>

<±0>

<±0>

<±0>

モルタル下地　150角磁器質タイル貼 コンクリート打放し

GB-S 厚12.5下地　メラミン不燃化粧板張り 厚3.0

木胴縁下地（ﾀﾃ12＋ﾖｺ24＠303） アルミ製 杉板 厚10　本実（板目赤・無節）　木材保護塗料塗り ライニング天板：　ポストフォームカウンター 厚20（抗菌性）

トイレブース、アルミ天井点検口450角

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ部：　GB-R 厚9.5下地　メラミン不燃化粧板張り 厚3.0

小便器前：　汚垂れ石タイル貼　800×600×厚13

女子便所 モルタル下地　150角磁器質タイル貼 コンクリート打放し

GB-S 厚12.5下地　メラミン不燃化粧板張り 厚3.0

木胴縁下地（ﾀﾃ12＋ﾖｺ24＠303） アルミ製 杉板 厚10　本実（板目赤・無節）　木材保護塗料塗り ライニング天板：　ポストフォームカウンター 厚20（抗菌性）

トイレブース、アルミ天井点検口450角

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ部：　GB-R 厚9.5下地　メラミン不燃化粧板張り 厚3.0

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ部：　GB-R 厚9.5下地　メラミン不燃化粧板張り 厚3.0

SK（掃除具入） モルタル金ゴテ仕上げ コンクリート打放し

GB-S 厚12.5下地　メラミン不燃化粧板張り 厚3.0

木胴縁下地（ﾀﾃ12＋ﾖｺ24＠303） 塩ビ製 GB-T 厚9.5 掃除用具掛け（モップハンガー）

GB-R・・・・・・・石こうボード（ＧＢ－Ｒ）　JIS A6901

【参考品番】

木質系繊維混入セメントけい酸カルシウム板・・・（参）ニチハ　モエンパネル

意匠性外装仕上塗材・・・（参）フジワラ化学　ハーパスジュラクペンアートアルファ

住宅用軒樋・・・・・・（参）パナソニック　KAKU　RK85

住宅用竪樋・・・・・・（参）パナソニック　KAKU　RK85

メラミン不燃化粧板・・・（参）アイカ工業　セラール

アルミ天井点検口450角

ステンレス製床下点検口600角（防水・防臭型）モルタル用

C

GB-R 厚9.5のうえ　メラミン不燃化粧板張り 厚3.0C

ライニング： 構造用合板（T1）厚12下地　メラミン不燃化粧板張り 厚3.0

ライニング： 構造用合板（T1）厚12下地　メラミン不燃化粧板張り 厚3.0

ポストフォームカウンター・・・（参）アイカ工業　PFカウンター

床下点検口

600角

木材保護塗料塗り・・・（参）キシラデコールコンゾラン

筋かい 45×90　ダブル（２倍筋かいプレート使用）

筋かい 45×90　シングル（２倍筋かいプレート使用）

【　凡　例　】

（通路上屋） （多目的駐車場）

（通路上屋） （多目的駐車場）

※　弱視（ロービジョン）者に配慮する整備・・・床、壁、出入口扉、便所ブース扉は、それぞれ明度・色相又は彩度の差をつけ、弱視者にも分かりやすい色彩に配慮すること。（それぞれの取合い部分に色差をつけることでも可能とする）

９通：木胴縁下地（ﾖｺ24＠450）　CLT集成材 厚30タテ張り　木材保護塗料塗

CLT集成材 厚30・・・（参）鳥取CLT　Jパネル

１通：木胴縁下地（ﾖｺ24＠450）　CLT集成材 厚30タテ張り　木材保護塗料塗

※　使用する上記の「木材保護塗料塗り」は、全て高耐久性のある塗料とすること。
　　特　記　事　項

アルミ天井点検口　450角
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鳥取港西浜緑地公衆トイレほか新築工事（建築）

代表となる設計者

一級建築士事務所登録番号　第01-1311号

【公衆トイレ】仕上表　平面図　天井伏図　面積表 1/100　1/200

その他の設計者
フォーディー設計合同会社

南波　一好

一級建築士管理建築士　　南波　一好

一級建築士登録番号　第354034号

Ａ－０９

登録番号　第354034号

図面番号縮尺

《図面A3 縮小率70.7%》
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【算定式】

Ａ　 4.300× 4.150 ＝  17.8450

Ｂ　 2.600× 3.000 ＝   7.8000

Ｃ　 1.100× 0.900 ＝   0.9900

Ｄ　 4.300× 4.150 ＝  17.8450

い　 2.250× 3.950 ＝   8.8875

ろ　 3.450× 3.000 ＝  10.3500

は　 2.250× 3.950 ＝   8.8875

に　 1.100× 2.100 ＝   2.3100

【公衆トイレ】

延床面積　Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋い＋ろ＋は＋に　＝ 74.91㎡

建築面積　同　上　　　　　　　　　　　　　＝ 74.91㎡

A

B
C

D

い

ろ

は

3,
95

0
3,

00
0

3,
95

0

【敷地全体】

延床面積　74.91＋17.90＋21.24　＝114.05㎡（容積率算定対象床面積＝92.81㎡）

建築面積　74.91＋ 5.66＋13.64　＝ 94.21㎡
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木質系繊維混入セメントけい酸カルシウム板 厚14

意匠性外装仕上塗材塗

アルミ角パイプ L=1800 小口蓋共（上下）
60×60×厚2.0（アクリル樹脂焼付塗装）
現場溶接取付後　隙間モルタル充填
《男子便所：青色系、女子便所：赤色系、多目的便所：緑色系》

屋根

カラーステンレス板 厚0.4　立ハゼ葺き（嵌合式）

ゴムアスルーフィング　構造用合板（特類）厚12

雪止め金物（2段）：L-40×40×5（溶融亜鉛めっき）

　　　　　　　　　　　　ステンレス取付金具共

鼻隠し・破風板

杉板 厚18　木材保護塗料塗

コンクリート打放し

外壁

杉板 厚15　ドイツ下見加工（板目赤上小・無節）　木材保護塗料塗り

透湿防水シート　通気木胴縁 15×45＠303

軒天

杉板 厚10　本実　板目赤・無節　木材保護塗料塗り
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構造用合板（特類）厚12下地木見切 40×40　木材保護塗料塗

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ便所

平均地盤面

30

2,
97

5

2,
94

53,
77

5

80
0

30

平均地盤面

2,
97

5

2,
94

5
30

鳥取港西浜緑地公衆トイレほか新築工事（建築）

代表となる設計者

一級建築士事務所登録番号　第01-1311号

【公衆トイレ】立面図　断面図 1/100

その他の設計者
フォーディー設計合同会社

南波　一好

一級建築士管理建築士　　南波　一好

一級建築士登録番号　第354034号

Ａ－１０

登録番号　第354034号

図面番号縮尺

《図面A3 縮小率70.7%》
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カラーステンレス板 厚0.4　立ハゼ葺き（勾配1.0寸）

屋根
カラーステンレス板 厚0.4　立ハゼ葺き（勾配1.0寸）
ゴムアスルーフィング下地
野地板：構造用合板（特類）厚12

住宅用軒樋
吊具共

軒先唐草

軒天
杉板 厚10（本実）
（板目赤・無節）
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コンクリート打放し
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木胴縁下地（ﾀﾃ12＋ﾖｺ24＠303）
GB-S 厚12.5のうえ

メラミン不燃化粧板張り 厚3.0

透湿防水シート
通気木胴縁 15×45＠303
杉板 厚15　ドイツ下見加工
（板目赤上小・無節）
木材保護塗料塗り
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1210524
9.5

4

12
3

4
12

.5
24

12
10

5
15

15

外部

アルミ仕上見切 厚2.0
曲げ加工

内部

平面図（出入口部）

20 10

80
2

10

10

8

20

壁立上り役物：カラーステンレス板 厚0.4 曲げ加工
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鳥取港西浜緑地公衆トイレほか新築工事（建築）

代表となる設計者

一級建築士事務所登録番号　第01-1311号

【公衆トイレ】断面詳細図（１）　部分詳細図 1/30　1/5

その他の設計者
フォーディー設計合同会社

南波　一好

一級建築士管理建築士　　南波　一好

一級建築士登録番号　第354034号

Ａ－１１

登録番号　第354034号

図面番号縮尺

《図面A3 縮小率70.7%》

木質系繊維混入セメントけい酸カルシウム板 厚14
意匠性外装仕上塗材塗
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カラーステンレス板 厚0.4　立ハゼ葺き（勾配1.0寸）
雪止め金物（1段）
ゴムアスルーフィング下地
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鳥取港西浜緑地公衆トイレほか新築工事（建築）

代表となる設計者

一級建築士事務所登録番号　第01-1311号

【公衆トイレ】断面詳細図（２）　部分詳細図 1/30　1/5

その他の設計者
フォーディー設計合同会社

南波　一好

一級建築士管理建築士　　南波　一好

一級建築士登録番号　第354034号

Ａ－１２

登録番号　第354034号

図面番号縮尺

《図面A3 縮小率70.7%》

木質系繊維混入セメントけい酸カルシウム板 厚14
意匠性外装仕上塗材塗
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5
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.5

52
.5

12
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117.51,000

上部ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ 上部ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

汚垂れ石タイル貼
800×600×厚13

ライニング天板
ポストフォームカウンター 厚20（抗菌性）

ライニング天板
ポストフォームカウンター 厚20（抗菌性）

ライニング天板
ポストフォームカウンター 厚20（抗菌性）

ライニング天板
ポストフォームカウンター 厚20（抗菌性）

ライニング天板
ポストフォームカウンター 厚20（抗菌性）

ライニング天板
ポストフォームカウンター 厚20（抗菌性）

掃除用具掛

杉板張り

杉板張り 杉板張り

杉
板

張
り

杉
板

張
り

CON打放し

杉板張り

ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板

アルミ角パイプ L=1800 小口蓋共（上下）
60×60×厚2.0（アクリル樹脂焼付塗装）
現場溶接取付後　隙間モルタル充填
《男子便所：青色系、女子便所：赤色系、多目的便所：緑色系》

60 20

60
20

6020

60
20

60
20

6020

軒先ライン

軒先ライン

竪樋
住宅用竪樋φ60
掴み金物＠1200程度

P

P P

P

【　凡　例　】

ピクトサイン取付位置を示す

床下点検口
600角

点字案内板取付
W350×H350

150 100

浸透側溝

床インターロッキング舗装

筋かい 45×90　ダブル（２倍筋かいプレート使用）

筋かい 45×90　シングル（２倍筋かいプレート使用）

1,
90

0
1,

20
0

下部コンクリート面ピン角

下部コンクリート面ピン角下部コンクリート面ピン角

下部コンクリート面ピン角

コンクリート面ピン角（い通 共通）

SUSタラップ W300×250×3段

ほ

に

コンクリート金ゴテ仕上

ベンチ

77
0

600

床150角磁器質タイル

150角磁器質タイル
（床仕上見切として段鼻タイプ使用）

1,
10

0

壁
：

木
胴

縁
下

地
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＠
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成

材
 厚
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張
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木

材
保

護
塗

料
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成

材
 厚
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張
り

　
木

材
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護
塗

料
塗

浸透側溝

鳥取港西浜緑地公衆トイレほか新築工事（建築）

代表となる設計者

一級建築士事務所登録番号　第01-1311号

【公衆トイレ】平面詳細図 1/30　1/10

その他の設計者
フォーディー設計合同会社

南波　一好

一級建築士管理建築士　　南波　一好

一級建築士登録番号　第354034号

Ａ－１３

登録番号　第354034号

図面番号縮尺

《図面A3 縮小率70.7%》
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４ １
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C　面

1,
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200
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３
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5
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25

FL
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2,

50
0

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ便所

3,000

６ ４

A　面

2,600

ほ

B　面

3,000

６４

C　面

2,600

ほ

D　面
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2,

40
0

SK

900

1,
90

0

掃除用具掛
ステンレス製モップハンガー
（既製品）

770

83
0

30
0

1,
24

0
2,

15
0

C　面

６７

2,100 900

1,000 3,000 1,000

５ ４ ３

通路

A　面

GB-R 厚9.5下地
ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板 厚3.0

GB-S 厚12.5下地
ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板 厚3.0

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

GB-S 厚12.5下地
ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板 厚3.0 GB-S 厚12.5下地

ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板 厚3.0

構造用合板（特類）厚12下地
ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板 厚3.0

ﾗｲﾆﾝｸﾞ天板
ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑｶｳﾝﾀｰ 厚20
（抗菌性）

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

GB-S 厚12.5下地
ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板 厚3.0

ﾗｲﾆﾝｸﾞ天板
ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑｶｳﾝﾀｰ 厚20
（抗菌性）

構造用合板（特類）厚12下地
ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板 厚3.0

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

GB-S 厚12.5下地
ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板 厚3.0

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

木胴縁（横18＠303）のうえ
CLT集成材 厚30タテ張り
木材保護塗料塗

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

ﾗｲﾆﾝｸﾞ天板
ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑｶｳﾝﾀｰ 厚20
（抗菌性）

GB-S 厚12.5下地
ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板 厚3.0

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

誘発目地ｼｰﾘﾝｸﾞ

誘発目地ｼｰﾘﾝｸﾞ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

構造用合板（特類）厚12下地
ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板 厚3.0

木胴縁（横18＠303）のうえ
CLT集成材 厚30タテ張り
木材保護塗料塗

GB-S 厚12.5下地
ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板 厚3.0

GB-S 厚12.5下地
ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板 厚3.0

ﾗｲﾆﾝｸﾞ天板
ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑｶｳﾝﾀｰ 厚20
（抗菌性）

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

GB-S 厚12.5下地
ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板 厚3.0

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

GB-S 厚12.5下地
ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板 厚3.0

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

透湿防水シート　通気木胴縁 15×45＠303
杉板 厚15　ドイツ下見加工（板目赤上小・無節）
木材保護塗料塗りサイン

誘発目地ｼｰﾘﾝｸﾞ

アルミ仕上見切 厚2.0

曲げ加工

鳥取港西浜緑地公衆トイレほか新築工事（建築）

代表となる設計者

一級建築士事務所登録番号　第01-1311号

【公衆トイレ】展開図 1/50

その他の設計者
フォーディー設計合同会社

南波　一好

一級建築士管理建築士　　南波　一好

一級建築士登録番号　第354034号

Ａ－１４

登録番号　第354034号

図面番号縮尺

《図面A3 縮小率70.7%》
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男子便所

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ便所

女子便所

通路

渡り廊下

　建具キープラン　S=1/100　

1ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ便所
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外部アルミ額縁を示す
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AW-3取合い
アルミ曲物 厚2.0（2ヶ所）
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外部アルミ額縁を示す
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外部三方アルミ見切を示す
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鳥取港西浜緑地公衆トイレほか新築工事（建築）

代表となる設計者

一級建築士事務所登録番号　第01-1311号

【公衆トイレ】建具キープラン　建具表 1/100

その他の設計者
フォーディー設計合同会社

南波　一好

一級建築士管理建築士　　南波　一好

一級建築士登録番号　第354034号

Ａ－１５

登録番号　第354034号

図面番号縮尺

《図面A3 縮小率70.7%》

そ
の
他

枠

AT

ST

SST

WT

建
具
金
物
略
号

DC　ドアクローザ

PH　ピボットヒンジ

FH　フロアヒンジ

ガ
ラ
ス
種
別
略
号

FL

F

N

NP

T

TF

L

IG

フロート板ガラス

型板ガラス

網入り型板ガラス

網入り磨き板ガラス

強化ガラス

強化型板ガラス

合わせガラス

複層ガラス

中空層A

建
具
略
号
表

鋼　　　　　製

アルミニウム製

木　　　　　製

鋼　製　軽　量

ステンレス製

種別

AD

戸

SD

LD

SSD

WD

AW

窓

SW

SSW

WW

がらり

AG

SG

SSG

WG

紙障子

P

ふすま

H

戸ぶすま

HD

シャッター

SS

オーバーヘッドドア

SHD

AHD

記号，場所，数量

金　　　物

備　　　考

硝　　　子

材料・仕上

形式・見込

姿　　　図

AD
1

AD
1

AD
2

AD
2

片開き框ドア　　耐風圧（S-4）

ビル用アルミサッシ（RC枠）

レバーハンドル、シリンダー本締錠（内側サムターン）、丁番

DC（ストッパー有）、外部三方アルミ額縁、標準金物一式

ステンレス沓摺共

（参）YKK AP　EXIMA31

AW
1ａ

AW
1ａ AW

1ｂ

AW
1ｂ

AW
2

AW
2

TB
1

TB
2

TB
3

AW
3

記号，場所，数量

金　　　物

備　　　考

硝　　　子

材料・仕上

形式・見込

姿　　　図

AW
1ｂ

ガラスブロック窓　　耐風圧（S-2）

ビル用アルミサッシ（つらいち枠）

内部四方アルミ額縁、標準金物一式

ガラスブロック（カスミ）　145×145×厚95

（参）YKK AP　EXIMA51e

AW
2

ガラスブロック窓　　耐風圧（S-2）

ビル用アルミサッシ（RC枠）

ガラスブロック（カスミ）　145×145×厚95

アルミ水切、外部三方アルミ見切、内部四方アルミ額縁、準金物一式

（参）YKK AP　EXIMA51e

記号，場所，数量

金　　　物

備　　　考

硝　　　子

材料・仕上

形式・見込

姿　　　図

AG
1

AW
3

AG
1

AG
1

2連FIX窓　　耐風圧（S-4）

ビル用アルミサッシ（外付枠）

F4

アルミ水切、外部一方アルミ額縁、標準金物一式

（参）YKK AP　EXIMA31

2連アルミガラリ

ビル用アルミサッシ（RC枠）

防水ガラリ（外部脱着式）、アルミ水切、外部二方アルミ額縁、標準金物一式

（参）PROGRESS ＡＮ　AM-W40R（有効開口率40％）

内部固定網戸付（ステンレスネット）

チャンバーボックス接続枠、キャッチパン付、アルミ曲物（AW-3取合）

片引きハンガー框戸　　耐風圧（S-2）

ビル用アルミサッシ（外付）

ステンレス引き棒、戸先ハンガードア錠（大型サムターン）、吊車、吊レール、自閉装置

制動装置、ストップ装置、戸当り枠、キックプレート付下かまち、標準金物一式

（参）YKK AP　EXIMA51e

TB
1

TB
2

TB
3

トイレブース

メラミン化粧板　　芯材：MDF

表示付スライドボルト、アルミ笠木、アルミ壁レール、戸当り、天井レール

グレビティーヒンジ、標準金物一式

トイレブース

メラミン化粧板　　芯材：MDF

表示付スライドボルト、アルミ笠木、アルミ壁レール、戸当り、天井レール

グレビティーヒンジ、標準金物一式

トイレブース

メラミン化粧板　　芯材：MDF

表示付スライドボルト、アルミ笠木、アルミ壁レール、戸当り、天井レール

グレビティーヒンジ、標準金物一式

ブース扉：サイン表示シート貼（サイン詳細図参照） ブース扉：サイン表示シート貼（サイン詳細図参照） ブース扉：サイン表示シート貼（サイン詳細図参照）

ステンレス下レール共

アルミ複合パネル アルミ複合パネル

AW
1ａ

ガラスブロック窓　　耐風圧（S-2）

ビル用アルミサッシ（つらいち枠）

内部四方アルミ額縁、標準金物一式

ガラスブロック（カスミ）　145×145×厚95

（参）YKK AP　EXIMA51e
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部
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15 135

FL+3090

FL+3068
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25
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30

52.552.5
17.5
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25

5

8
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換気ガラリ連窓 横断面

ＡＧ－１

シーリング

キャッチパン  ステンレス曲物2.0t

裏面グライト吹付3.0t
四周全溶接組立品

接続枠ステンレス曲物2.0t
裏面グライト吹付3.0t
四周全溶接組立品

M8ボルトナット
チャンバーボックス（設備工事）

ゴムパッキン

アルミ曲物2.0t
裏面グライト吹付3.0t

取付金物
ステンレス曲物2.0t

シーリング

シーリング

接続枠ステンレス曲物2.0t
裏面グライト吹付3.0t
四周全溶接組立品

チャンバーボックス
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ゴムパッキン

取付金物
ステンレス曲物2.0t
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シーリング シーリング
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シーリングシーリング

シーリング

シーリング

シーリング

シーリング シーリング
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鳥取港西浜緑地公衆トイレほか新築工事（建築）

代表となる設計者

一級建築士事務所登録番号　第01-1311号

【公衆トイレ】サッシ詳細図 1/5

その他の設計者
フォーディー設計合同会社

南波　一好

一級建築士管理建築士　　南波　一好

一級建築士登録番号　第354034号

Ａ－１６

登録番号　第354034号

図面番号縮尺

《図面A3 縮小率70.7%》
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　サイン位置平面図　S=1/50　

90
0

2,
10

0

い ろ は に

１

２

３

４

５

６

７

８

９

600

ほ

1,200 3,100

ｻｲﾝ①

ｻｲﾝ③

ｻｲﾝ②

ＰＰ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

点字案内板

男子便所

サイン①符号･数量

使用箇所

１箇所

S=1/30

アルミ平板 厚3.0　塩ビプリント＋UVカットラミネート加工

350×1,650

捨て板 厚3.0　ビス取付のうえ　両面テープ貼

仕様

寸法

取付

備考

床面

断面

姿図
・

Men
男性

350

65
0

1,
65

0

ベースカラー／青系

ベビーキープ

ベビーシート

禁煙

１箇所

女子便所

サイン②

床面

Women
女性

350

65
0

1,
65

0

ベースカラー／赤系

ベビーキープ

ベビーシート

禁煙

サイン③

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ便所

１箇所

床面

Toilet
バリアフリー

350

65
0

1,
54

0

ベースカラー／緑系

オストメイト

禁煙

男子便所、女子便所

P符号･数量

使用箇所

塩ビプリント

150×150

接着張り

仕様

寸法

取付

備考 トイレブース　メラミン化粧板へ貼付

断面

姿図
・

ピクトサイン 12箇所

S=1/10

S=1/30 S=1/30

通路

符号･数量

使用箇所

アルミ 厚0.5＋アクリル板 厚2.0　一体プレス加工

350×350

接着張り

仕様

寸法

取付

印刷 SRダイレクト印刷

断面

姿図
・

1箇所

S=1/5

点字案内板

仕上 樹脂クリアーコーティング

備考 （参）サン工芸　トイレ用点字案内板　TS-300程度

（参考図）

四周シーリング（MS-２）

介助用ベッド

15
0

150

（組合せA）

男子便所×１

女子便所×１ 女子便所×１

（組合せB）

洋便器

ベビーチェア

禁煙

禁煙

洋便器

禁煙

和便器

女子便所×１

（組合せC）

男子便所×１

　 ト イ レ ご 案 内 　

現在地

35
0

350

現在地

洋　式

小便器

手洗い

ベビーキープ

和　式

オストメイト

ベビーシート

介助用ベッド

鳥取港西浜緑地公衆トイレほか新築工事（建築）

代表となる設計者

一級建築士事務所登録番号　第01-1311号

【公衆トイレ】サイン計画図
1/100　1/30
1/10　1/5

その他の設計者
フォーディー設計合同会社

南波　一好

一級建築士管理建築士　　南波　一好

一級建築士登録番号　第354034号

Ａ－１７

登録番号　第354034号

図面番号縮尺

《図面A3 縮小率70.7%》
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6.53

6.32

6.06

6.31

5.74

As

IRB

IRB

As

案内板
（既設のまま）

6.02

5.71

5.62

5.40(側溝底)

5.11(桝底)

5.28

Ⅳ鳥取港

H2

スロープ

隣地境界線

H1

1.505
ｍ

法第22条指定区域

区域指定なし

隣
地

境
界

線

3,000

3,
00

0

延焼ライン

ステンレス車止め撤去
W900×H800×φ76.3×2ヶ所
基礎共 250×250×H190程度

誘導ブロック撤去
300角×26個

花壇

花壇

花壇

≒
11,000

≒
12
,5
50

誘導ブロック撤去
300角×12個

500

歩道

・・・インターロッキング舗装撤去

【　凡　例　】

敷き砂 厚30
不織布
路盤材（砕石） 厚100

インターロッキング 厚60

コンクリート境界ブロック

モルタル 厚10
捨コンクリート 厚50
路盤材（砕石） 厚100

・・・誘導ブロックを示す（点状ブロック）

車椅子駐車場標識撤去
W650×H2200
基礎共

アスファルトカッター入れ

≒
5,
00
0

5,820

再生砕石（RC-40）厚150

再生密粒アスコン

プライムコート　PK-3

スチール支柱φ48.6

L1

L2

4,120

2,
00

0

・・・アスファルト舗装撤去

2,300

≒7,700

延
焼

ラ
イ

ン

ブロック天

+320 +150

側溝天

+320

+130

+60
±0

-50
側溝天

側溝天=KBM

縁石天

-210

-145

-405

-370
縁石天

-465 -275 -290

-355

-270

-145

土間天

1,000

1,000

-585
雨水桝天

既
設

排
水

管
（暗

渠
管

）φ
40

0

既
設

側
溝

を
通

じ
て

海
へ

放
流

縁
石

Ａ
撤

去

5,375

誘導ブロック撤去
300角×12個

既
設

排
水

管
（暗

渠
管

）φ
40

0一
部

切
断

及
び

撤
去

（工
事

期
間

中
の

側
溝

排
水

に
つ

い
て

は
、仮

設
排

水
ポ

ン
プ

使
用

）

鳥取港西浜緑地公衆トイレほか新築工事（建築）

代表となる設計者

一級建築士事務所登録番号　第01-1311号

【改修前】　外構平面図 1/100

その他の設計者
フォーディー設計合同会社

南波　一好

一級建築士管理建築士　　南波　一好

一級建築士登録番号　第354034号

Ａ－１８

登録番号　第354034号

図面番号縮尺

10
030

60

3

（路床）

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ舗装詳細　S=1/20

10
0
50
10

20
0

20 150 20

(1
50
)

50

270

縁石Ａ詳細　S=1/20

50

縁
石

Ａ
撤

去

縁
石

Ａ
撤

去

6 300 6300 300

10
030

60

敷き砂 厚20
路盤材（砕石） 厚100

点字誘導ブロック 厚60

（路床）

誘導ブロック詳細　S=1/20

車椅子駐車場標識詳細　S=1/30

外構平面図　S=1/100

15
0

50

（路床）

アスファルト舗装（車道部）詳細　S=1/20

ステンレス車止め詳細　S=1/30

2,
20

0

65
0

650

300

400

10
0

30
0

50

（立面）

（平面）

スチールパネル

30
0

300

R2
00

250

50
19

0
60

10
0 25
0

80
0

900

φ76.3

SUS 2.0t HL

砕石（C-40）厚50 250

L1

L2 W1000×L3000

低木リスト（記載すべて撤去、処分）

W2000×L4000 1800

1000

1

1

符号 葉張 高さ 数量

H1 4000

符号 枝張 幹周 備考

700

高さ

8000 マツ

H2 3500 450 3500

高木リスト（記載すべて伐採・伐根、処分）

数量

1

1

《図面A3 縮小率70.7%》

道路境界線

3.528ｍ

道路境界線

3.02
6ｍ

2.01
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3.01
4ｍ

1.00
4ｍ

1.99
2ｍ

1.54
5ｍ

3.027
ｍ

2.008
ｍ

1.525
ｍ

3.021ｍ
1.017ｍ

2.497ｍ
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,5
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6.53

6.32

6.31

5.74

IRB

IRB

As

6.02

5.71

5.62

5.40(側溝底)

5.11(桝底)

管底5.28

Ⅳ鳥取港

2,250 4,300

6,550

通路上屋

通路

スロープ（1/22勾配）

隣地境界線

法第22条指定区域

区域指定なし

隣
地

境
界

線

3,000

3,
00

0

延焼ライン

延
焼

ラ
イ

ン

1.505
ｍ

花壇

花壇

花壇

歩道

・・・インターロッキング新設

【　凡　例　】

敷き砂 厚30
不織布
再生砕石敷き（RC-40）厚100

インターロッキング 厚60

コンクリート境界ブロック

モルタル 厚10
捨コンクリート 厚50
再生砕石敷き（RC-40）厚100

誘導ブロック新設

・・・誘導ブロックを示す（点状ブロック）

・・・誘導ブロックを示す（線状ブロック）

表示板① 新設
（駐車場標識）

表示板② 新設
（ハートフル駐車場案内）

再生砕石（RC-40）厚150

再生密粒アスコン

プライムコート　PK-3

コンクリート（Fc=18N/㎜2）

再生砕石敷き（RC-40）厚100

柱：40×60

車止め新設

印刷面

2,300

500

≒7,700

3,430

5,820

≒
5,
00
0

1,
23

0

・・・アスファルト舗装新設

土間コンクリート打設のうえ
ホウキ目仕上（一部金ゴテ）

120 3,980 120

ブロック天

+320 +150

+130

側溝天

+320
+60

±0 側溝天=KBM

-50
側溝天

-145

縁石天

-210

-405

縁石天

-370

-585
雨水桝天

-465

-275

-290

-355

-145

-270

縁
石

Ａ
新

設

縁石B新設

縁石B新設

1,000

1,000

縁
石

Ａ
新

設

路面標示[ゼブラ]
白線ライン引き（溶融式）W100　L=26m

路面標示(ハートフルマーク)シート貼り

コンクリート境界ブロック

モルタル 厚10
捨コンクリート 厚50
再生砕石敷き（RC-40）厚100

既設案内板

表示板① 図
（駐車場標識用）
表示板② 図
（ハートフル駐車場案内用）

2,
02

0

アスファルト舗装のうえ
カラー舗装（常温塗布式）

2,100 1,500

既
設

排
水

管
（暗

渠
管

）φ
40

0

管底 約4.73
既設排水管と接続

既
設

側
溝

を
通

じ
て

海
へ

放
流

8,310

誘導ブロック新設
新設集水桝Ａ

縁
石

Ａ
新

設

管底 約5.00

【特記】

※新設暗渠排水管については、既設排水管と同種のものを使用すること。

6.82

6.92

6.68

既設案内板

E カロカイガン支2次1
T 海岸二幹1R1R1

As

6.53

隣
地

境
界

線

隣
地

境
界

線

既設案内板

鳥取港西浜緑地公衆トイレほか新築工事（建築）

代表となる設計者

一級建築士事務所登録番号　第01-1311号

【改修後】　外構平面図 1/100

その他の設計者
フォーディー設計合同会社

南波　一好

一級建築士管理建築士　　南波　一好

一級建築士登録番号　第354034号

Ａ－１９

登録番号　第354034号

図面番号縮尺

10
030

60

3

（路床）

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ舗装詳細　S=1/20

10
0
50
10

15
0

150

50

250

縁石Ａ詳細　S=1/20

6 300 6300 300

10
030

60

敷き砂 厚30
再生砕石敷き（RC-40）厚100

点字誘導ブロック 厚60

（路床）

誘導ブロック詳細　S=1/20

駐車場入り口付近平面図　S=1/200

外構平面図　S=1/100

15
0

50

（路床）

アスファルト舗装（車道部）詳細　S=1/20

表示板①②詳細　S=1/30

車止め詳細図　S=1/30

50

10
0
50
10

12
0

120

50

220

縁石B詳細　S=1/20

50

10
0

80

再生砕石敷き（RC-40）厚100

土間コンクリート 厚80　ホウキ目仕上（一部金ゴテ）
溶接金網 φ6-150×150

（路床）

スロープ詳細　S=1/20

集水桝詳細　S=1/30

捨てコンクリート 厚50
再生砕石敷き（RC-40）厚100

550×1,200

450×1,100

683

600 401.540 1.5

643

10
0

50
0

1,
65

0
2

50
1,

60
0

70
0

90
0

舗装面

本体：アルミ押出形材

表示板：アルミパネル

印刷面：インクジェット印刷（片面）特殊コーティング加工含む

（参）積水樹脂　シンプルサインシリーズ

反射板

ボルトM10-2本

側面図正面図

平面図

600

19
0

11
5

190

1,100

45
0

（平面図）

（姿図）

GL

《図面A3 縮小率70.7%》
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　南面立面図　S=1/100　
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最高の軒高

最高の高さ

平均地盤面

最高の軒高

最高の高さ

2,
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5(
梁

下
)

【外部仕上】

■通路上屋

　　屋根：　カラーステンレス板 厚0.4　立ハゼ葺き（取付ビス18㎜ 留付＠250以下）

　　　　　　　雪止め金物（1段）：L-40×40×5（溶融亜鉛めっき）ステンレス取付金具共

　　軒天：　杉板 厚10　本実　板目赤・無節　木材保護塗料塗

■多目的駐車場

　　屋根：　カラーステンレス板 厚0.4　立ハゼ葺き（取付ビス18㎜ 留付＠250以下）

　　　　　　　雪止め金物（1段）：L-40×40×5（溶融亜鉛めっき）ステンレス取付金具共

　　軒天：　杉板 厚12　本実　板目赤・無節（白華抑制塗装品）　[準不燃材　認定番号：QM-1016（1）同等］

200 1,530 200 110 3,800 110
180

110 11,700

　床面積・建築面積求積図　S=1/200　
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
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鳥取港西浜緑地公衆トイレほか新築工事（建築）

代表となる設計者

一級建築士事務所登録番号　第01-1311号

【通路上屋・多目的駐車場】平面図　立面図　断面図 1/100

その他の設計者
フォーディー設計合同会社

南波　一好

一級建築士管理建築士　　南波　一好

一級建築士登録番号　第354034号

Ａ－２０

登録番号　第354034号

図面番号縮尺

《図面A3 縮小率70.7%》

3,800

5,
59

0

1,850 8,000 1,850

11,700

1,
53

0

【算定式】

１　 3.800× 5.590 ＝  21.2420

イ　 1.850× 1.530 ＝   2.8305

ロ　 8.000× 1.530 ＝  12.2400

ハ　 1.850× 1.530 ＝   2.8305

二　 3.800× 3.590 ＝  13.6420

イ

１

ハ

1,
00

0
3,

59
0

1,
00

0

【通路上屋】

延床面積　イ＋ロ＋ハ　＝ 17.90㎡

建築面積　イ＋ハ　　　＝  5.66㎡

【多目的駐車場】

延床面積　１　　　　　＝ 21.24㎡

建築面積　二　　　　　＝ 13.64㎡

ロ

二

区　間 周　長 面　　積　（㎡）
イ－ロ 4.590 （  0.440 +   0.540 ）×  4.590 / 2 =   2.2491
ロ－ハ 3.800 （  0.540 +   0.565 ）×  3.800 / 2 =   2.0995
ハ－二 4.590 （  0.565 +   0.465 ）×  4.590 / 2 =   2.36385
二－イ 3.800 （  0.465 +   0.440 ）×  3.800 / 2 =   1.7195
合計 16.780 8.43195 

平均地盤面 = 8.431950 / 16.780 = 0.5025  

【多目的駐車場】　平均地盤面算定

→　設計GL-232 下がり
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屋根
カラーステンレス板 厚0.4　立ハゼ葺き（勾配1.0寸）　取付ビス18㎜ 留付＠250以下
ゴムアスルーフィング下地
野地板：　構造用合板（特類）厚12
軒天（見掛り）：　杉板 厚10　本実　板目赤・無節
垂木：　60×75＠455
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ゴムアスルーフィング下地
野地板：　構造用合板（特類）厚12
軒天（見掛り）：　杉板 厚12　本実　板目赤・無節（準不燃）
垂木：　60×75＠455
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　通路上屋　断面詳細図　S=1/30　

　多目的駐車場　断面詳細図　S=1/30　
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柱脚金物

柱脚金物

※　木部見掛り部分は全て、木材保護塗料塗とする。（多目的駐車場の軒天は除く）

雪止め金物
L-40×40×5　1段（溶融亜鉛めっき）
ステンレス取付金具共

雪止め金物
L-40×40×5　1段（溶融亜鉛めっき）
ステンレス取付金具共

破風板・鼻隠し
杉板 厚18

既製品梁受け金物取付
（参）BXカネシン　プレセッタータイプM梁受金物

既製品梁受け金物取付
（参）BXカネシン　プレセッタータイプM梁受金物

81
2,

30
0

15
0

2,
53

1
13

5

2,
66

6

平均地盤面

10
0

19
5

頬杖
ボルト締付部小口塞ぎ

頬杖
ボルト締付部小口塞ぎ

鳥取港西浜緑地公衆トイレほか新築工事（建築）

代表となる設計者

一級建築士事務所登録番号　第01-1311号

【通路上屋・多目的駐車場】断面詳細図（１） 1/30

その他の設計者
フォーディー設計合同会社

南波　一好

一級建築士管理建築士　　南波　一好

一級建築士登録番号　第354034号

Ａ－２１

登録番号　第354034号

図面番号縮尺

《図面A3 縮小率70.7%》
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　仮設計画図　S=1/200　
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・・・仮囲い　A型バリケード　L1190×H790×D470　　計52台

《図面A3 縮小率70.7%》

EL=6.16

EL=6.
00

鳥取港西浜緑地公衆トイレほか新築工事（建築）

代表となる設計者

一級建築士事務所登録番号　第01-1311号

仮設計画図 1/200

その他の設計者
フォーディー設計合同会社

南波　一好

一級建築士管理建築士　　南波　一好

一級建築士登録番号　第354034号

Ａ－２２

登録番号　第354034号

図面番号縮尺

【共通仮設】

■仮囲い・・・成形鋼板　H=2.0ｍ　[計103.5ｍ]

■キャスターゲート　W=6.0ｍ、H=1.8ｍ　片開きタイプ　［計1ヶ所］

・・・交通誘導員

道路境界線

道路境界線

道路境界線

nanba
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木造構造関係共通事項（配筋標準図）

1.1　適用範囲

（１）木造構造関係共通事項は構造関係の共通的事項と、配筋詳細図から構成される。

（２）配筋詳細図は鉄筋コンクリート部分における配筋の加工、組立等の一般的な標準図とする。

1.2　優先順位

（１）設計図書間で配筋方法に相違がある場合の優先順位は以下のとおりとする。

１．特記仕様書

２．図面 　2-1　下記2-2以外の図面

　2-2　木造構造関係共通事項（配筋標準図）

1.3　用語の定義

（１）異形鉄筋の径(本文、図、表において「d」で示す)は、呼び名に用いた数値とする。

（２）長さ、厚さ等の単位は、特記なき限り㎜とする。

1.4　記号

設計図中で使用する記号は、表1.1～表1.4を標準とする。

表1.1　鉄筋の断面表示

区分
径　

建築

D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29 D32

● ● ・

表1.2　各階伏図における記号

記号 説明 記号 説明

　スラブ配筋種別 　杭の位置

　スラブ厚さ 　試験杭の位置

　階段の配筋種別 　打増しの範囲

　土間コンクリート 　スラブ開口

　コンクリートブロック壁（ＣＢ壁）

※Ｓ

DO

　耐力壁の種別

　ＦＬからの上がり下がり　梁・スラブの上がり下がりの範囲

　ボーリング位置

EW○○

EKW○○

（±　　）

●

区分
径　

建築

50 75 100 125 150 175 200 225 250 275 300 325 350 375 400

表1.3　梁貫通孔記号

表1.4　スリーブ材質の凡例

管　名 鋼　　管

SP（白管）

溶融亜鉛めっき鋼管

GA

硬質塩化ビニル管（薄肉管） つば付き鋼管（黒管）

VU RS

※建築用以外のスリーブ材質は各工事による。

１　総則

２　鉄筋の加工

鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所は、表2.1を標準とする。

表2.1　鉄筋の折曲げ内法直径

折曲げ内法直径（D）

　ＳＤ２９５Ａ

　ＳＤ２９５Ｂ、ＳＤ３４５
　ＳＤ３９０

　Ｄ１６以下
　Ｄ１９

～Ｄ３８ ～Ｄ３８

　Ｄ１９

折曲げ図

（余長）

折曲げ

角　度

Ｄ

d

8
d
以

上

Ｄ

4d以上

d

Ｄ

d

6d
以
上

Ｄ d

Ｄ

d

１８０°

１３５°

９０°

１３５°

及び

９０°

（幅止め筋）

３ｄ以上 ４ｄ以上 ５ｄ以上

（注）１．片持スラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フック又は135°フックを用いる場合は、余長は4d以上

　　とする。

２．90°未満の折曲げの内法直径は特記による。

３　異形鉄筋の末端部

次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。

（１）柱の四隅にある主筋（図3.1の●）で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合

 床版  床版

　　梁　梁

柱

 壁 壁 

壁 壁  壁

（４）帯筋、あばら筋及び幅止め筋

４　鉄筋の継手及び定着

（ａ）鉄筋の重ね継手

（１）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋径による。

（２）鉄筋の重ね継手の長さは、表4.1による。

表4.1　鉄筋の重ね継手の長さ

鉄筋の

種　類

コンクリートの

設計基準強度

Ｆｃ（Ｎ／㎜2）

Ｌ1　（フックなし） Ｌ1h （フックあり）

18

21

24、27

30、33、36

18

21

24、27

30、33、36

21

24、27

30、33、36

SD295A

SD295B

SD345

45d

40d

35d

35d

50d

45d

40d

35d

50d

45d

40d

35d

30d

25d

25d

35d

30d

30d

25d

35d

35d

30d

図3.1

（注） １．Ｌ1、Ｌ1h：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ。

２．フックありの場合のＬ1hは、図4.1に示すようにフック部分 を含まない。

３．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

Ｌ1h

（３）建築基準法施行令第81条第１項（時刻歴応答解析計算）、第２項第一号（保有水平耐力計算、限界耐力計算、

　　　エネルギー法）以外の計算による場合、主筋及び耐力壁の鉄筋の重ね継手を設ける場合にあっては、フック

　　　のありなしにかかわらず40d以上とする。（軽量骨材を使用する場合は50d以上）

（４）隣り合う継手の位置は、表4.2による。

　　　ただし、壁の場合及びスラブ筋でD16以下の場合は除く。

表4.2　隣り合う継手の位置

Ｌ1h

Ｌ1h

図4.1　フックありの場合の重ね継手の長さ

フックあり

の場合

Ｌ1h a Ｌ1h

重
ね
継
手

a≧0.5Ｌ1h

Ｌ1

Ｌ1

の場合

フックなし
Ｌ1 a Ｌ1

a＝0.5Ｌ1 a≧0.5Ｌ1

（ｂ）鉄筋の定着

（１）鉄筋の定着長さは、表4.3及び図4.2による。

表4.3　鉄筋の定着の長さ

鉄筋の

種　類

コンクリートの

設計基準強度

Ｆｃ（Ｎ／㎜2）
Ｌ1 Ｌ2 Ｌ1h Ｌ2h

Ｌ3hＬ3

小梁 スラブ スラブ小梁

18

21

24、27

30、33、36

18

21

24、27

30、33、36

21

24、27

30、33、36

45d

40d

35d

35d

50d

45d

40d

35d

50d

45d

40d

40d

35d

30d

30d

40d

35d

35d

30d

40d

40d

35d

20d

10d

かつ

150㎜

以上

35d

30d

25d

25d

35d

30d

30d

25d

35d

35d

30d

30d

25d

20d

20d

30d

25d

25d

20d

30d

30d

25d

10d －

SD295A

SD295B

SD345

SD380

（注）

３．Ｌ3：小梁及びスラブの下端筋のフックなし直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。

４．Ｌ3h：小梁の下端筋のフックあり直線定着の長さ。

５．フックあり直線定着の場合は、図4.2に示すようにフック部分

６．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

定着起点 定着起点

Ｌ1、Ｌ2又はＬ3 Ｌ1h、Ｌ2h又はＬ3h

（２）梁主筋の柱内定着の方法又は、小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は、図4.3に示すように、全長を表4.3に示すフックなし

　　　直線定着の長さとし、かつ、余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを表4.4に示す長さ（かつ、梁主筋の柱内定着において

　　　は、柱せいの3/4倍以上）のみ込ませる。

　Ｌ1又はＬ2

 Ｌa（ただし、柱せいの3/4倍以上）

余
長

余
長

　Ｌ1又はＬ2

　 Ｌb

小梁及びスラブの上端筋の

　　　　　図4.3　定着の方法

表4.4　鉄筋の投影定着の長さ

鉄筋の

種　類

コンクリートの

設計基準強度

Ｆｃ（Ｎ／㎜2）

18

21

24、27

30、33、36

18

21

24、27

30、33、36

21

24、27

30、33、36

SD295A

SD295B

SD345

Ｌa Ｌb

20d

15d

15d

15d

20d

20d

20d

15d

20d

20d

20d

15d

15d

15d

15d

20d

20d

15d

15d

15d

20d

20d

（注） １．Ｌa：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ。

２．Ｌb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ。

　　　　（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）

　　　　（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

３．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

５　鉄筋のかぶり及び間隔

（ａ）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表5.1による。

　　　ただし、柱及び梁の主筋にD29以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。

表5.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ（単位：㎜）

構造部分の種別

スラブ

耐力壁以外の壁

柱、梁、耐力壁

擁壁、耐圧スラブ

柱、梁、スラブ、壁

基礎、擁壁、耐圧スラブ

土に接し

ない部分

土に接す

る部分

煙突等高熱を受ける部分

仕上げあり

仕上げなし

屋内

屋外

仕上げあり

仕上げあり

仕上げなし

仕上げなし

最小かぶり厚さ

20

30

30

30

30

40

40

※ 40

※ 60

60

（注） １．※印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。

　　　のものを除く。

２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）

３．スラブ、壁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨てコンクリートの厚さを含まない。

４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

５．煙害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。

（ｂ）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに10㎜を加えた数値を標準とする。

（１）粗骨材の最大寸法の1.25倍

（２）25㎜

間隔

D Dあき

（ｃ）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の1.5倍

　　Dは、鉄筋の最大外径

図5.1　鉄筋相互のあき

（ａ）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、（ｃ）による。

６　基礎及び基礎梁の配筋

６．１　基礎梁主筋の継手、定着及び余長

（ａ）一般事項

（１）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が異なる場合は図6.1のように

　　　反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着する。

Ｌ2

梁

柱

梁

図6.1　梁筋の基礎梁内への定着

（ｂ）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長は、図6.2による。

/4 /2

継手長さ

≧
1
0
0

継手長さ

Ｌa Ｌa

Ｌ2

Ｌ2

Ｌa Ｌa

Ｌ2

Ｌ2

１．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

２．破線は、柱内定着の場合を示す。

３．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

/4/4 /2

 ガス圧接を例で示す。

：継手の好ましい位置

図6.2　主筋の継手、定着及び余長（その１）

/4/4 /2

継手長さ
Ｌa Ｌa

Ｌ2

Ｌ2

Ｌa Ｌa

Ｌ2

Ｌ2

１．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

２．破線は、柱内定着の場合を示す。

３．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

/4/4 /2

：継手の好ましい位置

（ｃ）独立基礎で、基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継ぎ手、定着及び余長は、図6.3による。ただし、耐圧スラブが付く場合は（ｄ）による。

15d(余長)

15d(余長)15d(余長)

20d(余長) 20d(余長)

継手長さ

 ガス圧接を例で示す。

図6.2　主筋の継手、定着及び余長（その２）

記号（建築用）

4
d
以

上

4d
以
上

（２）梁主筋の重ね継ぎ手が、梁の出隅及び下端の両端（図3.1の●）にある場合（基礎梁を除く）

（３）杭基礎のベース筋

SD390

１．Ｌ1、Ｌ1h：２．以外のフックなし直線定着の長さ及びフックあり直線定着の長さ。

２．Ｌ2、Ｌ2h：割裂破壊のおそれのない箇所へのフックなし直線定着の長さ及びフックあり直線定着の長さ。

を含まない。また、中間部での折曲げは行わない。

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

梁内折曲げ定着の投影定着長さ

SD390

二段筋

３．国土交通大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(平成25年版)」

a

a

直線定着の長さ フックあり定着の長さ

直線定着の長さ 　フックあり定着の長さ

　　　　　図4.2　直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

（ｄ）鉄筋相互のあきは図5.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。ただし、機械式継手及び溶接継手の場合のあきは、特記による。

鳥取港西浜緑地公衆トイレほか新築工事（建築）

代表となる設計者

一級建築士事務所登録番号　第01-1311号

木造構造関係共通事項（その１） -

その他の設計者
フォーディー設計合同会社

南波　一好

一級建築士管理建築士　　南波　一好

一級建築士登録番号　第354034号

Ｓ－０１

登録番号　第354034号

図面番号縮尺

nanba
南波_設計

ikegutikimitosi
西浜トイレ



Ｌ
1

0 

（ｂ）原筋及び幅止め筋は、図8.2による。ただし、梁せいが1.5ｍ以上の場合は特記による。

連続端

（ｄ）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図6.4による。

/4/4 /2

１．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

２．破線は、柱内定着の場合を示す。

３．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

/4/4 /2

：継手の好ましい位置

継手長さ
継手長さ

20d(余長) 20d(余長)

15d(余長) 15d(余長)

Ｌ
2

Ｌa

Ｌa

Ｌ2

Ｌ2Ｌ2

Ｌa

 ガス圧接を例で示す。

６．２　基礎梁のあばら筋

（ａ）あばら筋組立の形及びフックの位置は、8.1(a)による。ただし、梁の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが1.5ｍ以上の場合は、

　　　図6.5によることができる。

≧
8
d

Ｌ
1
h  コンクリート打継ぎ面

一般の場合 重ね継手とする場合

　　　　　図6.5あばら筋組立の形及びフックの位置

７　柱の配筋

７．１　帯筋組立の形及び割付け

①Ｈ形

②Ｗ－Ｉ形

（イ） （ロ） （ハ） （ニ）

（イ） （ロ） （ハ）

注）溶接は、鉄筋の組立前に行う。

１．Ｈ形を標準とする。

２．フック及び継手の位置は、交互とする。

４．Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ｉ形とする。

７．２　柱の打増し補強

　　　　　図7.1　帯筋組立の形

土に接する柱周囲の打増しは図7.2による。

≧
8
d

≧
6d

Ｌ Ｌ Ｌ

FL

GL

 増打ち厚さ10㎜

 増打ち厚さ10㎜

　　　　図7.2　柱打増し部

８　梁の配筋

８．１　あばら筋（６．２　基礎梁のあばら筋等以外のあばら筋等に限る）の組立の形

（ａ）あばら筋組立の形及びフックの位置

≧
6d

≧
6d

≧
8
d

≧
8
d

≧
8
d

（イ） （ロ） （ハ） （ニ）

１．(イ)形を標準とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、(ロ)又は(ハ)、Ｔ形梁の場合は(ロ)～(ニ)とすることができる。

２．フックの位置は、(イ)の場合は交互とし、(ロ)の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、Ｔ形では、交互とする。

　　なお、(ハ)の場合は床版が付く側を90°折り曲げとする。

　　　図8.1　あばら筋組立の形

（ｂ）腹筋及び幅止め筋

 幅止め筋

 腹筋 2-D10

 2-D10

 2-D10

 2-D10

 2-D10

 2-D10

　　　図8.2　腹筋および幅止め筋

２．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000程度とする。

１．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150㎜程度とする。

Ｄ

600≦Ｄ＜900 900≦Ｄ＜1,200 1,200≦Ｄ＜1,500

８．２　小梁主筋の継手、定着及び余長

（ａ）連続小梁の場合は、図8.3による。

0/40/4

0 

0/40/6 0/12 0/4

15d(余長) 15d(余長) 15d(余長) 15d(余長)

20d(余長) 20d(余長) 20d(余長) 20d(余長)

Ｌb

Ｌ
2

Ｌ2(定着)

連続端

Ｌ3h

外端

　　　図8.3　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

（ｂ）単独小梁の場合は、図8.4による。

0 

0/6

15d(余長)

20d(余長)

Ｌb

Ｌ
2

Ｌ3h

15d(余長)

20d(余長)

Ｌb

Ｌ
2

Ｌ3h

１．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

１．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

２．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。

　　　図8.4　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

端部 端部

８．３　片持梁主筋の継手、定着及び余長

（ａ）先端に小梁のない場合

15d

Ｌ

2  /3 Ｌa

Ｌ2

Ｌ3h

15d

Ｌ

2  /3

Ｌ3h
Ｌ

2

一般階 最上階

２．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。

　　　図8.5　片持梁主筋の定着及び余長

（ｂ）先端に小梁がある場合

 片持梁筋折下げ  片持梁筋折下げ

先端小梁

片持梁

Ｌ
2

Ｌ
2

 先端小梁(頭つなぎ梁)

 片持梁

小梁外端部 小梁連続端部

水平断面 垂直断面

２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

　　　　図8.6　片持梁主筋の定着

９　スラブの配筋

９．１　スラブ開口部の補強

（ａ）スラブ開口の最大径が700㎜以下の場合は、図9.1により開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め方向に

Ｌ1

Ｌ
1

ｎ2本

ｎ1本

 (ｎ2/２)本

 (ｎ1/２)本

　　　することができる。

（ｂ）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略

９．２　スラブの打継ぎ補強

　　　（土間スラブは土に接するスラブでＳ形の配筋によるものをいう。）

スラブ筋と同径、同材質、同間隔

中間部 端部

図9.2　打継ぎ補強配筋

ａ≦300の場合

Ｌ2

ａ
Ｌ

2

Ｌ2

Ｌ2

ａ
Ｌ

2Ｌ
3

 D13  D13

（ｂ）土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

　　　（土間コンクリート補強筋は構造図による。なお、基礎梁との接合部は図9.3による。）

中間部 端部ａ≦300の場合

ａ
Ｌ

2

ａ
Ｌ

2

 D13

Ｌ2

 D13

Ｌ2  土間コンクリート補強筋

鉄筋径及び間隔に合わせる

土間コンクリート補強筋の

図9.3　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

１０　梁貫通孔その他の配筋

１０．１　梁貫通孔の配筋

（１）梁貫通孔補強筋の名称等は、図10.1による。

（２）孔の径は、梁せいの1/3以下とする。

（３）孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端よりD/3（Dは梁せい）の範囲には設けてはならない。

（４）孔は、柱面から原則として、1.5D以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。

（５）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。

（６）横筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

（７）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図10.2による。

　　　補強を省略することができる。

（８）孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150㎜未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋できる場合は、

（９）溶接金網の余長は１格子以上とし、突き出しは10㎜以上とする。

（10）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。なお、リング筋は、溶接金網に４箇所以上溶接する。

（11）溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下端とし、縦筋では貫通孔の中心とする。

 上縦筋

 下縦筋

 縦筋

 あばら筋

斜め筋 

横筋 

 あばら筋

 縦筋

 横筋

 斜め筋

 上縦筋

 下縦筋

Ｈ形

 斜め筋  縦筋

D/2

 余長突出し 

 リング筋

 あばら筋

 溶接金網

D

 斜め筋  あばら筋

 縦筋

 溶接金網

 突出し

 突出し

 余長

 余長

 かぶり

 かぶり

 貫通孔外径

 リング筋

 突き合せ溶接

図10.1　梁貫通孔補強筋の名称等

ＭＨ形及びＭ形

Ｌ1

Ｌ1

Ｌ
1

図10.2　補強筋の定着長さ

45ﾟ 45ﾟ

図10.3　他の開孔を設けない範囲

１０．２　梁貫通孔の補強形式

（ａ）梁貫通孔の補強形式は表10.1により、種別の適用、箇所数は構造図による。

表10.1　Ｈ形配筋

配筋

種別
斜め筋 縦筋 横筋 上下縦筋

Ｈ1

Ｈ2

Ｈ3

Ｈ4

Ｈ5

Ｈ6

Ｈ7

2-2-D13

4-2-D13

4-2-D16

4-2-D16

4-2-D19

4-2-D22

なし

2-2-D13

2-2-D13

4-2-D13

なし なし

2-2-D13 2-2-D13

2-2-D13 3-2-D13

（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。

二段筋

図6.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）

d

d

３．溶接する場合の溶接長さLは、両面フレア溶接の場合は5d以上、片面フレア溶接の場合は10d以上とする。

d

0/20/4 0/2 0/4

0/2 0/47

0/4 0/2 0/4

0/60/32

１．　　　　　　印は、余長位置を示す。

１．図示のない事項は、（ａ）による。

　　　2-D13（　＝2Ｌ1）シングルを上下端の内側に配筋する。

Ｌ
1

　　　　図9.1　スラブ開口部の補強配筋

（ａ）土間スラブの打継ぎ補強（基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強）

Ｄ
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木工事・軸組構法工事　補足特記仕様書（その１）

１．一般事項

（１）適用範囲

本仕様書は、建築物及び工作物の構造上主要な部分における木質構造工事に適用する。

（２）製作要領書及び施工計画書の作成・提出

工事に先立ち、製作要領書や施工計画書を作成し、監督職員の承諾を受ける。

（３）施工図等の提出

工事に先立ち各種の施工図等を作成し、監督職員の承諾を受ける。また、必要に応じて接合部のモックアップの作成を行う。

プレカット工場を使用する場合には、プレカット図を施工図と位置づける。

（４）製作工場の選定、承諾

（５）各種試験・検査報告書の提出

施工者は、各種工事の試験、検査結果ならびに施工記録を提出する。

設計図書に基づき、工場の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ自主管理能力を有する工場を選定し、監督職員の承諾を受ける。

（６）構法の変更

図示以外の構法が適当と判断される場合は、監督職員の承諾を受けて、構法の変更を行うこと。

（１）横架材同士の継手

１．曲げ応力や引張り力を負担しない継手：腰掛け蟻継ぎ

　せん断力が大きい場合は台持ち継ぎとする。

　長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。

　逆せん断力と引張の補強として短冊金物等を併用すること。

　柱からの持ち出し位置は、連続梁の長期荷重の反曲点付近とする。

　　　　　　　　　　台持ち継ぎ

男
木

男
木

女
木

女
木

女
木

男
木

　　　腰掛け鎌継ぎ

　　　腰掛け蟻継ぎ

 アンカーボルト

 男木  女木

 継ぎ手位置

 短冊金物

柱

２．軸組構法接合部の標準仕様

２．曲げ応力や引張り力を負担する継手

伝達できるＭやＴは母材全断面の２割以下と考えること。

追掛け大栓・金輪・尻狭み継ぎ、鋼板挿入ドリフトピン接合

材
幅
の
3～

3.
5倍

追掛け大栓継ぎ 金輪継ぎ

尻挟み継ぎ

鋼板挿入（ドリフトピン）

（２）柱の継手

伝達できるＭやＴは母材全断面２割以下と考えること。

やむを得ず柱の継手を設ける場合は、曲げと軸力による複合応力の検定を行い安全性を確認する。

（３）横架材同士の仕口

１．せん断力が母材全断面の３割以下の仕口：（大入れ）蟻掛け

長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。

逆せん断力と引張の補強として羽子板ボルト等を併用する。

男木の梁せいが女木の2/3以下の場合か、仕口直下に柱がある場合には、大入れとしてもよいが、

そうでない場合は、男木のせいの2/3程度の顎をかける。

2
/
3
h
程

度

女
木

男木

女
木

男木

柱

羽子板ボルト 大入れ蟻掛け

既製品の場合は金物メーカーの許容せん断力の値を用い、特注品の場合は構造計算で許容せん断力を算出して安全性を確認すること。

２．せん断力が母材全断面の３割を超える仕口：梁受け金物

柱 柱

短ほぞ差し

ほぞ差し

大いれ小根

寄せ

ほぞ差し

　大いれ

　蟻掛け

柱

落とし蟻

落とし蟻の場合は、ＨＤ金物を用いる。

短期引張力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算または応力度計算により、必要耐力を有するＺマーク金物等を併用すること。

柱脚部は扇ほぞ差し又は寄せほぞ差し（ただし、柱勝ちの場合、落とし蟻または土台を寄せほぞ差しとする。）

２．土台の出隅入墨部

（４）柱と横架材の仕口

短期引張力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算または応力度計算により、必要耐力を有するＺマーク金物等を併用すること。

柱

横
架
材

山形プレート

短ほぞ差し＋山形プレート

柱

横
架
材

長ほぞ差し込み栓止め

梁受け金物の例（既製品） 渡り顎掛け

３．一方を片持ち梁とする場合：レベル差を設け渡り顎掛け

逆せん断の補強として羽子板ボルト等を併用すること。

１．柱の上下端部：短ほぞ差し、長ほぞ差し込み栓止め

土台同士は大入れ小屋ほぞ差し割りくさび締め、大いれ蟻掛け又は片蟻掛け

３．通し柱と胴差し：小胴付きほぞ差し、傾ぎ大いれほぞ差し、梁受け金物

梁受け金物以外の仕口には、引張りの補強として短冊金物やかね折り金物等を併用すること。

傾ぎ大いれ短ほぞ差し

小胴付きほぞ差し

かね折り金物

短冊金物

（５）筋かい端部

平12建告1460号の例示仕様または同等品とする。

（６）火打ち、方杖

角材を用いる場合の端部は、傾ぎ大いれ＋ボルト締めとする。

Ｚマーク鋼製火打ち又は同等品としてもよい。

（７）小屋束の上下端部

短ほぞ差し又は長ほぞ差し込み栓止めとする。

風圧力による引張力の補強として、山形プレート金物同等以上で固定する。

筋かいプレート

（同等認定品）

傾ぎ大いれ

ボルト（M12標準）
も
や

山形プレート

山形プレート

小屋束

小屋梁

（８）根太、垂木と横架材

落とし込み根太：横架材に大いれ又は根太掛け＋斜め釘

半欠き根太：横架材に大いれ腰掛け＋斜め釘

転ばし根太：根太が正角断面の場合、横架材に脳天釘止め

垂木：横架材に垂木道を掘り、転ばし根太と同様に止める。

風の負圧の補強：許容応力度計算により必要耐力を有するひねり金物等を取り付ける。

 根太彫り

半欠き根太
軒桁

垂木

 ひねり金物

　　　　　　根太が縦長角断面の場合、斜め釘２本止め

（d：ボルト径、t：主材厚）

（９）間柱と横架材

上下横架材に深さ３㎜程度大いれ＋釘N75斜め釘上部ほぞ差し、下部突き付け＋釘N75斜め釘

加力方向

 
E
2P1P1E1

 
P
2

繊
維
直
交
方
向

E
2

E
2

P
2

Ｅ１ 15d 10d

Ｐ１ 12d 10d

Ｅ２ 5d 8d

Ｐ２ 5d 8d

繊
維
方
向

繊　維 繊維直交

方　向 方　向

E1

E1 E1 E1

P2

P2E2

E2

E2

 P2

繊
維
直
交
方
向

Ｅ１

Ｐ１

Ｅ２

繊
維
方
向

P1E1

 
P
2 E1

e
2

e
2

E
2

E
2

P
2

繊維方向 繊維直交方向

加力方向

7d（荷重負担側）

4d（荷重非負担側）

7d

t/d≦6 1.5d

t/d＞6 1.5dかつP2/2

7d

t/d＝2 3d

2≦t/d＜6 3d～5d

t/d＞6 5d

特記による。特記のない

場合は以下の数値とする。

4d（荷重負担側）

E1 P1

E1 P1

P
2

E
2

E
2

E1

P1
P2

E2

E2

Ｐ２ 3d
4d

1.5d（荷重非負担側）

P1 P1

（d：釘径）

（10）ボルトの最小間隔及び最小端あき距離

１．構造用合板・大壁造の場合 ２．構造用合板・真壁造の場合

 受材 30×40

 釘 N50 @300

梁 梁

6
㎜

以
上

150 150

受材以外で合板を継ぐ場合 

胴つなぎ及び間柱45×65以上 

30
0

15
0

15
0

15
0

15
0

 受材以外で合板を継ぐ場合

15
0

15
0

 胴つなぎ及び間柱45×100以上

15
0

15
0

土台 土台

 構造用合板  構造用合板

 釘 N50 @150  釘 N50 @150

※ 受け材は柱や横架材にN75 @300以下で平打ちする。

（11）面材耐力壁

１．2F床水平構面　構造用合板24㎜仕様

 本来の位置に釘を打つことができない時は

 移動して必要本数を満たすよう釘を打つこと

@150

@9
10

@1
50

構造用合板
厚さ24㎜以上

@1
50

 釘 N75@150

910

 受材
910 60×45以上

（12）水平構面

２．屋根水平構面　屋根仕様

構造用合板 厚さ12㎜以上

150

 垂木に釘 CN50@150

母屋位置

釘斜め打ち（3-N75）

45
5

　　　軒桁位置  軒桁、棟木位置には転び止め（垂木と同寸）を配置

ひねり金物ST-9又は同等品  垂木－垂木間で釘斜め打ち（4-N75､表･裏に千鳥配置）

　　　＋釘斜め打ち（3-N75）

１．土台用アンカーボルト

M12アンカーボルトは@2,000以内に配置、基礎への埋込長さは250㎜以上とする。

耐力壁の部分は、その両端の柱の下部にそれぞれ200㎜以内の位置に配置すること。

（ただし、ホールダウン用アンカーボルトを取り付けた場合は上記の配置を省略可とする）

200㎜
以
内

座金：厚さ4.5㎜、40㎜角（Ｚマーク）

　　　又は同等以上

 M12アンカーボルト埋込長さ250㎜以上

２．アンカーボルトの保持、埋込み工法　　・　Ａ種　　・　Ｂ種

M12アンカーボルトは@2,000以内に配置、基礎への埋込長さは250㎜以上とする。

（表6.5.1）

（13）柱頭・柱脚

 かすがい  Ｌ字型かど金物

 ZN65 横架材に5本、柱に5本

３．（い）かすがい ４．（ろ）Ｌ字型かど金物
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木工事・軸組構法工事　補足特記仕様書（その２）

 羽子板ボルト M12ボルト 山形プレートVP

 ZN90 横架材に4本、柱に4本

※（ほ）羽子板ボルト＋スクリュー釘の場合は

　　　　長さ50㎜径4.5㎜のスクリュー釘を１本追加すること

 M16アンカーボルト埋込長さ360㎜以上

 S-HD10

 M12ﾎﾞﾙﾄ2本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ2本
（首下長さ110㎜以上）

 M16座付きボルト

（80×80×9）

（首下長さ110㎜以上）

 12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ2本

 S-HD10

 M12ﾎﾞﾙﾄ2本もしくは

－柱脚－ －柱頭－

 M16アンカーボルト埋込長さ360㎜以上

（首下長さ110㎜以上）

 M16座付きボルト

（80×80×9）

（首下長さ110㎜以上）－柱脚－ －柱頭－

 S-HD15

 M12ﾎﾞﾙﾄ3本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ3本

 S-HD15

 M12ﾎﾞﾙﾄ3本もしくは
 12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ3本

 M16アンカーボルト埋込長さ360㎜以上

（首下長さ110㎜以上）

 M16座付きボルト

（80×80×9）

（首下長さ110㎜以上）－柱脚－ －柱頭－

 S-HD20

 M12ﾎﾞﾙﾄ4本もしくは
 12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ4本

 S-HD20

 M12ﾎﾞﾙﾄ4本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ4本

 もしくはM16ボルト＋角座金

 もしくはM16ボルト＋角座金

 もしくはM16ボルト＋角座金

５．（は）山形プレート ６．（は）山形プレート

７．（へ）10kNホールダウン・引寄金物

８．（と）15kNホールダウン・引寄金物

９．（ち）20kNホールダウン・引寄金物

 M16アンカーボルト埋込長さ360㎜以上

（首下長さ110㎜以上）

 M16座付きボルト

（80×80×9）

（首下長さ110㎜以上）－柱脚－ －柱頭－

 S-HD25

 M12ﾎﾞﾙﾄ5本もしくは12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ5本

 S-HD25

 M12ﾎﾞﾙﾄ5本もしくは
 12φﾗｸﾞｽｸﾘｭｰ5本

 もしくはM16ボルト＋角座金

10．（り）25kNホールダウン・引き寄せ引寄金物

（5.4.2）（１４）筋かい端部の仕口

・ 筋かいの種類に応じた接合方法

(1) 厚さ30㎜以上、幅90㎜以上の木材による筋かい

(2) 厚さ45㎜以上、幅90㎜以上の木材による筋かい

(3) 厚さ90㎜以上、幅90㎜以上の木材による筋かいは図示による

・　耐力壁となる軸組の柱と横架材の仕口

（と）に掲げる仕口を２組用いたもの（ぬ）

法としたもの

（布基礎に対してはアンカーボルトM16）を介して緊結したもの又はこれと同等以上の接合方
（り）

布基礎若しくは上下階が連続する柱に対して当該引き寄せ金物に留め付けた六角ボルトM16

引き寄せ金物HD-B25又はS-HD25を用い、柱に対して六角ボルト5-M12、横架材（土台を除く）、

法としたもの

（布基礎に対してはアンカーボルトM16）を介して緊結したもの又はこれと同等以上の接合方
（ち）

布基礎若しくは上下階が連続する柱に対して当該引き寄せ金物に留め付けた六角ボルトM16

引き寄せ金物HD-B20又はS-HD20を用い、柱に対して六角ボルト4-M12、横架材（土台を除く）、

法としたもの

（布基礎に対してはアンカーボルトM16）を介して緊結したもの又はこれと同等以上の接合方
（と）

布基礎若しくは上下階が連続する柱に対して当該引き寄せ金物に留め付けた六角ボルトM16

引き寄せ金物HD-B15又はS-HD15を用い、柱に対して六角ボルト3-M12、横架材（土台を除く）、

もの

対してはアンカーボルトM16）を介して緊結したもの又はこれらと同等以上の接合方法とした
（へ）

は上下階が連続する柱に対して当該引き寄せ金物に留め付けた座金付きボルトM16W（布基礎に

引き寄せ金物HD-B10又はS-HD10を用い、柱に対して六角ボルト2-M12、横架材、布基礎若しく

これらと同等以上の接合方法としたもの

の連続する柱に対してそれぞれ六角ボルトM12締め及びスクリュー釘ZS50打ちとしたもの又は
（ほ）

横架材に対して角座金W4.5×40を介してナット締めしたもの又は短ざく金物Sを用い、上下階

羽子板ボルトSB･F又はSB･Eを用い、柱に対して六角ボルトM12締め及びスクリュー釘ZS50打ち、

してそれぞれ六角ボルトM12締めとしたもの又はこれらと同等以上の接合方法としたもの

W4.5×40を介してナット締めしたもの若しくは短ざく金物Sを用い、上下階の連続する柱に対（に）

羽子板ボルトSB･F又はSB･E2を用い、柱に対して六角ボルトM12締め、横架材に対して角座金

以上の接合方法としたもの

プレートVPを用い、柱及び横架材にそれぞれ太め釘4-ZN90を平打ちしたもの又はこれらと同等（は）

かど金物CP･Tを用い、柱及び横架材にそれぞれ太め釘5-ZN65を平打ちしたもの若しくは山形

を平打ちしたもの又はこれらと同等以上の接合方法としたもの
（ろ）

長ほぞ差し込み栓打ち若しくはかど金物CP･Lを、柱及び横架材に対してそれぞれ太め釘5-ZN65

短ほぞ差し、かすがいC120若しくはC150打ち又はこれらと同等以上の接合方法としたもの（い）

仕　口　の　工　法記　　号

表中の記号は工法を示し、下表による

に入れた軸組

（と）（ち）（ぬ）（に）（と）木材の筋かいをたすき掛け

厚さ45㎜以上幅90㎜以上の

に入れた軸組

（に）（と）（り）（は）（と）木材の筋かいをたすき掛け

厚さ30㎜以上幅90㎜以上の

構造用パネル

厚さ12㎜以上けた軸組

8タイプ以外)付けた壁を設

強さの区分がる方法で打ち

（は）（へ）（ち）（ろ）（ほ）ボード(曲げ材耐力壁によ

パーティクルは真壁造の面

㎜以上面材耐力壁又

類、厚さ7.5材を大壁造の

構造用合板特右に掲げる面

を入れた軸組
（ほ）

その他の柱木材の筋かい
（ろ）（は）（と）（ろ）

が取り付く柱幅90㎜以上の
（ろ）

筋かいの下部厚さ45㎜以上

を入れた軸組
（ろ）（に）

その他の柱木材の筋かい
（い）（ろ）（に）

が取り付く柱幅90㎜以上の
（い）（ろ）

筋かいの下部厚さ30㎜以上

合でない場合

柱でない場が出隅の柱柱の場合軸組の種類

共に出隅の当該階の柱共に出隅の

該階の柱が出隅であり、該階の柱が組端部の柱

上階及び当上階の柱が上階及び当その他の軸出隅の柱柱の位置

その他の柱平屋部又は最上階の柱

・ 軸組の種類及び柱の位置に応じた仕口の工法は下表による

・　耐力壁でない軸組柱と横架材の仕口

筋かいプレートBPを、筋かいに対して角根平頭ボルトM12締め及び太め釘3-ZN65平打ち、柱に対して太め釘3-ZN65平打ち、横架材に

対して太め釘4-ZN65平打ち

筋かいプレートBP-2を、筋交いに対して角根平頭ボルトM12締め及びスクリュー釘7-ZS50平打ち、柱及び横架材に対してそれぞれス

クリュー釘5-ZS50平打ち

・ 図示

・ 柱の上下端とも短ほぞ差しとし、山形プレートVPを当て太め釘8-ZN90を打ち

・ 柱の上下端とも短ほぞ差しとし、かど金物CP･L又はCP･Tを当て太め釘10-ZN65打ち

・ 柱の上下端とも長ほぞ差しとし、込み栓打ち

・ 柱の上下端とも短ほぞ差しとし、ひら金物SM-12を当て太め釘4-ZN65打ち

・ 柱の上下端とも短ほぞ差しとし、かすがいC120又はC150打ち

隅柱と土台の仕口

・ 図示

・ 扇ほぞ差し又は短ほぞ差しとし、かど金物CP･Lを当て太め釘10-ZN65打ち

・ 長ほぞ差しとし、込み栓打ち

・ 柱の上下端とも長ほぞ差しとし、込み栓打ち

・ 扇ほぞ差し又は短ほぞ差しとし、かすがいC120又はC150打ち

・ 扇ほぞ差し又は短ほぞ差しとし、引き寄せ金物HD-B10又はS-HD10を用いて緊結

・ 土台小口と隅柱との取り合いを落としありとする場合は、かど金物CP･L又はCP･Tを両面に当て太め釘20-ZN65打ち
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代表となる設計者

一級建築士事務所登録番号　第01-1311号

その他の設計者
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一級建築士登録番号　第354034号 登録番号　第354034号

図面番号縮尺
【公衆トイレ】【通路上屋・多目的駐車場】基礎伏図・基礎リスト 1/100 1/30
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鳥取港西浜緑地公衆トイレほか新築工事（建築）

代表となる設計者

一級建築士事務所登録番号　第01-1311号

1/100

その他の設計者
フォーディー設計合同会社

南波　一好

一級建築士管理建築士　　南波　一好

一級建築士登録番号　第354034号 登録番号　第354034号

図面番号縮尺
【公衆トイレ】【通路上屋・多目的駐車場】伏図
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　印はｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄM12を示す。

最終的なｱﾝｶｰ位置は施工図にて確認すること。

　印はHD金物 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄを示す。

端部、継手位置、及び2m間隔程度で配置

　印は土台ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄM12を示す。

S－０６

木軸組　自動締め付け工法

T.Kｽｰﾊﾟｰﾎﾞﾙﾄ+T.Kﾎﾞﾙﾄ100㎜+丸座金

片引ﾎﾞﾙﾄ12×300㎜+角座金

T.Kｽｰﾊﾟｰﾎﾞﾙﾄ+T.Kﾎﾞﾙﾄ135㎜+丸座金

片引ﾎﾞﾙﾄ12×300㎜+角座金

T.Kｽｰﾊﾟｰﾎﾞﾙﾄ+

片引ﾎﾞﾙﾄ12×300㎜+角座金

片引ﾎﾞﾙﾄ12×270㎜+角座金

T.Kﾎﾞﾙﾄ135㎜+丸座金
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凡例(特記なき限り下記とする)

梁 120（梁巾）×

屋根面 t=12 構造用合板

垂木 60×75@455

通路

駐車場

120×120

柱

材

使
用

料

135×135

既製品梁受け金物

すぎ　

すぎ　

すぎ　

下階柱

構造用製材の機械等級区分はE50とする

加圧注入材及び105角未満の部材は除く

火打ち 90×90 すぎ

105×105 1-M12すぎ　

1-M12すぎ　

方杖

火打ち 90×90

【公衆トイレ】 土台柱壁伏図 S=1/100 【公衆トイレ】【公衆トイレ】 小屋伏図 S=1/100梁伏図 S=1/100

凡例

筋かい 倍率

片方向筋かい45×90/筋かいﾌﾟﾚｰﾄBP2
上 下 2.0

たすき掛筋かい45×90/筋かいﾌﾟﾚｰﾄBP2
4.0

すぎ無等級材

すぎ無等級材

10kN引き寄せ金物（柱頭、柱脚共）

10kN引き寄せ金物（柱頭、柱脚共）

小屋筋違

天井吊受け材

凡例(特記なき限り下記とする)

材

使
用

料

梁

105×105

105（梁巾）×

土台 105×105

間柱 30,45×105

小屋束

垂木

母屋
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45×60@455

屋根面 t=12 構造用合板

そ
の
他

柱
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小屋束
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柱

ひのき　（加圧注入 防腐処理)
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すぎ
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15×90(2-N50) すぎ

90×90 すぎ @900

構造用製材の機械等級区分はE50とする

加圧注入材及び105角未満の部材は除く

S=1/15

※全て溶融亜鉛ﾒｯｷとする ﾄﾞﾘﾌﾄﾋﾟﾝ挿入孔は埋木施工

通路上屋　柱脚金物詳細図 S=1/15

※全て溶融亜鉛ﾒｯｷとする ﾄﾞﾘﾌﾄﾋﾟﾝ挿入孔は埋木施工

多目的駐車場　柱脚金物詳細図
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一級建築士登録番号　第354034号 登録番号　第354034号

図面番号縮尺
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▽GL・FL

4 5 6

W15

W15

1 2 3 4 5 6 7 8 9

▽GL・FL

FG1

W15

240

FG1

W15

240240

地中梁人通口補強筋

2-D13

D13

FG1

S－０７

い通り軸組図 S=1/100 ろ通り軸組図 S=1/100

は+1,100通り軸組図 S=1/100は通り軸組図 S=1/100

240240 240

2,250 1,200 1,900

6,550

1,200

600

2,250 1,200 1,900

6,550

1,200

600

3,
74
5

2,
94

5
80
0

3,
74
5

2,
94

5
80
0

11,300

1,160 1,990 1,000 900 2,100 1,000 1,990 1,160

3,
74
5

2,
94
5

80
0

11,300

1,160 1,990 1,000 900 2,100 1,000 1,990 1,160

3,
74

5

2,
94

5
80

0

3,
74

5

2,
94

5
80

0

900 2,100

11,300

1,160 1,990 1,000 900 2,100 1,000 1,990 1,160

3,
74
5

2,
94
5

80
0

500

50
0

nanba
南波_設計

ikegutikimitosi
西浜トイレ



鳥取港西浜緑地公衆トイレほか新築工事（建築）

代表となる設計者

一級建築士事務所登録番号　第01-1311号

1/100

その他の設計者
フォーディー設計合同会社

南波　一好

一級建築士管理建築士　　南波　一好

一級建築士登録番号　第354034号 登録番号　第354034号

図面番号縮尺
【公衆トイレ】【通路上屋・多目的駐車場】軸組図（２）

1 2 3 4 5 6 7 8 9

FG1

W15

FG1

W15

240

180

1 2 3 4 5 6 7 8 9

▽GL・FL

ほ通り軸組図 S=1/100

180

W18
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に通り軸組図 S=1/100

▽地盤面

300

▽地盤面

300

Y1通り軸組図 S=1/100

X1 X2 X1 X2

Y2通り軸組図 S=1/100
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Y4通り軸組図 S=1/100

300

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

F1F1F1F1F1F1F1F2

300

▽地盤面
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X1,X2通り軸組図 S=1/100
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X3～X9通り軸組図 S=1/100
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電気設備工事特記仕様書(1)

Ｅ－０１

鳥取港西浜緑地公衆トイレほか新築工事(電気設備)

代表となる設計者

一級建築士事務所登録番号　第01-1311号

1/NS (A2)

その他の設計者
フォーディー設計合同会社

南波　一好

一級建築士管理建築士　　南波　一好

一級建築士登録番号　第354034号 登録番号　第354034号

図面番号縮尺

鳥取市賀露町西四丁目

公衆トイレ 木造 1F 27.50 新築

施工図　　・　原紙　　・　ＣＡＤデータ　　・　ＰＤＦデータ

中 央 監 視 制 御 設 備

雷
保
護
設
備

受

変

電

設

備

電 気 方 式

電

灯

設

備

動
力
設
備

電 気 方 式

特　　　記　　　事　　　項

誘 導 灯

接 地 極

避 雷 導 線

受 雷 部

電 気 方 式

非 常 用 照 明 器 具

項　　　　目

建　物　名　称 構　造 階　数 消防法施行令別表第一の区分 備　　　考

１

２

３

４

５

（　　　　）項

（　　　　）項

（　　　　）項

（　　　　）項

（　　　　）項

１ ２ ３ ４ ５ 屋外 備　　　　考

特　　　記　　　事　　　項項　　　　目

映 像 ・ 音 響 設 備

情 報 表 示 設 備

工事種目

発

電

設

備

中

央

監

視

構
内
配
電
線
路

構

内

通

信

線

路

テ
レ
ビ
電

波
障
害
防

除
設
備

モジュール

機 器 類

用 途

形 式

蓄 電 池

（本工事における工事種目ごとの概要を示すもので、仕様を規定するものではない。）

電 気 方 式

防 油 堤

風 車

制

御

設

備

通　

信　

情　

報　

設　

備

番 号 建築基準法による
延 べ 面 積 (㎡ )

番　号

通　

信　

情　

報　

設　

備

３　工事種目

動 力 設 備

電 熱 設 備

雷 保 護 設 備

受 変 電 設 備

発 電 設 備

構 内 交 換 設 備

拡 声 設 備

誘 導 支 援 設 備

テ レ ビ 共 同 受 信 設 備

監 視 カ メ ラ 設 備

駐 車 場 管 制 設 備

防犯・入退室管理設備

火 災 報 知 設 備

構 内 情 報 通 信 網 設 備

用 途直 流 電 源 装 置

交 流 無 停 電 電 源 装 置

自 家 発 電 装 置

太 陽 光 発 電 装 置

風 力 発 電 装 置

構 内 情 報 通 信 網 設 備

構 内 交 換 設 備

情 報 表 示 設 備

映 像 ・ 音 響 設 備

拡 声 設 備

誘 導 支 援 設 備

監 視 制 御 対 象 設 備

伝 送 方 式

電 気 方 式

外 灯 点 滅 方 式

用 途

施 工 方 法

対 策 方 策

責 任 分 界 点

火
災
報
知
設
備

・ 非常用照明器具電源および受変電設備制御電源共用

１　工事場所

２　建物概要

４　設備概要

・ 建築構造体利用  ・ 引下げ導線

・ 建築構造体利用　 ・ 接地極埋設

・ 突針　 ・ 棟上け導体　 ・ その他金属体（　　　　　　  ）

幹線　・ 三相３線式２００Ｖ　　・ 単相２線式２００Ｖ　　・ 単相３線式１００／２００Ｖ

・ 避難口　　・ 階段通路　　・ 廊下通路　　・ 室内通路

高圧　三相３線式　６．６ｋＶ

分岐　・ 単相２線式（ ・ １００Ｖ　　・ ２００Ｖ ）　 ・ 直流２線式１００Ｖ

分岐　・ 三相３線式２００Ｖ　　・ 単相２線式（ ・ １００Ｖ　　・ ２００Ｖ ）

６

電 灯 設 備

（　　印の付いたものが対象工事種目）

　　の付いたものを適用する。

幹線　・ 単相３線式１００／２００Ｖ　  ・ 直流２線式１００Ｖ

・ 電算機用　　・　

・ 受変電設備制御電源専用　　･ 非常用照明器具電源専用

・ ＨＳ形鉛蓄電池　　・ ＭＳＥ形鉛蓄電池　　・　　　　　　　（　  　Ａｈ）

・ 標仕によるＵＰＳ　　・ 簡易形ＵＰＳ

三相３線式　・ ６．６ｋＶ　　・ ２１０Ｖ

形　式　 ・ キュ―ビクル形　　・ 簡易形　　・ オ－プン形

発電機（　　　ｋＶＡ以上）　　　原動機　　・ ディーゼル　　・ ガスタービン

・ 機器　　・ 配管のみ 　・ 配管及び配線

・ 交換機　　・ 局線中継台　　・ 電話機　　・ ボタン電話装置　　・ 配管のみ　　・ 配管及び配線

・ マルチサイン装置　　・ 出退表示装置　　・ 時刻表示装置

・ 増幅器　　・ スピーカー　　・ プロジェクタ　　・ スクリーン　　・ その他（　　　　　　　　　 ）

用　途　　・ 一般放送　　・ 非常放送　　・ 個別放送

・ 音声誘導装置　　・ 身体障害者用インターホン装置　　・ トイレ等呼出し装置

・ 動力設備　 ・ 受変電設備　 ・ 自家発電設備　 ・ 防災設備　 ・ 照明制御　 ・ 給排水設備　 ・ 空調設備

・ アナログ方式　　・ デジタル方式

三相３線式（ ・ ６．６ｋＶ　　・ ２００Ｖ ）

・ 単相３線式１００／２００Ｖ　　・ 単相２線式（ ・ １００Ｖ　　・ ２００Ｖ ）

・ 地中埋設式　　・ 架空線式

・ 手動　　・ 自動（ ・ タイマー　　・ 自動点滅器　　・ 中央監視 ）

・ 電話用　　・ 時計拡声用　　・ 火災報知用　　・ インターホン用　　・ 情報通信網用　　・ ＣＡＴＶ

・ 地中埋設式　　・ 架空線式

・ 都市形ＣＡＴＶへの加入　　・ 共同受信方式（ ・ 共同アンテナ　　・ 館内用アンテナ用 ）

・ 各戸の保安器一次側　　・　

低圧  ・ 三相３線式２００Ｖ 　・ 単相３線式１００／２００Ｖ　・ 単相２線式（ ・１００Ｖ　・　２００Ｖ ）

　Ⅰ．工 事 概 要

Ⅱ．特 記 仕 様

機 材 等

一

般

共

通

事

項

電 力 貯 蔵 設 備

契 約 電 力

 ・ 屋外形設 備 方 式

機 器 類

・ 限流ヒューズ　　・ ＶＣＢ主遮断器　

・ 屋内形

・ キュービクル式配電盤（ ・ＰＦ形  ・ＣＢ－１形　・ＣＢ－２形 ）

・ 高圧スイッチギア、変圧器盤（ＣＢ－３形）

変圧器　三相　　　　ｋＶＡ、単相　　　　ｋＶＡ　　・ 油入　　・ モ－ルド　　　

電

力

貯

蔵

設

備　（ＵＰＳ）

改修工事　既存設備　・ 　　　　ｋＷ

契約電力５００ｋＷ以上の場合においても、第１種電気工事士により施工を行う。３

４

５

電 気 工 事 士

工 事 安 全 計 画 書 等

発 生 材 の 処 理 等

一

般

共

通

事

項

　　引渡しを要するもの以外は、構外搬出適切処理とする。

建設工事公衆災害防止対策要綱及び建築工事安全施工技術指針を参考に工事安全計画書を作成し監督職員に提出する。

項　　　　目 特　　　記　　　事　　　項

１

工事現場におく電気保安技術者は、鳥取県総務部営繕工事自家用電気工作物保安規程第５条に定める工事担当技術者２

官 公 署 そ の 他 へ の 手 続

電 気 保 安 技 術 者

工事の施工に伴い必要な官公署その他への手続き、検査並びにその費用は、請負者の負担とする。

の職務を補佐し、当該工事の工事期間中自家用電気工作物の保安の業務を行うものとする。

なお、電気保安技術者の資格は標準仕様書第１編第１章第３節１．３．２によるものとし、一般用電気工作物に係る

工事についても、自家用電気工作物の場合と同様の業務を行うものとする。

１　一　般　事　項

本エ事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等以上の品質及び性能を有するものとする。

７

10

８

９

機 材 の 品 質 ・ 性 能 証 明

施 工 図 等

完 成 写 真 等

完 成 図 等

また、製造者等が定められている機材については、Ⅲ．機材によるほかこれらと同等以上のものとする。ただし、

新営工事　・１００ｋＷ未満　　・１００ｋＷ以上５００ｋＷ未満　　・５００ｋＷ以上

施 工 方 法

特記事項のうち選択する事項は ・ の付いたものを適用する。

（１）

（２）

２　特　記　事　項
項目は番号に 　 印の付いたものを適用する。

（３）

 ・ の付かない場合は、※ 印の付いたものを適用する。 ・ と ※ の付いた場合は共に適用する。

足 場

合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法に

４月24日）の「手すり先行工法等に関するガイドライン」により、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適

設ける。（寸法等は下図による。建築工事、機械設備工事等と一括して表示する）

　　　※　工事表示板　　　　　　　　　　　　　　　　　・　お願い表示板

　（拡大カラーコピーを張り付けてもよい）

建　築　工　事　中 御通行中の皆様へ

　施工者 ○○○○○○建設

　発注者 鳥取県
　　　　　連絡先　　ＴＥＬ　○○－○○○○

　事業協力のお願い

　現在の進捗率○○％

　事業の目的

　　　　　連絡先　0857-20-3634

　　現場責任者 ○○ ○○

　　　　　夜間　○○－○○○○

　　連絡先昼間　○○－○○○○

　施工者　○○○○○建設

　　　　 ○○○○○○設計

　設計者 ○○○○○○設計

　　　　　　 延べ面積○○○○m2

　構造・規模 鉄筋コンクリート造 ○階建

　工事名　○○○○○○新築工事

　　ご協力よろしくお願いします。

　　　工事期間中は、ご迷惑をおかけしますが、ご理解と

 地色　白

 地色

 地色　白

 地色　白

 地色

 地色　白

1,
2
00

1,
6
00 　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

900 1,200

　記入要領

　１．書体は角ゴシックとする。

　２．お願い表示板は平易な表現及び内容とし、

　　　監督員が指示するものとする。

表 示 板

12

13

　監理者 ○○生活環境局建築住宅課

　鳥取県東部建築住宅事務所

　　簡単なパース、又は立面図を掲載する

　　　　　連絡先　　鳥取県東部建築住宅事務所

　　　　　　　ＴＥＬ　0857-20-3634

　電気室、自家発電機室などの基礎及びピット（蓋を含む）

　機器付属の制御盤及び操作盤から機器までの配線

　機器用コントロールスイッチ(空調機、給湯器等)の取付及び配線

　テレビアンテナ

　天井点検口

　自立型制御盤の基礎

　機器類のコンクリート基礎

14

ﾏﾝｾﾙ記号
5YR6.5/11

ﾏﾝｾﾙ記号
5YR6.5/11

屋内・屋外設置

屋　上　設　置

アンカーボルト

基　　　　　礎

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※　自動開閉装置を取付ける防火戸の切込み、補強及びドアクローザ、フロアヒンジ

他　工　事　と　の　取　合　い

　軽量鉄骨壁のボックス取付用下地

　埋込分電盤・端子盤・プルボックスの仮枠及び埋込部分の

　補強

　ＯＡフロア・フリーアクセスフロアの切込み及び補強

　鉄骨造の開口及び補強

　コンクリ－ト壁、床、梁貫通部

　埋込形機器取付用の天井、壁の下地材・仕上げ材

　照明器具・幹線等の吊りボルト用インサート（くぎ処理共）

電気設備 機械設備 建　築

仮　　　　　枠

補　　　　　強

補　　　　　強

スリーブ・箱入

補　　　　　強

切　り　込　み

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

他 工 事 と の 取 合 い11

足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（厚生労働省 基発第0424001号平成21年

形 式

機器（ ・ 本工事　※ 別途工事 ）　　配管（ ※ 本工事　・ 別途工事 ）　　配線（ ・ 本工事　※ 別途工事 ）

・ 警報盤　　・ 表示操作盤　　・ 監視制御装置

（２）

現場説明書、質問回答書、特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の標準仕様等のうち、　印（１）

の付いたものによる。

（３）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築エ事はそれぞれの標準仕様書等及び監理指針を適用する。

区 分

工 事 写 真

完 成 写 真

カラーサービス判

分 類 ・ 規 格 撮 影 箇 所

監督職員の指示による

各工種工程毎

※ ２部　　・ 　　部カラーサービス判

部 数

・ 要　　・ 不要

・ 要　　・ 不要

提出した施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は発注者に移譲するものとする。

次の図書を工事の完成引渡し時に監督職員に提出する。

評価書の写しを監督職員に提出するものとする。

の証明となる資料の提出を省略することができる。ただし、標準仕様書に規定される製作図、試験成績書等は除く｡

使用する機材がⅢ.機材による場合は、標準仕様書第１編第１章第４節１．４．２(ｂ)の品質及び性能を有すること

※ １部　　・ 　　部

監督職員に提出して承諾を受ける。

これらと同等以上のものとする場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料をあらかじめ

なお、（一社）公共建築協会発行の「建築材料・設備機材等品質性能評価事業　設備機材等評価名簿」による場合は

部　数

１　部※　完成図原図

区　　　　分 名　　　　　　称

・ コンクリート製　　・ 鉄板製（ ・ 本工事　　・ 別途工事 ）

・ プロペラ形　　・　　　　　　　　　

・ 結晶シリコン　　・ 薄膜　　・　

　　　営繕設備担当

　　　　　　　営繕設備担当

医 療 関 係 設 備

テ レ ビ 共 同 受 信 設 備

監 視 カ メ ラ 設 備

駐 車 場 管 制 設 備

防犯・入退室管理設備

自 動 火 災 報 知 設 備

自 動 閉 鎖 設 備

非 常 警 報 設 備

・ インターホン　　・ テレビインターホン　　・ ナースコール

・ カメラ　　・ ビデオモニタ　　・ タイムラプスＶＴＲ　　・ 配管のみ　　・ 配管及び配線

連動制御器（　　　回線　・ 単独　　・ 火報受信機と一体 ）　　　感知器（ ・ 共用　　・ 専用 ）

複合装置　　・ 一体形（ ※ 一般型　　・ 防雨型 ）　　・ 単独

車両検知方式　　・ 光線式　　・ ループコイル式

・ 受信機（ ・ Ｐ型　　・ Ｒ型 ）　　・ 副受信機　　・ 中継器　　・ 感知器　　・　

・ アンテナ（ ・ ＵＨＦ　　・ ＢＳ　　・ ＣＳ ）　　・ ＣＡＴＶ

ガス漏れ火災警報設備 受信機（　　　回線　・ 単独　　・ 火報受信機と一体　　・ ＬＰガス用　　・ 都市ガス用 ）

電 気 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

監督職員の指示による。下記のものを提出する。

※　完成図　２つ折製本
・　　部

※　保守用説明書

　　Ａ４版ファイル

※　保証書

※　官公署届出書類

※　主要機器図

※　試験成績書

※　保守に関する指導案内書

※　機器取扱説明書

※　主要機器一覧表

※　２部

・　　部

※　２部

・　　部

１　部

１　部

よる足場の組立て等に関する基準」の２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

構 内 配 電 線 路

構 内 通 信 線 路

テレビ電波障害防除設備

機 械 設 備 工 事

建 築 工 事

一般共通事項のうち （１，２，４，８，９，11，12，13，14，15，32） 項は、・　建築　・　機械設備　工事仕様書による。

本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用はすべて受注者の負担とする。工事用電力・水・その他

電子データの提出

完成図　　・　原紙　　※　ＣＡＤデータ　　※　ＰＤＦデータ

※　完成図　　　　　　※　完成図（縮小版）

・　施工図

・　完成図（縮小版）※　完成図書

※　２部

　　※　Ａ４版市販ファイル

　　・　Ａ４版黒表紙製本

・　原図ケース・製本図面の背表紙に「施設コード・部局名称」ラベルを貼り付ける。

 ・ 公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成３１年版）」（以下、「標準仕様書」という。）

 ・ 公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成３１年版）（以下、「改修標準仕様書」という。）

 ・ 公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（平成３１年版）（以下、「標準図」という。）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「電気設備工事監理指針（令和元年版）」（以下「監理指針」という。）を適用する。

　　ＰＣＢ使用機器は関係法令等に従い適切に処理する。

　　撤去予定機器の微量ＰＣＢ分析　※ 無し　　・ 有り

特別管理産業廃棄物　※ 無し　　・ 有り　　　・本工事において調査を行う

引渡しを要するもの　※ 無し　　・ 有り（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（ ・ ＰＣＢ使用機器　　・　アスベスト含有設備資機材（　・　配線用遮断機　　・　　　　　　　））

光源　・ ＬＥＤ　　・蛍光灯　　　・白熱灯 　　　　　　   電源　・ 電池内蔵形　　・ 電源別置形

　工事期間 令和○年○月から○年○月まで

　令和○○年○月工事完成予定

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「工事写真撮影ガイドブック電気設備工事編　平成30年版」によるほか、

山根設計　

　山根貴志

nanba
南波_設計

ikegutikimitosi
西浜トイレ



電気設備工事特記仕様書(2)

Ｅ－０２

鳥取港西浜緑地公衆トイレほか新築工事(電気設備)

代表となる設計者

一級建築士事務所登録番号　第01-1311号

1/NS (A2)

その他の設計者
フォーディー設計合同会社

南波　一好

一級建築士管理建築士　　南波　一好

一級建築士登録番号　第354034号 登録番号　第354034号

図面番号縮尺

本工事では環境配慮の観点から、原則としてＥＭケーブルを使用するものとする。

ＥＭ電線類で規格等の定めのないものはハロゲン及び鉛を含まない材料で構成されたものとする。

17

土 工 事

電 線 類

16 埋 め 戻 し 土　　　　　　　　　　※ 根切土の中の良質土　　・ 山砂の類（　　　　　）　　・ 真砂土（　　　　　）

建設発生土の処理　　・ 構外に搬出し適切に処埋　　※ 構内敷きならし　　・ 構内の指示する場所に堆積

通信ケーブルでＪＣＳ規格にない対数のケーブルはＪＣＳ規格に準じたものとする。

一

般

共

通

事

項

15 工 事 用 仮 設 物 構内につくることが　※ できる　　・ できない 増 幅 器１ 形式（ ・ 卓上形　　・ ラック形 ）　　　定格出力（　　　Ｗ）　　　性能（ ・ Ｈｉ形　　・ Ｌｏ形 ）

・ 増幅器の入出力配線と外部配管（壁ボックス等）の接続はコネクターによる。

設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

共 同 接 地

交 換 機 用

通 信 用

測 定 用

接 地 極

電話引込口の保安器用

通 信 用

Ａ 種

Ｂ 種

Ｃ 種

Ｄ 種

高 圧 避 雷 器

共 同 接 地

屋上、屋側の支持金物等

建築改修標準仕様書 ９章 環境配慮改修工事 １節 アスベスト含有建材の処理工事による。アスベスト含有建材の処理

外気に面する壁、スラブ等で打ちこみとなる位置ボックスは保温、結露防止処理を行う。結 露 防 止

処理を行うアスベスト含有建材の仕様等

処理を行う範囲仕 様 等建材の内容・箇所

・　洗浄設備（洗眼、うがいの設備）及び更衣設備等を設ける。

・　作業場の養生として、処理場所をプラスティックシート等で囲い、外部への粉じん飛散を防止する。

　　対象箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※　官公署その他への手続きは、建築改修標準仕様書によるほか、労働安全衛生法、大気汚染防止法、廃棄物の処理

　　及び清掃に関する法律、石綿障害予防規則、鳥取県石綿健康被害防止条例等の関係法令に基づいて必要な手続き

・　アスベスト粉じん濃度測定を行う。

　　（測定時期：　　　　　　　　　　測定場所：　　　　　　　　　　　　　測定点：　　　　　　　　　　）

　　分析方法はＪＩＳ Ａ １４８１「建材製品中のアスベスト含有率測定方法」による。

・　施工調査（分析によるアスベスト含有建材の調査）を行う。

　　を行う。

接地極の材料は次による。

 ・ ＥＰ－０．６×２

接地抵抗値

１０Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

　　Ω以下

 １０Ω以下

１００Ω以下

　　Ω以下

１０Ω以下

　　Ω以下

１０Ω以下

１００Ω以下

１００Ω以下

－

ＥＡＥＤ

記　号

Ｅｔ

ＥＡｔ

ＥＬｔ

Ｅｏ

及び ＥＤａ

ＥＡ

ＥＢ

ＥＣ

ＥＤ

ＥＬＨ

ＥＬＡ

ＥＡＥＣＥＤ

ＥＤｔ

接地の種類

　Ⅲ．機　材

㈱ 永 井 電 機 工 業 所 ㈲ 平 木 電 機 産 業

小 林 制 電 ㈲

勝 英 産 業 ㈱

㈱ 富 士 オ ー ト メ ー シ ョ ン

㈲ 増 岡 電 機 製 作 所

　　ただし、盤類は上記によるほか以下の製造業者とする。

　材料・設備機材等品質性能評価事業　設備機材等評価名簿」による。

　　工事に使用する機器及び材料は、図面に仕様等が明記してあるものを除き、原則として標準仕様書に規定するもの及び（社）公共建築協会発行の「建築

分電盤、制御盤、端子盤などの２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径などは監督職員の承諾を受けて変

更してもさしつかえない。

電 線 本 数 ・ 管 路 等18

盤内配線はＥＭ電線を使用する。ただし、製造者標準品と特記したものは除く。

ハーネスジョイントボックス用ＯＡタップのケーブルはハロゲン及び鉛を含まない材料とする。

露 出 配 管 の 塗 装 塗装する部分　　・ 居室、廊下等　　・ 機械室　　・ 屋外　　・ 

波付硬質合成樹脂管(FEP) 波付硬質合成樹脂管（ＦＥＰ）を使用する場合は不燃又は難燃性とする。

フラッシュプレ－トの材質 ・ 金属製（ステンレス、新金属も含む）　　・ 樹脂製

カバープレートの用途別表示 シ－ル等を貼付する。

地 中 箱 蓋の記号表示は鋳型流込み（鳥取県又は鳥取県章、及び用途を記入）とし、ハンドホール内のケーブル支持等はマン

ホールに準じて行う。

耐 震 施 工

次による。

１）設計用水平地震力

設計用標準水平震度

一般機器一般機器 重要機器重要機器

機　　　　　器

機　　　　　器

防振支持の機器

水　　槽　　類

水　　槽　　類

防振支持の機器

機　　　　　器

防振支持の機器

水　　槽　　類

地 下 及 び １ 階

設 置 場 所 機 器 種 別

２.０

１.５

１.０

１.５
１.０

０.６

１.０

１.５

１.０

１.５

２.０

１.５

０.６

０.４

０.６

１.０

０.６

１.０

１.５

１.０

注）上層階の定義は次による。

　２～６階建：最上階、７～９階建：上層２階、１０～１２階建：上層３階、１３階以上：上層４階

中 間 階

上層階注,屋上及び塔屋

２）設計用鉛直地震力

  　　　　　　・ 火災報知受信機　　・ 中央監視制御装置　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　）

機器の重量[ｋＮ]に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。なお、特記なき場合、設計用標準水平震度は、

・ 一般の施設・ 特定の施設

　重要機器 （ ・ 配電盤　　・ 非常用発電装置　　・ 交換機　　・ 直流電源装置　　・ ＵＰＳ装置

19

25

24

23

22

21

20

厚鋼電線管の溶融亜鉛メッキ メッキ付着量 ３００g/㎡以上とする。（ ※　屋外　　・　　　　　　）

26

27

28

29

雷 保 護 設 備 用

接　　　　地　　　　極

ＥＢ×３連－２組

ＥＢ×３連－２組

ＥＢ×３連－２組

ＥＢ×２連－２組

ＥＢ×３連－２組

ＥＢ×１

ＥＢ×３連－２組

ＥＢ×３連－１組

ＥＢ×３連－２組

ＥＢ×１

ＥＢ×１

ＥＢ×１

 ・ ＥＢ×　連－　組

（連結又は単独の場合、ＥＢはＤ＝１４　Ｌ＝１５００　または　Ｗ＝４０　Ｌ＝１２００とする）

（測定用の場合、ＥＢはＤ＝１０　Ｌ＝１５００　または　Ｗ＝３０　Ｌ＝１２００とする）

２
動　力
設　備

４

設　備
受変電

５
電力貯蔵
設 備

発

電

設

備

６

一

般

共

通

事

項

７

構

内

交

換

設

備

８

 

情
報
表
示
設
備

プ ロ ジ ェ ク タ１ 光出力（ ・ Ⅰ形　　・ Ⅱ形　　・ Ⅲ形 ）　　　解像度（ ・ Ａ形　　・ Ｂ形　　・ Ｃ形 ）

コントラスト比（ ・ Ｘ形　　・ Ｙ形 ）
９

映像音響
設 備

３
雷保護
設　備

既存のコンクリート床、壁などの配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモンドカッターによる。は つ り

工事の施工に伴い既存部分を汚染又は損傷した場合は、既成にならい補修する。補 修 な ど

はつり工事における非破壊検査

30

31

32

33

探査方法　　※電磁誘導式　　・　放射線透過検査　　・　

１ 機 器 ヘ の 接 続 ※ 電動機などヘの接続は本工事とする。　　・ 別途エ事

・ 構造体利用接地極　　・ Ａ型接地極　　・ Ｂ型接地極

大 地 抵 抗 率 の 測 定１ ・ 工事着手前に大地抵抗率を測定し、測定表及び接地極省略判定記録書を監督職員に提出する。

２ 外部雷保護設備接地システム

７５ｋＶＡ以上に取付。変 圧 器 移 動 車 輪

デ マ ン ド 監 視 装 置

１

２

３

・ 本工事　　・ 別途工事

盤 内 照 明 前・後に設置する。

１ 交 流 無 停 電 電 源 装 置 停電補償時間（　　　　　分）

方式（ ・ 常時インバータ給電方式　　・ ラインインタラクティブ方式　　・ 常時商用給電方式 ）
（ＵＰＳ）

風 力 発 電 装 置３

太 陽 光 発 電 装 置２

自 家 発 電 装 置

ディーゼル発電装置

ガスエンジン発電装置

ガスタービン発電装置

熱 併 給 発 電 装 置

１

燃 料 電 池 発 電 装 置

減圧水槽及び初期注水槽の材質（ ・ 鋼板製　　・ ステンレス鋼板製 ）

オイルタンク（ ・ 地下　　・ 屋内 ）

燃料小出槽（　　　　㍑）：返油ポンプのあるシステムでフロートスイッチの上限フロートは通過形接点とする。

　材質（ ・ 鋼板製　　・ ステンレス製 ）

燃料油等（ ・ 灯油　　・ 軽油　　・ 重油　　・ 燃料ガス（　　　　　））

排気系統配管断熱材の厚さ（　　　　ｍｍ）　　　ばい煙測定口（ ・ 設ける　　・ 設けない ）

保安装置（ 重故障項目特記 ・ 有　　・ 無 ）　　　外部用端子（ ・ 要　　・ 不要 ）

公称最大出力（　　　　ｋＷ）　　　耐風速（　　　ｍ／ｓ）

出力（　　　　ｋＷ）　　　配電盤外箱（ ・ 有　　・ 無 ）

排気ガスに含まれる窒素酸化物（　　　　以下）　　　運転音（　　　　ｄＢ以下）

パワーコンディショナ（　　　　相　　線式　　　　Ｖ）　　定格容量（ 　　　　ｋＷ）

　自立運転機能（ ・ 有　　・ 無 ）

系統連系（ ・ 高圧連系　　・ 高圧受電低圧みなし連系　　・ 低圧連系　　・ 無 ）

表示装置（ ・ 有　　・ 無 ）　　　方式（ ※ 液晶　　・　　　　　）

運転時間（　　　　ｈ）　　　系統連系（ ・ 高圧連系　　・ 高圧受電低圧みなし連系　　・ 低圧連系　　・ 無 ）

系統連系（ ・ 高圧連系　　・ 高圧受電低圧みなし連系　　・ 低圧連系　　・ 無 ）　　定格出力（　　　　ｋＷ）

１ 交 換 機

２

３

４

５

局線応答方式（ ・ 局線中継台方式　　・ 分散中継台方式　　・ ダイヤルイン方式

　　　　　　　 ・ ダイレクトインダイヤル方式　　・ ダイレクトインライン方式  ）

停電補償時間（　　　　分）

保 安 器 用 接 地

壁 付 電 話 機 と の 接 続

回 線 数

電 話 機

電 話 機 へ の 配 線

※ 本工事　　・ 別途工事

※ モジュラージャック　　・ 電話用プレート

内線　　／　　／　　回線　　　局線　　／　　／　　回線（現用／実装／容量）

・ 一般電話機　　　　台　　　・ 多機能電話機　　　　台　　　・ ファクシミリ　　　　台

・ デジタルコードレス電話機　　　　台　　　・ ＩＰ電話機　　　台

・ ボタン電話機（ ・ EM-BTIEE　0.4－2P　　・　             ）（ ※ １５ｍ　　・　　　　　）

・ 内線電話機　（ ・ EM-TIEF　0.65－2C　　・ TIVF 0.65－2C ）（ ※ １５ｍ　　・　　　　　）

・ 多機能電話機（ ・ EM-BTIEE  0.4－2P　　・ 　            ）（ ※ １５ｍ　　・　　　　　）

・ ＩＰ電話機　（ ・ EM-UTP  　0.5－4P　　・　　　　　　　 ）（ ※ １５ｍ　　・　　　　　）

卓上電話機１台につき次のものを見込む。６

マ ル チ サ イ ン 装 置

出 退 表 示 装 置

時 刻 表 示 装 置

１

２

３

イメージスキャナ（ ・ 設ける　　・ 設けない ）

制御装置（ ・ 壁掛形　　・ 埋込形　　・ 据置形 ）

親時計（ ・ 壁掛形　　　回線　　・ ラック形　　　回線 ）

太陽電池式屋外時計（ 点灯時間　　　　ｈ　　　点灯保証日数　　　　日 ）

呼出機能（ ・ 有　　・ 無 ）　　　方式（ ・ 発光ダイオード　　・ 液晶　　・ 　　　　 ）

　据付：機械設備工事標準図（ ・ 施工３０、３２（タンク室無し）　　・ 施工３１、３３（タンク室有り））

２

非 常 用 照 明 の 照 度 測 定

一 般 照 明 の 照 度 測 定

※ 設置した各部屋２箇所以上　　・　

測定結果を監督職員に提出する。（測定箇所等は、監督職員の指示による。）

照 明 制 御 の 照 度 測 定 等

員の指示による。

明るさセンサーによる照明制御を行う部屋は照度測定を行い測定表を監督職員に提出する。なお、測定箇所は監督職

　照度測定時期　　１００％点灯時（ ※ 夜間　　・ 昼間 ）

                  調光制御点灯時（ ※ 夜間　　※ 昼間 ）

３

４

　　ＬＥＤの光源色　　　　　　　　　　　　（ ※ 昼白色　　・ 電球色 ）

照 明 器 具１

１

電

灯

設

備

※ 対象工事鳥取県公共事業環境配慮指針

※ 対象工事

35

36

37

工事目的物及び工事材料等工事施工途中の事故に伴う損害を補てんするため火災保険等に加入する。火 災 保 険 等

34 室内空気中の化学物質の濃度測定 実施する。

※　県有施設の石綿除去等に係る施工業者の登録制度による登録業者を活用するものとする。

設備機器の固定は「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説」(平成８年版・建設大臣官房官庁営繕部監修)によるこ

ととし、施工は「建築設備耐震設計・施工指針２０１４年版」（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人

建築研究所監修）による。

ステンレス製または鋼材に溶融亜鉛メッキを施したものとする。

あと施工アンカー

建 築 物 省 エ ネ 法

１）施工後確認試験　　※　行わない　　　・　行う

　　試験方法　　引張試験機による引張試験

　　確認強度　　対象機器ごとのアンカーボルト１本に作用する引抜き力以上

　　試験箇所数　１施工単位に対し１本以上

　　対象機器　　・　配電盤　　　・　発電装置　　　・　直流電源装置　　　・　太陽光発電装置

（保険の加入期限は、工事完成引渡しまで［概ね工期＋21日］とする。）

１）ＬＥＤの光源色は別図面に指定がある場合を除き下記による。

※水槽類には燃料小出槽を含む。

10

設　備
拡　声

　　　　　・　ＧＬ－６００以上（ ・　車路　　・　高圧配線　　・　幹線　　・　　　　　）

埋設深さ　※　ＧＬ－３００以上、舗装のある場合は路盤下－３００以上とする。１ 施 工 方 法

２ 地 中 箱 ハンドホール内のケーブル支持等は、マンホールに準じて行う。

・ 防煙ダンパー用（ ※ 電動復帰　　・ 手動復帰 ）

・ 防火シャッター用（ ※ 別途工事　　・ 本工事 ）

12

火
災
報
知
設
備

検知器（ ・ 天井取付形　　・ 壁取付形 ）

・ 防火戸用（ ※ ラッチ式　　・ 電磁式 ）

受信機（ ・　　型　　級　　回線（蓄積型）　　・ 複合形　　・ 単独形 ）

３

２

１

ガ ス 漏 れ 火 災 警 報 設 備

自 動 閉 鎖 設 備

自 動 火 災 報 知 設 備

支 援

１ 音 声 誘 導 装 置 検出方式（ ・ 磁気方式　　・ 無線方式　　・ 画像認識方式 ）11
誘　導

・ 閉鎖形（ ・ 軽耐塩形　　・ 重耐塩形 ）　　・ 地絡継電器付（ ※ 方向性　　・ 無方向性 ）３ 高 圧 負 荷 開 閉 器

図面に記載されていない事項は、すべて（一社）日本ＣＡＴＶ技術協会の「建造物によるテレビ受信障害調査要領」

埋設深さ　※　ＧＬ－３００以上、舗装のある場合は路盤下－３００以上とする。

　　　　　・　ＧＬ－６００以上（ ・　　　　　・　　　　　　）

・ デ―タ回線　　・ 電話　　・ ＣＡＴＶ　　・　３ 標 識 シ ー ト

２ 地 中 箱 ハンドホール内のケーブル支持等は、マンホールに準じて行う。

路
線
信
通
内
構
14 １ 施 工 方 法

高圧ケーブルの両端部にシースの縮み対策（熱伸縮テープによるシースずれ止め対策等）を行う。高 圧 ケ ー ブ ル の 端 末 部４

だし、ガーデンライトは除く。

照明用ポールには配線用遮断器（トリップ機能なし）又はカットアウトスイッチ（素通しヒューズ）を内蔵する。た照 明 用 ポ ー ル７

６

５ ・ 一般形　　・ 耐塩形

※ 高圧　　・ 低圧標 識 シ ー ト

高圧ケーブルの屋外端末処理

構
内
配
電
線
路

及び「建造物によるテレビ受信障害調査要領（地上デジタル放送）」の最新版により調査を行い、同協会の技術審査

受信する受信波及び地点数３

　　　中継局　　　波：　　　地点

　　　中継局　　　波：　　　地点

15

テ
レ
ビ
電
波
受
信
障
害
調
査

※ 事前　３部　　・ 中間　　部　　※ 事後　３部報 告 書 提 出 部 数４

２ ※ 事前　　・ 中間　　※ 事後 テレビ電波受信障害調査時期

１ 調 査 仕 様

１ 機 器 取 付 高

機器取付高は下記を標準とする。ただし、天井高３ｍ以上の場合及び機器の使用に支障がある場合は監督職員と協議する。

受信機・副受信機

発信機

べル

表示灯

ガス漏れ中継器

〃

天井下～上端

〃

天井下～中心

〃

〃

台上～中心

床上～中心

  200

  200

  300

  300

  300床上～上端

天井下～下端

  150

〃

コンセント（一般）

　　〃　　（和室）

　　〃　　（台上）

  300

  150

800～1,300

〃

〃

鏡上端～中心

2,100～2,300

2,000～2,500

  150

ブラケット（一般）

　　〃　　（踊場）

　　〃　　（鏡上）

　　〃　　（土間）

　　　　〃　　（車椅子用） 〃   900

天井下～上端

床上～中心

〃

  200

  300

  150

テ
レ
ビ
共
同
受
信

誘

導

支

援

800～1,500

床上～中心

名　　　　称

床上～下端

測　点名　　　称

1,300

取付高(ｍｍ)

1,800～2,200

測　点

地上～窓中心

〃

引込開閉器

スイッチ

取付高（ｍｍ）

1,800～2,000

1,500（上端1,900以下）

1,300

表示盤

壁付発信器

電源箱

床上～中心

〃

〃

〃

天井高×0.9

2,300

取引用計器

地上～中心

　〃　（多機能トイレ） 〃 1,100

べル、ブザー、チャイム

1,300受付押ボタン（一般）

  300

標準図による外部受付用インターホン(子機)

壁付インターホン(上記以外） 床上～中心 1,300

壁付押ボタン(多機能トイレ）   900

壁付押ボタン(多機能トイレ）

床 転 倒 時 用
〃   300

機器収容箱

　　〃　（和室）

床上～操作部

1,500

800～1,500

機器収容箱 800～1,500

床上～中心

検知器（都市ガス）

　　〃　（ＬＰガス）

床上～中心

〃

〃

床上～下端

天井下～上端

床上～中心

〃

床上～中心 1,500（上限1,900以下）

1,500（上端1,900以下）

1,500

1,300

  300

  200

  300

  150

〃

壁掛形制御盤

手元開閉器

操作スイッチ

端子盤

保安器箱

　　〃　　（和室）

壁掛形親時計

子時計 天井高×0.9

壁付アウトレット

壁付アッテネータ

壁掛形スピーカ

〃

床上～中心

1,300

天井高×0.9拡
声

電
力
共
通

電　
　
　
　
　
　
　

灯

動　
　

力

構

内

交

換

電
気
時
計

ガ　

ス　

検　

知

火　

災　

報　

知

表　
　
　

示

２

そ　
　
　

の　
　
　

他

16

※ 別置制御装置までの制御ケーブルを付属する。

を受けるものとする。

エ事のため送電線及び配電線の近くで作業するときは、事前に中国電力に連絡し、事故防止に努めるものとする。

13 ・ 避雷器内蔵

分電盤・ＯＡ盤・実験盤

テレビ端子

山根設計　

　山根貴志

nanba
南波_設計

ikegutikimitosi
西浜トイレ



構内配電線路図

Ｅ－０３

鳥取港西浜緑地公衆トイレほか新築工事(電気設備)

代表となる設計者

一級建築士事務所登録番号　第01-1311号

1/200 (A2)

その他の設計者
フォーディー設計合同会社

南波　一好

一級建築士管理建築士　　南波　一好

一級建築士登録番号　第354034号 登録番号　第354034号

図面番号縮尺

Ｈ

名　　称記　号 仕　　様

Ｈ

Ｗｈ

200/100V
EM-CE8□-3C(HI28)

1φ3W

MCB3P2E
50AF50AT

160500

5
2
0

形 式

ボデー

ドア t1.5SUS

t1.5SUS

屋外用露出型SUS製

塗装色 指定色焼付塗装

※寸法は参考とする。

Ｗｈ

200/100V
EM-CET22□(HI54)

1φ3W

MCB3P2E
50AF50AT

MCB3P2E
100AF75AT

EM-CET22□(PV50)

EM-CE8□-3C,E5.5□(PV30)

　N　P　

6.27

3.47

3.04

5.56

6.09

6.32

6.06

5.74

2.97

As

IRB

IRB

As

5.73

案内板

3.51

3.41

6.02

2.432.43

2.98

2.82

3.27

3.20

3.76

5.40

5.11

5.28

Ⅳ鳥取港

3,360 320 11,700 6,550 600

1,850 2,000 2,000 800 1,450 1,600 2,000

4
,
1
5
0

3
,
0
0
0

4
,
1
5
0

1
1
,
3
0
0

2,250 4,300

6,550

男子ＷＣ

多目的
ＷＣ

女子ＷＣ

1
,
5
3
0

1
,
5
3
0

1
,
5
3
0

4
,
5
9
0

渡り廊下

通路

スロープ

5.66

6.53

6.75

6.23

5.81

6.17

6.17

5.85
6.29

WHS

H1-6(R2K-60)

EM-CET22□,E5.5□×2(HI54)ピット内

(撤去) (新設)

 L-S 

(新設)

既設引込開閉器盤 既設引込開閉器盤 新設開閉器盤L-S

(改修前) (改修後)

 S-1 

新設開閉器盤L-S

 L-1 

中電柱へ

(撤去)
(新設)

(新設)

EM-CET22□,E5.5□×2(FEP50)
予備　　　　　(FEP50)

立上り EM-CET22□(HI54)

新設電灯分電盤

新設

ハンドホール 新設

開閉器盤

既設改修

凡　例

屋外SUS製露出型　盤結線図参照

WHS

既設

屋外SUS製露出型　盤結線図参照

H1-6(R2K-60)

引込開閉器盤 屋外SUS製露出型

引込柱 コンクリート柱　10-19-3.5KN　　(カラーポール)

ED

ED(ELB)

E5.5□(立上りHI16)

構内配電線路図　S=1/200

EM-CE8□-3C(PV30)
EM-CET22□(PV50)

S-1 S-1 L-1

－　特記事項　－

１．図中、太線を本工事とする。

２．施工の際は、事前に既設引込盤廻りを確認すること。

３．掘削部分の植栽は、別途県工事にて伐採とする。

山根設計　

　山根貴志

nanba
南波_設計

ikegutikimitosi
西浜トイレ



電灯設備　配線図

Ｅ－０４

鳥取港西浜緑地公衆トイレほか新築工事(電気設備)

代表となる設計者

一級建築士事務所登録番号　第01-1311号

1/50 (A2)

その他の設計者
フォーディー設計合同会社

南波　一好

一級建築士管理建築士　　南波　一好

一級建築士登録番号　第354034号 登録番号　第354034号

図面番号縮尺

電灯設備　配線図　S=1/50

渡り通路

D×３

多目的駐車場

D×３

通路

B×４

多目的便所

A×２

SK

E×１

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ Ｓ

Ｓ

記　号 仕　　様名　　称

F3

F3

F3

F3

F3

F3

F3

F3
F3

F3

F3

F3

F3

F3

F3

F3

F3

F3

F3

F3

F3

F3

F3
F3

F3

F3

2F
3

F3

2F3

2F
3

F3

2F3

1

Tr1

F3
F3

F3

F3 F3 F3F3 F3F3

F3

Tr1

EM-EEF1.6-2C

F3 EM-EEF1.6-3C

2F3 EM-EEF2.0-3C

F3 EM-EEF1.6-3C

特記なき配線は下記による。

F3

パナソニック　ＬＧＷ８０３８０ＬＥ１相当品

LEDポーチライト　60形1灯器具相当

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束５６５ｌｍ、消費電力６．１Ｗ、電圧１００Ｖ
拡散タイプ、防雨型、ツマミネジ方式
カバー：アクリル（乳白）
本体：プラスチック（ホワイト）

パナソニック　ダウンライトＸＮＷ２０６１ＷＮＬＥ９

ダウンライト　200形

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、軒下用（防雨型）
５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ、一般光色タイプ、光源遮光角１５度
器具光束：１８７５ｌｍ、消費電力：１５．５Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）
枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）
パネル：アクリル（透明）、埋込穴：φ１５０

パナソニック　ＬＧＷ５１５１３ＬＥ１

LEDシーリングライト　60形1灯器具相当

電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束５３０ｌｍ、消費電力５．９Ｗ、電圧１００Ｖ
防雨型、拡散タイプ
カバー：プラスチック（プラチナメタリック）

パナソニック　ダウンライトＸＮＷ１５６１ＷＮＬＥ９

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、軒下用（防雨型）
５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ、一般光色タイプ、光源遮光角１５度
器具光束：１５２５ｌｍ、消費電力：１２．４Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）
枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）
パネル：アクリル（透明）、埋込穴：φ１５０

パナソニック　ダウンライトＸＮＷ１０６１ＷＮＬＥ９

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、軒下用（防雨型）
５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ、一般光色タイプ、光源遮光角１５度
器具光束：９５５ｌｍ、消費電力：７．６Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）
枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）
パネル：アクリル（透明）、埋込穴：φ１５０

A ダウンライト　150形
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E

ダウンライト　100形
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照明器具参考姿図

RAS

RASF

RASDF

RAS

RASF

RAS

RA

RAS

RASF

凡　例

センサー用操作ユニット

換気扇

(連続入-自動-切)15A　250V    (H=1,800)

天井埋込

新設

新設

熱線センサー自動スイッチ 天井取付 親器 8A 明るさセンサー付 広角検知形　屋外

天井取付 子器 3A 換気扇連動用

天井取付 子器　屋外

新設

新設(機械設備工事)

新設

EEF用ジョイントボックス 新設

丸形ボックス 露出　樹脂製 新設

電灯分電盤

照明器具

照明器具

天井直付

天井埋込

新設

新設

照明器具参考姿図参照

照明器具参考姿図参照

新設照明器具 壁付 照明器具参考姿図参照

新設屋内SUS製露出型　盤結線図参照

新設

RA×2

RA×2

防水スイッチ 1P15A×1 新設

RA

天井埋込換気扇 新設(機械設備工事)

天井取付 親器 明るさセンサー 付　換気扇連動RASDF

熱線センサー自動スイッチ

熱線センサー自動スイッチ

熱線センサー自動スイッチ

(PV22)(PV22)

(露出木部ｻﾄﾞﾙ止)

(天井隠蔽)

(天井隠蔽)

(天井隠蔽)

－　特記事項　－

１．図中、太線を本工事とする。

２．壁内立上りはPF管にて保護すること。

３．熱線ｾﾝｻｰ用操作ﾕﾆｯﾄはH=1800へ取付とする。
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A

新設自動点滅器 壁付　プラグイン　100V3AA

山根設計　

　山根貴志
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コンセント・弱電設備　配線図

Ｅ－０５

鳥取港西浜緑地公衆トイレほか新築工事(電気設備)

代表となる設計者

一級建築士事務所登録番号　第01-1311号

1/50 (A2)

その他の設計者
フォーディー設計合同会社

南波　一好

一級建築士管理建築士　　南波　一好

一級建築士登録番号　第354034号 登録番号　第354034号

図面番号縮尺

コンセント・弱電設備　配線図　S=1/50

2F3

2.0(PF16)2.0(PF16)

2F3

2F
3

2F3

2F
3

2F3

2F
3

C1 C2

C3

C4

C5

C6

2F
3

AE
0.
9(
PF
16

)

AE
0.
9(
PF
16
)

名　　称記　号 仕　　様

1
5
7

84.5 100

1
2
0

押す

2
5
0

警報ランプ付ブザー(AC100V)

定格 電圧　AC100V 50/60Hz

消費電力 動作時:5W  待機時：1Ｗ

操作電圧 DC5V

使用周囲温度 －10℃～＋50℃

質量 約530g

音圧 警報音：約90dB(前方1mにて)報知音：約65dB(前方1mにて)

埋込プルスイッチ付押釦スイッチ

21.5 2370

呼出用

球30

φ34

定格 30V 0.1A(0.4VA以下)

ON保持型

(防雨型)

Bz

2F3 EM-EEF2.0-3C

2.0(PF16) EM-IE2.0×2,E2.0(PF16)

AE0.9(PF16) EM-AE0.9-2C     (PF16)

特記なき配線は下記による。

電灯分電盤　L-1　結線図

L1

1 2

C1 C2

C3 C4

C5 C6

形 式

ボデー

ドア t1.5SUS

t1.5SUS

屋内用露出型SUS製

15

120

20

400

50
0

図面ホルダ

１

AC100V

R1

N1

黒 赤白

自動点滅器

外部

(EE)

黒 白 赤

TS1

強制入 通常

MC1

１

ET1

2A
F

停電

補償付
COS1

MC1

連動R

S

ユニット

TS1

R1

自動入

切

MC1    MC 20A (操作電圧 AC100V) × 1

ELB 2P  30AF/ 20AT 100V (1E) × 8

(中性線欠相保護付)

MCB
3P  60AF/    50AT

1Φ3W 100/200V
EM-CET22□

MC1ELBELB

ELBELB

ELBELB

ELBELB

ELB 2P  30AF/ 20AT 100V (1E) × 2(予備）

塗装色 標準色塗装

※寸法は参考とする。

Bz

2F
3

2.0(PF16)

2F32F3

2F
3
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多目的便所通路

渡り通路
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1

EET

EET

EET EET

E EET

EET EET EET

EET

EET

Bz

EET

E

新設

新設

電灯分電盤

新設

埋込コンセント 2P15A×1　接地極･接地端子付 新設

埋込コンセント

新設

凡　例

屋外SUS製露出型　盤結線図参照

2P15A×1　接地極付 (防滴プレート)

(防滴プレート)

トイレ呼出設備　機器参考姿図

新設

－　特記事項　－

１．図中、太線を本工事とする。

２．壁内立上りはPF管にて保護すること。

(天井隠蔽)

(床隠蔽)

(床隠蔽)
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山根設計　

　山根貴志

機器参考姿図参照

機器参考姿図参照

トイレ呼出押釦

警報ランプ付ブザー

回路は不使用時ブレーカOFFとする。

nanba
南波_設計

ikegutikimitosi
西浜トイレ


	00 図面ﾘｽﾄ
	01 木造建築特記01
	02 木造建築特記02
	03 木造建築特記03
	04 木造建築特記04
	05 木造建築特記05
	06 木造建築特記06
	07 敷地案内図
	08 配置図
	09 仕上表・平面図・天井伏図
	10 立面図・断面図
	11 断面詳細図
	12 断面詳細図
	13 平面詳細図
	14 展開図
	15 建具キープラン・建具表
	16 サッシ詳細図
	17 サイン計画図
	18 外構平面図
	19 外構平面図
	20 通路上屋ほか＿平面図・立面図・断面図
	21 通路上屋ほか＿断面詳細図
	22 仮設計画図
	S-01 木造構造関係共通事項（その１）
	S-02 木造構造関係共通事項（その２）
	S-03 木工事・軸組構法工事　補足特記仕様書（その１）
	S-04 木工事・軸組構法工事　補足特記仕様書（その２）
	S-05 構造図
	S-06 構造図
	S-07 構造図
	S-08 構造図
	1125 電気設備



